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第 1 章 序 論
1
第 1章 序 論




語では，Touriste，Voyageur (ヴォワイヤジュール） と呼ばれる.前者は文字通 
り英語のTouristを語源とした単語で，フランスでは19世紀はじめに出現した 
(Larousse). 一方後者は，vo i e「道」を起源とした単語Vo y a g e「旅」の派生語 
で あ り 「道を行く者」= 「旅行者」として長期にわたって使用されてきた（1460 
年にはすでにvoyagerが使用されている）.
現 在 の 2 語の差異について辞書による定義から概観すると，仏語辞典ラルー 
ス（1978)では，Touristeと は 「自分の楽しみのためにどこかの国を訪れる人」と 
定義されている. 一 方 Voyageurにおいては，それぞれの時代における定義が詳 
細に説明されている. 1637年デカルト（Descartes，Ren6 1596-1650)に よ る 「交通 
手 段 を 使 っ て 長 距 離 を 移 動 す る 人 」， 1 8 1 0 年 ， ス タ ー ル 夫 人 （M m e d e  
Stael,Germanine Necker, baronne de Stael-Holstein 1766-1817)による公共交通手段 
を使ってある距離を踏破する人」，1942年アラゴン(Agagon，Louisl897-1982)に 
よ る 「徒歩で行程をこなした人」の例文が見られる. 2 0 世紀のアラゴンの定義 
以外は，なんらかの交通手段（といっても改良の程度はあっても馬車であるこ 
とには間違いない）を用い，それなりの距離をなんらかの目的を持って移動す 
る旅人であろう. 現在でも，パリの地下鉄，バス内では，乗客を Voyageurと表 
記しているが，以上を踏襲しているのであろう. さらに， シャトーブリアン 
(Chateaubriand, Franfois Rene, vicomte de, 1768-1848)は 「Voyageur とは歴史家で 
ある. 見たこと聞いたことを忠実に語る義務がある.何事も書き加えてはいけ 
ないし，何事も省略してもいけない」と定義し，歴史家としてのVoyageurの役 
割について言及している. 後者の Voyageurと，前者の Touristeはともに，一般 
的には旅の主体を表す語として同義語的な関係にあるが，シニフイェにおいて 
差異が生じている. その差異に関し，Dossier Les tourisme en France 2005(1)にお 







ブーアスティン(Boorstin，Daniel, 1914-2004)が 1960年 代 前 半 に 『幻影の時代』 





例を取り上げ，旅の価値や旅の意味を述べる. グランド• ツアーを例に，「旅行 
することは世界人になること（1964:94)」であり，「外国旅行はまじめな目的をも 
つた人が，すくなくとも一生懸命遊ぼうとすること（前掲書:9 5 ) Jだと断言し， 
「目的のある旅」の意義を列挙する.
ところで，英 語 Travelは Troubleと同様にラテン語Trepalium (拷問）から派 
生したといわれる. フランス語においてはTravail(労働）へと変化した.語源 




を低下させたと言及する（前掲書:9 7 ) 換言すれば， 1 9 世 紀 以 前 の 「馬車」や 
「帆船」そして「徒歩」の旅がその質において上位にあるということであろう• 
付 表 4 - 1「旅行記の変遷」，付 表 4 - 4「作家の旅」にまとめたが，「19世紀」とい 
う 時 代 が 「旅」 の歴史においても，旅の主体の変容を知る上でも重要な世紀で 
あることが浮き彫りにされる.
再 び ， フ ラ ン ス の 事 例 に 戻 る が ， フランスの人類学者ユルバン（Urbain， 
Jean-Didier)は Touristeへの否定的な見解に関し，「マ ス .ツ'一リズムによるツー 
リストへの偏見ではない. ヨーロッパにおいては1 9世紀にすでに反Touristeの 
考えはあった(Urbain，2002:19)」と言及する. 産業発展を迎え，社会が近代へと
3
進 む 19世 紀 の 旅 は 「近代以前」の 旅 と 「近代」の旅とを分かつ旅であり，かつ 










究の対象である旅の主体，1 9 世紀作家たちは，「変化」の真っただ中に存在し 
た人々である.彼らは，頻繁に変わる政治体制を経験し，旅の手段においては， 














いってもい い だ ろ う.あえて19世紀を「旅の世紀」と呼ぶ所以である（石井，2009:31).









すこし古いが1976年に力レが論文「フロベールとマクシム.デ ュ • 力ン」のな 
か で 「フロベールとマクシム. デ ュ . カンは，その旅行からいかなる利益をひ 
きだしたのであろうか」 とで問いかけている. ネルヴァル研究においては， 田 
ロ（2011)が 「ネ ル ヴ ァ ル 『東方旅行』スイスまでの旅：案内書，写真機，時刻 
表を持たない旅」の中で，ロマン主義時代の旅について論じている. また，ジ 
ヤーナリストとしてのゴーテイエのオリエントでの視点を畑(2011)が 「ヨーロ 




Chateaubriand en Egypte: le voyageur desenchante な ど 「旅人」 としての作家を対 
象に検証がおこなわれている. スタンダール研究については，スタンダール研 
究の第一人者デル. リット（Del Litto, Victor,1911-2004)が幾度となく旅とスタン 
ダールに関し言及する. 臼 田 は 『スタンダール氏との旅』 において，文学領域 
ながらも現地調査を行い，旅人としてのスタンダールの追体験を行う.
また，作家と旅の関係を言及するためのものではないが，「作家」が現在の「観 
光 （政策）」に利用される現象も頻繁である. アレクサンドリーヌ出版にはSwr 
les Pas des Ecrivains (作家の足跡） シリーズがあり，それぞれの地方ごとに， 
著名作家の家やゆかりの場所を巡る文学散歩が紹介され，「場所性」 と 「作家」 
が語られる. 地 方 自 治 体 （オ ー ト • ノルマンデイHaute Normandie，イ ル . ド . 
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St^phaoc MAUAHĤ  (1S4； i«96) 
Murff - 77870 VUUinM-(ur Scin« 
jta n -jxqu M  KOUSSIAU 





t lo uh  ARAGON (a TWOUT (it96-i«n» rt Lou 1«97 1«  
Ml n (JfVilWneuvf • 78730 S*int Amouit-«»> Yvflift 
tmilc ZOLA (料 1902)
eDrryfin- 78670 M « jn
Leure
ROUTE d e s  
MAISONS 
DtCRIVAINS
図 1-1 Route des Maisons des Ecrivains
2 0 1 2年 8 月 Roue n市観光案内所(L’office du Tourisme)で入手した资料を転載
(4)本論文の事例とタイトルについて
ここで，本論文の事例としてシャトーブリアン，スタンダール(Beyle, Henri,
1783-1842) , フロ ベール(Flaubert，Gustave, 1821-1880)を選んだ理由，またタ
ィ ト ル を 「1 9 世紀ロマン主義作家の旅行記にみられる旅の主体の変遷」 と 
したプロセスについて示す. な ぜ 「旅人」で は な く 「旅の主体」にしたのか 
に関して述べる.
第 4 章で論じるように，フランスに限らずヨーロッパ全体で，「近代」という 
時代を迎えた. それはィギリスに始まる産業革命がもたらした工業社会，産業 
社会であり，社会構造の大転換期であった.ロマン主義の潮流もイギリスから 
波及し，旅の本質にも変化が見られ，義 務 か ら 「楽しみ」のための一行動にな 
った. 新 し い 「まなざし」が生まれ，田園はもちろん，荒れ狂う海や険しい山 
が 「崇高(sublime)」として意識され，「風景」へと変化した.個人としての存在 
「私 moi」，そ し て 「私」 と 対峙する「他 者 autre」，「他 所 ailleurs」への関心が 
生まれた. また，エゴイズムやアンニュイ（倦怠）といった常套句も生まれた.
「アンニュイ」はシャトーブリアンに由来する感覚であるが，第 5 章で示すが 
彼 は 「フランスロマン主義の父」 と言われる人物であった.シャトーブリアン 
をロマン主義作家の第一例にした理由である. もちろん，彼 が 「アメリ力旅行J 
や 「オリエント旅行」の経験をしていたことも重要な要素であった.次にスタ 
ンダールだが，彼はミラノにおいてロマン主義の洗礼を受けている. しかし， 




る と 「Romanticismeは Romantismeという語が一般的になる以前に，ロマン主 
義運動を指すのにスタンダールが用いた用語」 と記載されている. さらに，彼 
はノマド的な生活を送り，つまり，生 活 は 「旅」の延長にあったことも本研究 
の事例のひとつに取り上げた理由である. 三人目のフロベールは，序論でも述 
ベた通り， ロマン主義から自然主義への移行期の作家である. 7 章では，フロ 






次に，本論文においてタイトルとして，三 者 を 「旅の主体」 と表記したが,
その理由について整理する. シャト1— プリアンは数度となく「voyageurとは• •. 
である」と言及し，「旅する人」，つ ま り 「旅する自分」を表明する，つ ま り 「旅 
人」で あ る 「(特別な）自分」を表現するためには「旅人」 よ り 「旅の主体」 と 
表記するほうが妥当であると考えた. 第 5 章で確認するが，シャトーブリアン 
と い う 「旅の主体」はブーアステインが示唆した「能動的な旅人」そのもので 
ある. またスタンダールは， 自身がどのような「旅の主体」であるかを語るこ 
とはないが，作品名にTouriste ( M 6moire d’un Touriste『ある旅行者の手記』）を 
つけていることからも，「旅する主体」への関心が読み取れる.フロベールに関 
しても，ブルターニュ旅行では，「. • . に行きたい」 と か 「• . . 見たい」の 
言葉ではなくシャペルとバショ一モンのような旅(4)の仕方を理想的な旅として 
示し，「主体」への閨心を記述している. また，旅行記で援用したル.ユナンも 
Voyageurの表記以外に，Figure du voyageとあえて使用している. Figureを直訳 
す る と 「人物像」，「外形，姿形」であるが，筆者が言わんとする「主体」に近 
いものだと解釈した(5). 以上が，タ イ ト ル に 「主体」を用いた理由である.
第 2節 研 究 の 目 的 と 方 法
(1) 研究の位置づけ




動を中心に分析し，1 9 世紀作家の旅を近代観光史の中に位置づけるとともに， 
観光 領 域 に お け る 「文学J の有効性について立証し，観光学への新たな切り口 
を提示するものである.
(2) 研究の目的







ことができれば，近代観光史研究の一端に貢献できるであろう. 2 1 世紀現在の 
視 点 か ら 1 9 世 紀 の 旅 の 主 体 を 俯 瞰 し て し ま う と ，すべての旅の主体が 
traveler(voyageur)であるとの結果が予想される.しかし作家それぞれの旅の行 
動を詳細に観察することにより，近代以前には見られなった行動や感覚があら 
われると期待する. ま た 「旅行記」 というメディアを通し，つまりメディアが 
情 報 ソースとなり，一人ひとりの経験が時代，風潮を作り出す過程について考 
証を行う.
1 9世紀以前 1 9世紀 2 0 世紀以降
Travel











ヴ オ ワ イ ヤ ジュール
Tourist(e)
に対し，反論として，「観光学 J 領域で発展したマキヤーネル著 /Ae 7bMWsf，ツ
一リストを詳細に分類したE.コーエン，V•スミ ス 編 『観光リゾート開発の人類 
学』/fosh anゴG w e W sで示された「ツーリスト」について概観する.ユルバンの 
『旅 の 愚 か 者 ：ツ'一リストの歴史』L ’idiot du voyage: Histoires de to u r is te sを援 
用し，マス•ツーリズム以前のTouristeへの否定的側面を確認する.また19世 






















る旅行者の手記』M imoires d ’un to u r is teを使用する.文学作品のタイトルとし 




3 番目の事例はフロべ'— ル の 『ブルターニュ旅行記』Par les champs, par les 
grevesお よ び 『エジプト旅行記』Fbアage en Egypteである.フロベールはシヤト 
ーブリアンを尊敬しているが，彼自身をロマン主義作家の範疇にだけ入れるの 
は難しい. 1 9世紀初頭に席巻したロマン主義運動も，フロベールの活躍した時 
代 ，つ ま り 1 9世紀中葉から後半にかけては，あたらしい風潮である自然主義， 
写実主義へと変化しつつあった. 一方で，社会は政治の混乱が収束し，皇帝ナ 




第 3 節 論 文 の 構 成
本論文は全 8 章で構成される. 第 1 章では，研究の背景と目的及び，研究方 
法と論文の構成を確認する. 第 2 章ではフランス語 Voyageur (旅行者）から 
Touriste (観光者）に関するディスクールとして言語学的考察，社会学的考察を 
行う . 第 3 章においては本研究の分析対象である「旅行記」 というジャンルに 
ついて先行研究をもとに整理を行い「旅行記」が 「旅の主体」を知るうえで一 
次資料になることを検証する，続く第 4 章では，「旅行記」の主体である作家に 
影響を与えた文化潮流「ロマン主義」について考察を行う. 第 5 章から第7 章 
までは事例研究としシャトーブリアン，スタンダール，フロベールの旅行記の 






第 1 章 ：序論
第 2 章 ：旅行者とツ ー リ ス ト （観光者）に関するディスクール
第 3 章 ：「旅行記」とは何か 第 4 章 ：作家の旅
事例研究
第 5 章 
第 6 章 
第 7 章
シ ャ ト一ブリアンの旅 
スタンダールの旅 
フロベ一ルの旅
第 8 章 ：結論
図 1- 3本論文の構成図
第 4 節 用 語 に つ い て
なお，本文中においてTouristeはフランス人ツーリスト，Voyageurはフラン 
ス人旅行者とするが，後 者 Voyageurは英語Travelerと同質のものである.カタ 
カナ書きツーリストは，一般的に使用される観光者としてのツーリストとする. 





(1)フランス政府 Ministere de l，6conomie des finances et de l’industrie(経済産業省) 
のなかのdirection du tourismeが毎年発行する観光に関する報告書（現在は 
La direction du tourisme は la direction generale de la competitivite de 1 Industrie 
et des serviceに名称変更）
(2)Direction du tourisme のデイレクタ 一(2005 年当時）
(3)ブーアステインが『幻影の時代』の中で， トラべラーの方が，ツーリストよ 
りも格上の旅行者であると示唆したことに始まる論争.
(4)第 3 章 で Chapelleと Bachaumontの 『アンコース旅行記』 について取り上げ 
る.










第 2 章 旅 行 者 と ツ ー リ ス ト （観光者）に関するディスクールについて
第 1 節 「旅行者から観光者へ」の言説に関する研究史
(1) フランスの研究史
フランスにおいて，ツーリストに対する否定的な見方はマス. ツーリズム以 
前，1 9世紀から存在したと言われる. フ ラ ン ス 語 「ツーリスト」は英語からの 
借用語であるが，1 8 7 6年 Larousseにおいて， 「暇と好奇心から旅をする人」 







象となったことから「旅人」 という属性への関心も高かったと言えよう. 第 4 




かれ描かれることはない. 記述には筆者による皮肉が内包される. 19世紀中葉 





と （中島，2 0 0 7 )や，旅の持つ教育学的側面に関する効果が言及される.しか 
し， グ ラ ン ド . ツアーの旅の主体ツーリストたちはト'— マス . クック（Cook， 
Thomas, 1808-92)による発明と言われる近代観光以前(18 4 1年以前)の旅人であ 
るため，むしろ，旅の主体はトラべラーとして扱われる傾向にあり，「トラべラ 
一」 と 「ツーリスト」 を対峙して並べる研究対象にはなりにくい.
「旅行者から観光者へ」の変化が意識されるようになったのは，アメリカで，
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1 9 6 0年代にブーアスティンによって，おそらく彼の意図ではなかったが，「か 
つての旅行者と観光者J というアーキタイプが提示された以後であろう.それ 
以来，商業化されたホスビタリティ，あるいは産業化されたツーリズムと表現 





と言えよう.だが，ここで研究されているのは 2 0 世紀マス•ツーリズム以降（と 
りわけアメリ力社会） のツーリストを対象としていることを念頭に入れる必要 
がある. フランスでは，英米のように，社会学からVoyageurと Touristeに関す 
る研究は見られない. 近年ではュルパンが，旅の主体， とりわけTouristeに閨 
し，歴史，社会学，文学，人類学からの研究を行っており，フランスの観光研 
究においてボワイエに続く研究者であると筆者は予測しているが，両者とも， 
ヨ'一ロッパ的アプロ'— チなのだろう，2 0 世紀の Voyageurと Touristeを論じるた 
めに，ルネッサンス期の旅， たとえば，ペトラルカ（2) (Petrarca, Francesco, 




(2) 2 0 世紀ブーアスティンを嚆矢とした旅行者と観光者に関する言説について
ブーアスティンは著 作 The I m a g e『幻影の時代』 を 1 9 6 2年に出版した.その 
中 で 2 0 世紀におけるアメリ力の精神構造や生活習慣の変容について，メディア 
論を中心に多岐の事象について観察した. 『幻影の時代』の 第 3 章 「旅行者から 
観 光 客 へ ：失われた旅行術」は観光学研究において，古典的な論文となってお 
り，ブーアスティンが観光研究者のように扱われる原因となった章である.彼 
は 「疑似イベント（pseudo-events)」 という独自な言葉を用い，かつての旅行者 
(traveler)に対し 2 0 世紀アメリカの観光者 (tourist)，およびツーリズムに苦言を呈 










景色，空 間 の 移 動 （時間で距離をとらえない）が必ず存在していた. しかし，
1 9世紀半ば複製技術革命を経て旅行の性格が大きく変わった. 例えば，交通手 
段の発達のおかげで 2 0 世紀のツーリストは，空間を距離でなく，時間でとらえ 
るようになったこと，また，旅行者(traveler)が没落し，観光客(tourist) , 観光 
(sight-seeing)が台頭するようになったことなどを挙げる（Boorstin 1962=1964). 
更には，旅行者(traveler)は能動的であり，人 • 冒険•経験を求める旅行者であ 
るが，観光客(tourist)は受動的であり，おもしろいことが起こるのを待っている 
人 ，あらゆることが自分のために用意されることを期待している人， と両者を 
区別している.
「ツーリスト」の旅に関する意識の「軽さ」 に言及しているという印象が否 







一方で，社会学者マキヤーネルは7 0年代に著書 77zefowr加 の 中 で 「モダニテ 
ィ（m odernity)」 を代表するものとしての「観光者」を社会学，人類学，記号学 
から研究を行い，ツーリストはブーアスティンが言及したような存在でないこ 
とを論述し，「観光研究」に新境地を拓いた.1976年の初版から約3 0年 後 の 1999 
年に改訂版が出版されたことからも，相変わらず著書 The touristが「観光研究」 
において重要な一冊であることが理解できる.





















The fowr加の初版から 2 0年以上を経た1999年に，改 訂版 The fowr/s/ が出版 
されるがエピローグに，実 は Touristicという単語を初めて使ったのはマキヤー 
ネル自身であったことが明かされる. ツーリスト（Tourist)に対する否定的側面 
に つ い て 「語感」から得たマキヤーネル的見解が披露され興味深い.
マ キ ヤ ー ネル自身は，前述の通り自分が初出させたと語るが，実は英単語 
T o u ris ticが初めて辞書 (OED)登場したのは 1 8 4 8年である. 話を戻すが，マキヤ 
一ネルによると，彼はフランス語 T o u ris tiq u eを意識してT o u ris ticを使用したの 
であった. T ouristiqueは Touriste (仏）から派生した言葉で 1 84 6年からすでに 
用いられている単語であり（L a ro u s s e ) ,現在でも guide touristique (観光案内）， 
renseignem ents touristiques (観光情報）というように使用される. 一方，マキヤ 
'— ネ ル は T o u r is t icと い う 形 容 詞 を つ け る と な に か 「否 定 的 含 蓄 （negative 
connotation)」をもつ事象を表現することになってしまうと憂いている.それは 
T o u ris ticをつけると商業主義に陥った「場所」，「物」を表すことに起因する.
マキヤーネルは T o u ris ticとはヒューマンノテイ ス （人間の関心ごと）を分か 
ちあうことでありながら， もう一方で商業的なやりとりがされることを示す形
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容詞であると言う，っまり相反するような 2 っの状況が出会う場所を示す単語 
であると指摘する. 1 99 9年版のェピローグの中で，初版では，商業的側面から 
切 り 離 し て 「人間の発見の旅」にフォーカスした研究を行ったことを言及した 
上で，観光が，世界で最大級のビジネスへと急成長した理由の核心を「非商業 
的利害関係 (non-commercial relation)」の中に見出せていたら，私は若き社会科 
学 者 と し て 仕 事 を 成 し 遂 げ て い た で あ ろ う と 回 顧 し て い る （MaCannell， 
1999:193).
「資本主義社会」 と い う 「商業価値」が高く評価される社会で，メディア媒 
体に翻弄されるツーリストの位置づけが低下していったこと， さらには，かつ 
て は Touristic field (観光地）は The lure o f the l o c a l(地方の魅力）で取り囲ま 
れていた，つまり， ローカル性が問われていた場所が，市場のグローパル化が 
進むにつれ，「地方色を楽しめる場所」がますます減少し，均一化される現状な 
ど を 取 り 上 げ （idem :199), こ れ ら の 現 象 を 「観 光 分 野 の 商 業 化 （The 
Com mercialization o f The Touristic Field)(idem:196)J と非難している.
















語 を 派 生 さ せ た 「ツーリスト」の意味もそこに収束され，ブーアスティンが述 
ベたように，た だ 「擬似イベントJ で満足している受動的な存在ではないこと 
へと再帰させることができよう.
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以上は1999年 の The touristの第 3 版のエピローグを中心に検討したものであ 
る. ブーアスティンが対象としたツーリストとは3 0年以上の隔たりがあり，直 
接的な反論というよりも，結局はむしろマキヤーネルのツーリストへの理想論 
が展開されていると言えよう.
(4) Cohen, Erikと Smith, Valene.L•によるツ'— リストの分類
ブーアスティンはツーリストを一元化し，単純に捉えているが，ツーリスト 
の旅の目的は様々であるように，旅の主体としてのツーリストも同様である. 




る観光活動」に分類された全部で 1 1 に上る現地調査から，ツーリストの類型を 




1 放 浪 者 （drifter)
2 探検者(explorer)
3 個人参加型ツーリスト（individual mass tourist)
4 団体参加型ツーリスト（organized mass tourist)
E.Cohen (1972)を基に筆者作成
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表 2-2 V. S m ithによるツーリストの分類
観光客の型 観光客の数 地元生活水準への順応性
探検型観光客 (explores) きわめて限られる 十分受け入れる
旅 行 通 の 観 光 客 （elite 
touriste)
滅多に見られない 十分順応する
型 破りな観光客 (off-beat 
tourists)
たまに見られる うまく順応する
並 外 れ な 観 光 客 (unusual 
tourists)
ときどき見られる なんとか順応する
初 期 観 光 客 （incipient 
mass tourists)
一定の入込み 西洋的な快:適さを探す
大衆観光客 (mass tourists) 絶え間ない入込み 西洋的な快適さを期待す 
る




V. Smith.(1989)i/o5/5 and guestsによるツーリストの分類を基に筆者作成 
( 5 ) 日本における批判の諸相
日本において，白幡（1996)がブーアスティンの議論には人類にとってよきも 
の だ っ た 「旅」が，悪 し き 「旅行」に駆逐されてきたという嘆きばかりが目に 
つくとし，このような知識人による大衆観光批判は観光への大衆の参入に対す 
る 貴 族 •エリート層の憂い以上のものではないと批判する. また，吉 見 は 1996 
年 の 論 文 「観光の誕生：疑似イベント論を越えて」の中でブーアスティンへの 
2 つの批判の可能性を述べる. 一つ目は旅行の変容と「複製技術革命」 との間 
係性について，二つ目は「ブーアスティンが 1 9 世紀前半までの欧米にはまだ自 
発的で豊かな，本当の旅が存在していたと考えている点J をあげる.「ブーアス 
テ ィ ン は 1 9世紀半ば以降の観光の発展を，こうした輝かしい発見の歴史からの 
堕落としてとらえている」のだが，吉見は以前の旅と現在の観光の間にあるの 




者と観光者は同軸上にあり，二 つ の 「主体」を取り巻く社会，歴史あるいは産 
業構造がそれぞれの主体を断絶させているように見せているだけではないだろ 








及は後をたたない. 彼の研究の一部に過ぎない「観光」への苦言が， これから 
も議論され，高岡が 2011年に再考したように今後も再考され，新たに解釈され 
ることであろう.
第 2 節 フ ラ ン ス 語 文 献 に お け る 「ツーリスト」研究
フランスでは， 1 84 0年代から，v o y ag eu rではない旅の主体として to u r is teは 
意識されていた. また，増加する旅行者の旅が，戯曲や旅行記の作品数の多さ
(6)にも表れる.
例えばラビッシュ（Labiche，Eugene, 1815-1888)とマルタン (M artin，Edouard, 
1828-1866)の 共 作 ， 喜 劇 『ペ リ シ ョ ン 氏 の 旅 行 』 Voyage de Monsieur 
•PerWc/zo«(1860)では，登場人物たちは T o u t is teと設定され，あこがれのアルプ 
スへと向かう列車にいる.彼らの行動や反応が皮肉を込めて描かれるが笑いを 
誘うアイロニーであり悪意のあるものではない. T o u r is teがどのような存在と 
して人々から見られていたのかを知る上でも価値のある作品である.また主人 
公 ぺ リ シ ョ ン は 「有閑階級のツーリスト」 あることから，新興ブルジョワへの 
からかいとの批評も存在する. 2 0 1 2年 1 2 月現在，相変わらず上演されるロン 
グランの作品である.
以上は一例に過ぎないが， 1 8 4 0年代に，「生理学」（7)をはじめとする文学的 
アプローチによるツーリストへの言及，む し ろ 「からかい」が盛んに行われて 
いた.
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(1)テーヌ（Hypolite，Taine，1828-1893)に よ る 1 9世紀ツーリストの類型
「旅行記」 という文学作品からも旅の主体が表現される. イポリット•テーヌ 
著 『ピレネー旅行記』Forages aux Pyrenees^ 1855)の中に見られるtouristeたちは 
「1 9世紀ラルースJ においてTouristeの項目において定義の一例として紹介さ 
れている. テーヌの観察によって旅行者(Touriste)は 6 種類のタイプ別に分類さ 
れる. 1 9世紀の新しい旅の主体を知る上で興味深い.テーヌは文学者であるが， 
当時生まれつつあった実証主義の信奉者であり科学的な省察を好んだ人物であ 
る. 次ページの表2-3にテーヌの分類を示したが，1 9世紀ラルースの編者はテ 
'— ヌ を 7 種目の touirsteと提案しており，表 2-3ではテ'一ヌというTouristeを含 
め た 7 種 の Touristeを示した.
表 2-3 Taineによるツーリスト分類


























で に 1 9世紀には Touristeという，Voyageurとは異なる旅の主体が言及されてき 
た. おそらく，その歴史が，2 0 世紀のマス.ツーリズム以後の旅の変容に関し 
てブーアスティンの よ う に 「旅の堕落だ」 というような短絡的な結論へと導か 
なかったのだろう. これまでの調査では， フランスにおいてアメリカでおこっ 
たような社会学的見地からの論争は見られなかった .筆者はウェブサイト  
revue-espace.comで偶然にユルバンというフランス人研究者が観光tourisme(8) 





本論文においては L ’idiot du voyage _ Histoire de touristesを対象文献としている. 
理由はサブタイトルが『ツーリストの歴史』 と本研究の主旨そのままであった 
からである. ユルパンは第 1 章 （全 6 章） で （主にフランスの）人々がツーリ 
ストをどのように把握して来たのかを省察する•以下が各章のタイトルである. 
第 1 章 「ツーリストとツーリストにまつわる言葉」le touriste et les mots 
第 2 章 「ツーリスティックな動物から商品としてのツーリストへ」De I5 animal 
touristique au touriste-marchandise
第 3 章 「旅行記の中のアンチヒーロー」 L’antih6ros des r6cits de voyage 
第 4 章 「追剥にあった旅人」Le voyageur detrousse
第 5 章 「追放， ノスタルジー，眼炎」Ostracisme，nostalgie et ophtalmie 




1) Voyageurか ら touristeへの見解
Voyageurとしてセガレン(11)(Segalen, Victor,1878-1919), キユステイ'— ヌ侯 
爵(12) ( Marquis de Custine, 1790-1857) , コビノ 一(13)(Gobineau de, Arthur, 1816-82), 
カスー(14)(Cassou，Jean, 1897-1988)の名前が挙げられる.彼らのツーリストへの 
見解の一部を紹介する.
「ツーリストの旅は素人の旅（voyage en am ateur)」，「ツーリストは『スパイ』で 
あり，ツーリストの名のもとにどこにでも侵入する」，「ツーリストは集団で行 
動し，それぞれが付和雷同的行動しかとらない」，「1850年頃から，羊，そして 












①  se comporter en touriste, ® etre  la en to u r is te ,③ ja ire  touriste,
直訳すると①は「ツーリストのような振る舞いをする」，② は 「ツーリストと 
してそこにいる」，③ は 「ツーリストのふりをする」である. 3 つの例文全てに 
おいて表現されるのは，否定的表現としてのツーリストである. また，飛行機 
や電車で「ツーリストクラス」と言われる座席があるが，それは 2 等車(deuxieme 
classe)を意味する. もちろんファーストクラスにいるのはVoyageurである.ビ 














un autre touriste(another tourist)と命名するが，文字通り「もう一方のツーリスト」， 














アメリカの文献における，2 0 世紀のマス . ツーリズム以降の「ツーリスト」 
の事例だけではなく，フランス，あるいはヨーロッパにおける初期のツーリス 
トの事例を重ねることで，あ ら た な 「ツーリスト研究」への期待ができること 
を提言したい.
第 3 節 フ ラ ン ス 語 Voyageurから Touristeへの変遷について
フランスにおける「旅の主体」の変容過程について，19世紀ラルースは，新 
しい感性，あるいは自然を「美」として発見したルソ'一(Rousseau, Jean-Jacques, 







で，フランスでは1 9世紀はじめに出現した（Larousse). 一方後者は，voie「道」 
を起源とした単語voya g e「旅」の派生語であり「道を行く者」= 「旅行者」 と 
して長期にわたって使用されてきた（1460年にはすでにVoyagerが使用されて 
いる）. 仏語辞典ラルース（1978)によると，Touristeと は 「自分の楽しみのため 
にどこかの国を訪れる人」と定義さている. 一 方 Voyageurにおいては，それぞ 
れの時代における定義が詳細に説明されている. 1637年デカルトは「交通手段 
を使って長距離を移動する人」，1 8 1 0年，スタール夫人は公共交通手段を使っ 
てある距離を踏破する人」， 1942年 ア ラ ゴ ン は 「徒歩で行程をこなした人」の 








景観に対する新しいまなざし，つ ま り 「風景」を誕生させたあたらしい「感覚」 
に あ る （石川，2 0 0 0 ほか）.とくにルソーによるスイスアルプスへのまなざし 
は，多くの人々をひきつけ，アルプス地方の村や，スイスのジュネーブは「ル 
ソー」の換喩表象の町となった.
1 9世紀版ラルースは，ルソーを <  初めてのツーリスト >  と認証し，ツーリス 
トという単語について長文による説明を掲載した初めての辞書である.
« D u  temps des diligences et des coches cTeau，le touriste existait k peine ; il n’y avait
27
que des voyageurs•…Malgr6 le manque de moyen de communications faciles，le XVIIIe
a vu J.J.Rousseau donner le premier exemple aux touristes par ses long voyageurs 
pさdestres en Suisse et en Italie，qu’il accomplissait le sac sur le dos et le baton a la main， 
se nourissant de pain bis, de laitage et de cerises, en veritable enfant de la nature. 






















たちのように歩いていこう」，「植物や，文 化 （風土）に興味を持とう」「本で読 
むのではなく実際に見なくては」（Boyer，2000 :1 3 0 )などがあるが，巡礼者や戦
争従事軍人，商人，冒険家によって書かれた「旅行記」の中で旅をするのでは 
なく，実 際 に 「旅」に 出 る こ と が 「人間」 にとってどんなに意義のあることな 
のかを説いているのであろう.
(3)ルソーの旅とその影響











しい体力を下さったことに感謝しなきや」 （中嶋，2007 : 1 1 8 )と反論している. 
1782年にイギリスを訪れたドイツ人牧師も，
「徒歩旅行は野蛮人扱いされ，出会う人々からまじまじ見られ，哀れみをうめ， 

















イギリスでは，当時，旅をすることは，fashionableな 人 間 （上流階級で流行 
に敏感なひと）と見なされるための重要課題であった.「私はあそこに行ったこ 









「18世紀において，イギリス人（英国人）だけがtourという単語を < 旅>  として 












有閑によって旅に出る人」 と な り 「イギリス人」が省略されている. 更に，年 
金生活者ランチエなど有閑階級層が没落した後は， リトレは再編集され， 
Touristeはただ単に英語tourist，tourを語源とする語として記載された. Tou rに 
は，「青年ジェントルマンの教育のための旅行= グランド. ツアー」の意味もあ 
ったことも記述されていなかった. さらに，「ラルース」も 「リトレ」もスタン 
ダールが使用した「ツーリスト」とトツフェール(20)(T6pffer，Rodolphel 799-1846) 
の 「ツーリスト」について掲載していない.
「か れ ら の 『ツーリスト』 を参照していたらTouristeという単語の意味がよ 
り 厚 み を 帯 び た も の に な っ た で あ ろ う と ボ ワ イ エ は 指 摘 し て い る 」 
(Boyer,2000 : 1 9 2 ) ちなみに，辞書ロベール(Robert)内において，ツーリストの 
項目中スタンダールが取り上げられるのは 2 0 世紀になってからのことである.
Stendhal ne sera n o m m e  que dans le Robert, au X X e  siecle. Apres avoir raopele que 
« touriste » a ete enregistre en 1839 par Boiste dans la troisieme edition de son 
dictionnaire, le lexicologue ajoute que le mot « s’est repandu en franfais avec 
Stendhal (Boyer, 2000 :192)
(6) 文学作品の中のTouriste
前述したように，フランスではTouristeはイギリス人を指す言葉であった. 
スタンダ'一 ル が 183 8 年に Les memoires d ’un touristeで 初 め て 「ツ'— リスト」を 
フランスに導入したと言われるが，作品の中の主人公であるツーリストは「鉄 










(図 2-1) か ら も 「杖を携え，ちょっと変わった風貌」を し た 「物好きな変人」 
でもあったことがうかがえる.
図 2 - 1 T6pfferの Nouveau voyage en z/g-zag(1854)の中のイギリス人ツ一 リストの風貌 
(Boyer, 2000 :196)
(7) Album とツ'— リスト（touriste，tourist)について
Tourist, Touristeの象徴として「アルバム」がある. ボ ワ イ エ は 「イギリス人 
ツーリストたちは，彼らの気を引くすべて（まなざしの対象となるもの）を詳 
細に書き留めた」 と言及する. （前 掲 書 ：19 7 )つ ま り 「まなざし(regards)」の対 
象外は無視された「旅」であった一方，まなざしの対象物を「記録」すること 
は旅の重要な行為であった.
1 9世紀フランス人のツーリスト（Touriste)も，旅 行 ア ル バ ム （albun de voyage 
ま た は album d’ami)を携帯してぃた. 1 9世紀文学に詳しく，フロベール研究家 
のドール•クルーレ(Dord-Crousl6, 2010)によると，アルバムは古くから存在し， 
1 6 世紀にはユマニストたちによりヨーロッパ中に広がり，libri amicorum(livre 
des amis :友情の本）と呼ばれてぃた. 旅の折，学生，あるぃは文学者たちなど 
が携帯し，出会った人のパンセ （意見，意向）や詩，あるぃは風景画や一族の 






エ ン タ リ ス ト （ゴーギヤン， ドラクロワ等の芸術家）の作品を経て，より専門 
的な，つまり個人の記録には留まらない，旅 行 記 の 一 種 「カルネ . ド.ヴォワ 
イヤージュ（carnet de voyage)」 として現在に引き継がれている. 同時に，carnet 
de v o y a g eは人類学者たちの記録から発展したともいわれている（Argod 2010).
ド ー ル . ク ル ー レ （前掲書）はフ ロ ベ ー ル の 『感情教育』のなかの，P a r isか 




第 4 節 考 察
ツーリストにまつわる否定的側面が形成された仮定について，アメリカの観 
光研究，フランスの観光研究から検証を行った.アメリカではブーアステイン 
(1962)が 加 /w a g e 『幻影の時代』の中で展開した「擬似イベント」に満足する 
ツーリスト，「真正性」を持たないツーリスト論が発端となり，マキヤーネル， 
E .コーエン，V•スミスらが社会学，人類学の見地から反論を唱えた. 以 後 「ツ 
一リスト」研 究 は 「観光学」に敷衍して論じられる.一方フランスではツーリ 
スト研究は文学領域から1 9 世紀より行われていた. Voyageurの時代，つまり 
1 8 世紀以前の旅の主体との比較において， 「楽しみのための旅を実行するツー
リスト」へ の 偏 見 が 「生理学」，「旅行記」，「戯曲」の中で告発されてきた . 20 
世紀のアメリカ，19世紀のフランス，ど ち ら も 「ツーリスト」に内包された偏 
見を確認することができたが，その内容については異なっていた. また，アメ 
リ力の場合は旅の主体としてのツーリスト研究，あるいはツーリストへの非難 
が行われているが，フランスの場合，旅の主体というより，むしろ，1 9 世紀， 
新しく社会に登場した属性としてあざけりの対象となっていたのではないかと 
思われる.






















旅行記（vo y a g eで始まる作品名）が列記されるが，解説の長短はあるものの， 
14 1作品のタイトルが掲載されている.






(9、Sur la plaee. Moeurs et coutumes oalneaires. Secrets ae voyage. Menteurs,
imposteurs et autres voyageurs invisibles, Ethnologue, mais pas trop... Ethnologie de
proximite, voyages secrets et autres expeditions minuscules, Le voyage etait Presque








いうことが世間に広まり，文学サロンからは追放される. し か し 「旅行記」
に自分の人生を見出した. ロシアの旅が有名. ロマン主義に傾倒.




(15) (il sera le premier touriste)最初のツーリスト誰よりも最初に行くツーリスト. 





(1 8 )アルプスを舞台とした書簡恋愛小説. 主人公ジュリーとサン•プル一をも 
とめてヨーロッパ中からアルプス参りの旅行者が集まった.
(19)教 育 書 ：「自然の最初の衝動は常に正しい」 との前提のもと，悪しき社会か 
ら子供の内発性を守るべきであるとする消極的な教育論.




第 3 章 
「旅行記」とは何か
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第 3 章 「旅行記」 とは何か.
旅 行 記 に は 「形式」，「定型」が存在しない. 「旅 」を唯一の共通事項とする. 
ゆえに，「地理学」，「歴史学」，「文学」など様々なジャンル分けが検討される. 
シュポ1— (Chupeau，Jacques)は，フランスにおいては，17世 紀 に 「旅行記」の流 
行が見られ，文学界に影響を与えたことを明らかにし，「旅行記」とは文学の周 
辺に存在するなにか独立した体系であることを論じた. 畑 が 「旅行記研究の古 
典的存在」 と表現したこのシュポーの論文，およびル.ユナンの研究論文を基 
に 「旅行記」の所属するジャンルについて再考する. 「文学領域」に近い存在で 
あ る 「旅行記」であれば，ナレーションに重点が置かれる. つ ま り 「旅の主体」 
で あ る 「書き手」の 「旅」を 知 る た め の 「資料」 としての価値が高くなること 
が期待される.
つぎに，「文学ジャンルにあると認められている旅行記」の変遷について，サ 
ンスーの論文を中心に概観し，「旅の主体」の 変 遷 ：Voyageurから Touristeにつ 
いて考察する. 旅行記の変遷にみられる「旅の主体」か ら 「旅」に対する意識 
の変化について明らかにする.
第 1 節 19世紀の旅行記に関する先行研究について
本 研 究 は 1 9世紀のフランス人作家の旅を明らかにするものであるが，分析対 
象としてかれらの旅行記を使用する. 近年フランス文学研究において，旅行記 
に関する研究論文が数多く発表されていることからも，文学にお け る 「旅」へ 
の関心は明らかである.特に若手の仏文学者である畑は19世紀旅行記研究では 
観光研究，民俗学研究としても評価されるべき論考を発表している. 論 文 「都 
市と旅行者一1 9 世紀前半のオリエント旅行記をめぐって」（仏語仏文学研究第 
2 8 号）は，当時のオスマントルコに支配されたオリエントと呼ばれる国の独自 
のシステムから人々の風習にまで精査した上で，ヨーロッパ人である旅行者（シ 
ャ トーブ リアン，ゴ ー チ エ Gautier，Theophile,l811-18 7 2 ,ネ ル ヴ ァ ル Nerval, 

















ボワイェ(2001)は 1 9 世紀の作家ほど「旅 」 をした時代はないと言及するが， 
多くの旅を経験したシャトーブリァンをはじめ前述した作家達が「旅」を通し 
て研究されるのは当然の事であろう. また，オリエント旅行記に関する研究は 
サ イ ー ド の 『オリエンタリズム』へと導かれ，ポストコロニアル， ジェンダー 
と様々な文学批評の対象となる.
スタンダールはヨーロッパから外に出ることはなかったが，イタリアに閨す 
る旅行記を残した. 小説的な紀行文として1817年 『1817年のローマ，ナポリ， 
フイレンツェ』Jiome，Naples et Florence en 1 8 1 7を上梓するが， これは本名の 
ア ン リ . ベー ル Henri Beyleではなく，騎兵将校ド. スタンダール（De Stendhal, 
officier de cavalerie)著として出版した初めての作品である. この旅行記から， 






る 時 代 （「ヴォワイヤージュ」と定義した時代），本研究では19世 紀 の 「旅」の 
変容過程を考察することが可能であろう. このような点から，観光学研究にお 
いても旅行記の価値は高い.
第 2 節 シ ュ ポ ー (Chupeau)による研究論文
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「小説の周縁を彷惶う『旅行記』について」Les Recit de Voyages aux Lisiere du 
Roman
(1) 旅行記のジャンルについて
シュポ'一は1977 年，Revue d ’histoire litter air e de la Frawce 誌に Les Recit de 
Voyages aux Lisiere du R o m a nのタイトルの論文を発表した.
研究の発端に関して，「1933年アメリカ人Raph Coplestone Williamsが 17世 
紀の小説を分類していた時に， どのジャンルにも振り分けられない作品に出会 
い，その多くが『旅行記』であった」 という事実を紹介している.
シュポ ー は 1 7 世紀の文学界において，「フィクションの危機 (C risede fiction)」 
と呼ばれる小説の叙述（ナラティブ）変化と旅行記の関係性に注目し，旅行記 
が及ぼした文学界への影響について言及する.
研究の意義として小説と回想記 (M 6m oire)の研究は膨大にあるのにもかかわ 
らず，旅行記と小説の関係性にっいての研究が少ないことを述べている.
1 7 世紀とは，フランス史において「太陽王」 とよばれたルイ 1 4 世の治世 
(1643-1715)である. 「文学」では，プレシオジテ (Pr6ciosit幻と呼ばれる貴族趣味 
の ス タ イ ル が 流 行 し ， マ ダ ム . ラ ン ブ イ エ （La marquise de Rambouillet, 
1588-1665)，マダム•スキュデリ  一（Madeleine deScud6ry，1607-1701)，マ ダ ム - 




で広がり，何 よ り も 「ノーブレス」「エレガントである」ことが第一条件として 
求められる潮流であった(鈴木， 1971，Bray，1 84 8他 ).
一方政治的には，領土拡大のための植民地政策が邁進した時代である.領土 
拡大のため，対外貿易のため，兵士，商人，漁師，船員，奴隸らが海を渡った. 


















約束する. それは当時の旅行者Voyageurの興味の対象であり，「旅の目的」 を 
記述しているといっても過言ではないであろう.
「ル イ 1 4治世の初期に旅行記の流行は高まった」（5 3 8 )とシュポーは明言し， 
その証拠として多くの「旅行記」を列記している. 「旅」の目的は前述したよう 
に 「真実」「科学」など未知なものを発見すること，あるいは確認することであ 










小説の軽さ（Frivolit6 du roman)と旅行記の有益性，実用性(Utilit6)は相反する 
ものであるが，旅行記の機能である「実用的な記述」を知識として得る行為よ 
りも，「実用的な知識」を楽しみとして読む行為に変化したのではないかと分析 
し，こ の 「両義性」を 「旅行記」に特有な個性としている. 一方で，17世紀の 
旅行者は旅行記の中の「古くからある疑惑(虚構性)」をかき消すことができず， 
遠 方 で の 旅 の 「真実性 V 6racit6」に懐疑心を持ち続けていた.
A beau mentir aui vient de lo in .(540)
「もっともらしい嘘は遠くからやってくるものだ」
の格言が示すとおり，旅行者の証言は簡単には信用してもらえず，旅行者の第 
— の 義 務 は 「誠意(Bonne foi)」を見せることであった. 作者としてではなく「証 
人」 として文章を書き， さ ら に 「信用性(CMdibilit6)」 を高めるために， 「簡潔 
な文体」で 書 くことが「旅行記」にとって重要であった.
ユナンも引用したシュポーの文章であるが，
「レ ト リ ッ ク と フ ィ ギ ュ ー ル （文体）を拒否することによって，旅 行 記 は 『文学』， 
『フ ィ ク シ ョ ン （虚 構 ）』 の周辺に身を置く .ことになった . 」 (540)(3)
つ ま り 「文学領域」ではないなにかとして存在するようになったことが示さ 
れた.




を 無 視 し て い た と 結 論 づ け る の は 間 違 っ て い る .そ こ に は 発 見 の す ば ら し さ  
(M erveilleux)や冒険の不思議さ，そして装丁の楽しさなどもあるのだから」（541)






1 7 世 紀 の 「肘椅子の旅 (V oyage dans un fa u teu il)」 の流行に触れ，人々が魅了 
された要因について，ま ず （椅子に座ったままであることから）危険を伴うこ 
ともなく旅ができるという利点を述べ，さらに「旅行記」がもつ素材の多様性， 
旅行者による観察のオリジナリティ，冒険の特異性， ノ ン フ ィ ク シ ョ ン である 
「旅行記」の真実性などをその魅力とする. 簡潔な文体こそが，物 語 に 「真実 
性 (A u th e n t ic ity」 を与えるものとされ，「旅行記」の方向性が明確となった.
「旅行記」の楽しみとは，描写の正確性，冒険への勧誘，真 実 性 （単なる本 
当の 話 Simpleverit6) であることが明らかになり，「旅行記」の新たな道が切り 
拓かれた. つ ま り 「見せる」（Faire voir),体感させる」（Faire vivre) , 「信用させ 
る」（faire vrai)こ そ が 「旅行記」の三原則となった.





隔てるものは，描 写 と 叙 述 （語り）の 役 割 （比重）である. 「旅行記」において 
は両者が必ず存在し，シュポーはそれを「旅行記」の二重の本質(la double nature) 
と述べる. 地理的情報を多く伝えるための「旅行記」例えば，タベルニェ(4) 
(Tavernier, Jean-Baptiste， 1605-89)， ベ ル ニ エ ， シ ャ ル ダ ン （5) (Chardin, 
Jean，1643-1713)に お い て は 特 に 描 写 が 充 実 し て い た た め ，資料本（Livre de 
documentation)とも呼ばれるほどである. しかしながら，次第に，その教育的 
側 面 （地理的情報を提供すること）は 「楽しみ」に打ち消され，旅 行 記 は 「冒 
険記(RScit d’aventures)」へと変化する傾向にあった. つ ま り 主 人 公 （作者）の 
語りに中心が置かれるようになったのである. 旅行家モケ(6) (Mocquet, Jean, 
1575-1617)は 「正確な町の情報や好奇心をそそる出来事の情報に関心を持たず， 
私の身の回りに起こったことだけに関心を持つなんてなんで不幸な読者たちだ 








をつくり，「文学的価値(Int6 r6t litt6 raire)」が見出されるようになった.
このジャンルでは資料的情報は概略のみ掲載され，自伝的な冒険，つまり「旅 
行記の第一部」を占めるものとは完全に切り離される. そ し て 「体験した出来 
事のそれぞれ」は逸話として後半で語られる.
資 料 （ドキュメンテーション）と小説の周辺で，「旅行記」は 「本物のような 
お話(Histoire veritable)」の領域へと進んだ. その基盤となるのは「伝記的な話」 
と 「本当の新しい情報(La nouvelle vrais)」 にある(7).
シ ュ ポ ー は 次 に 事 例 と し て ジ ェ ル マ ン . ム エ ッ ト （8) (Mouette, Germain, 




何よりも読者を喜ばすことに重点が置かれているが，一 方 で （現地）で囚わ 
れられたキリスト教を描くことにより，教会への寄進を促す目的などが読み取 





ム エ ッ ト の 「旅行記」の 中 の 『アフリカ便り』Nouvelles africainesを例に挙 
げ ， その文学的価値をドラマティックな話 (Histoire dramatique)や軽い色物 
(Galante),とりわけそのェロティックさにあるとする.その作品の特長は資料 
的な描写を除外することにあった. つ ま り 『アフリカ便り』は文学的価値のあ 
る作品であると言える. さらに，『レヴァント』Levantを書いたニコラ.デ ュ • 
ロワール(Nicolas du Loir)を挙げ，その旅行記の価値は資料というより，エキゾ 
チズム に 彩られた恋愛話にあると言う. 要するに旅行記の目的は，学者である 






ル イ 14世治世におこったヌ ー ヴ ォ ー ロ マ ン （新小説）（9)の中のひとつの平凡 
な存在にならないように，旅行記は，わざとらしさのない，真実が書かれた文 
体にすること，たとえそれが真実（現実）であろうとそのフリだとしても，「報 








1 6 3 2年のレヴァント旅行記の序文には， 「真実以外の装飾は要らない」 とま 
で書かれていた.
Voyage de Levant...,1632 ; « advertissment » (non pagine) « ne demande point 
[...]d5autre ornement que celuy de la verite »
メマニュエル. ダランダ(10) (D'Aranda,Emanuel)は読者に，ある叙述につい 
て紹介する.
「長い余談やレトリックを使用することなく，美しく飾り立てることなく， シン 
プルで素直な叙述が良いのである . そこにこそピトレスクな語りがあるのだから . 
つ ま り ，そこには生き生きとした語りがあるのだ .たとえば水夫が仲間同士でテ  
ンペストや水難について語るように . あるいは戦場の戦士たちが .あるいは羊飼  
いがその群れにやってきたオ才力ミを語るように . 」(11)
( 7 )「日記形式」の旅行記
自 然 の ま ま （あるがまま） に書くことや本物を書くことの価値は，再編され
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た旅行記よりも，生のままの旅日誌（journal de route) や手紙を好む風潮を引き 









第 2 節では，シュポーによる「旅行記」が文学ジャンルに内包されていく過 
程について概観した. シュポーは，17世 紀 に お い て 「旅行記」は上流階級のた 
めのお楽しみの文学へと移行したこと，「旅行記」の流行が 17世紀後半におけ 
る文学情勢の変容にも関わっていること，具 体 的 に は 「プレシオジテ」 とよば 
れる気取りの精神の衰退に関与していると述べている•またエキゾチック小説 
(Nouvelle exotique)や空想的旅行記(Ricit du voyage utopique) , 小説的旅行記 
(Relation romanc6e)なども古典主義時代の小説に変化を及ぼしたが，結局エキゾ 
チック小説は，大量に出版されたため月並みな作品に埋もれ，さらにアフリカ， 





シュポーは1 7世 紀 に 「本当らしい話 histoire v6ritablejへの嗜好があったこ 
とを述べ，「旅行」によるものであったと言及する. 1 6 6 0年 以 降 （古典主義時 
代以降）の 小 説 が 「ある現実の表象」に傾倒したこと，同様に，人々がピトレ 
スタなものへと魅了されたこと，冒険記， 自伝的な語り，そして簡潔で自然な 
文体が受容され，好まれたことも「旅行記」による影響が高いと述べる.「旅行 




旅行記であったことをシ ュ ポーは実証した.簡潔な文章が好まれたた背景には， 
そこに本物的効果が存在したからである. 一方で，読者たちは，楽しみも求め 
たため，フ ィ ク シ ョ ン と しての手法も必要であった.つまり，旅行記の重点は， 
描写から叙述へと変化し， ドキュ メ ン タリ一であった旅行記から冒険小説も生 
まれた. シ ュ ポーは旅行記の変遷の構図を完成させたと言えよう•
(9) 考察
描 写 か ら 叙 述 （語り）へと移行したこと，換 言 す れ ば 「旅の主体」 = 「書き 
手」になることは，1 9世紀ロマン主義作家の旅行記につながる動きである.シ 
ュポーは，旅行記がピトレス ク （生き生きと）に語られること，描写の代わり 
にエ キ ゾ チ ズ ム が 語られる，表現されることも，人々に受け入れられた要素と 
する. すでに，「ピトレス ク 」や 「エ キ ゾ チ ズ ム 」 という言葉を連発しているこ 
とからも，1 9世 紀 の 「旅行記」への影響を故意に示唆していると考える.さら 
に は 「r6cit話 • 語り」 を 「本当らしく」す る た め 「旅」 という枠組みが有効で 
あったとなどを述べている.
「旅行記」の定義には複雑な要素が曖昧模糊として存在し，「旅行記」というジ 
ャ ン ルは，一定の場所を決めきれず，シ ュ ポーの論文のタイトル通り「文学」 
の周辺に彷徨っていることが結論付けられる. しかしながら，これまで考察し 
たように，シ ュ ポ ー は 「旅行記」の ジ ャ ン ル に つ い て 「文学」に入れようと様々 
な 「旅行記」の往来を繰り返しておりその研究の深さには学ぶべき点が多い. 
「旅行記」の ジ ャ ン ル 分けの困難さが十分に露呈された論文である.
次にユナンの論文についての概要を紹介する.ユナンはカナダのトロント大学 
の教授であり19世紀フ ラ ン ス 文学，バルザックを専門としているが，旅行記に 
関しても造詣の深い研究者である.
第 3 節
L e H u en en，R o la n d (19 87) R ec it de v o y a g e  : 1 5Entree en litterature, Etudes litteraires
「旅 行 記 ：文学界への内包」
( 1 ) 科学的言説 (d iscou rs sc ien tif iq u e)と文学的言説 (d iscou rs litt6raire)について  




1 ) J o u r n a l(日記）的ものとして，例えば，モ ン テ ー ニ ュ の 「旅日記」2 ) 伝記的 
ものとして，シ ヤ ト ー ブ リ ア ン の 『墓の彼方からの回想』Me'/woire t / ’owfre-Tb/wろe ， 
3 ) 書簡形式によるものとして，ジョルジュ•サンド（Sand，G eorge，l 8 0 4 -1 8 7 6 )の 
『旅行者からの手紙』Lettres d'un voyageur, 4 )民族学エセーとして， レヴィ• 
ス ト ロ '— ス（L ev i-S trau sse，C laude, 1 9 0 8 -2 0 0 9 )の 『悲しき熱帯』Tristes tropiques 
の形式に分類される.
以上の分類から明らかにされるのは「旅行記」を既存のジャンルに当てはめ 
ることの困難さである. しかしながら，ル • ユ ナ ン は 「旅行記」に共通するニ 
つの領域が存在するとし，それぞれを，科学的言説 (D iscou rs sc ie n t if iq u e )と文学 
的言説 (D isco u rs  litte r a r ie )と名付けた.
文学がランガージュ（規律，規則）において権威でない時代，あるいは旅行 
の 主 体 が 「商人，冒険者，船乗り，兵士など」であった時代には「旅行記」は 
「簡潔な文体」で真実を伝えることが最重要事項であり「科学的言説」 と分析 
される，そして，ルネッサンス以降，「文学」が 「楽しみのための効果」を持っ 
てからは，旅 行 記 の 「内容」，「形式」に文学的言説が見られるようになる.さ 
らに， 1 9 世紀になり，「文学者」= 「旅の主体」に な る と 「文学的言説」はま 
すます強化された.
(2) 叙述の変化
ル . ユ ナ ン は ， 特定のジ ャ ン ル ， つ ま り 「文学ジ ャ ン ル 」 に 「旅行記」を位 
置づけようとしているのだが，その理由づけが，当該論文のなかで試みられて 
いる. その概略については以下の通りである.
「旅行記」は時代を反映するものであるが，本 来 （当初）の役割は新しい発見 
に関する正確な叙述が最重要項目であった. ルネッサンス期になると，娯楽 (un 
e f fe t  d ’a g r6 m en t)と し て の 「文学」の流行の影響を受け，実体験を素材としない 
「旅行記」がもてはやされた.さらに 1 7 世紀になると，「旅行記」の 「新形式」 
が誕生する. 「新しい情報」が 「旅行記」のテーマではなく，旅 行 者 （主体）の 
感 情 （心の描写）に中心が置かれることにより「旅行記」に新しい価値が与え 
られた.
1 ) ス タ ー ン （Stern，L aurence，1 7 1 3 -6 8 )の 『セ ン チ メ ン タ ル . ジ ャ ー ニ ー 』
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この新形式の旅行記の嚆矢としてス タ ー ン の セ ン チ メン タ ル • ジ ャ ー ニ ー を 挙 
げる. 場所の説明はほとんどなく，主人公ヨリックの感情のままに旅は繰り広 
げられ，目的地に着くわけでもなく未完の旅である. しかし反響は大きかった.




1 8 世紀の啓蒙時代になると，科学的に立証された事象が好まれるようにな 
ったこと，読者層は小説の読者と知識人に広がりをみせたことを述べる.「旅 
行記」の両義性に関して，「小 説 （フィクション）」 との比較を行う.
3) 両義性につ い て







描写 X (飾りとしての 
み）
〇重 要 （学術的） 〇




と導く. 「場所」 か ら 「人物」，つ ま り 「旅の主体」 に光があてられるようにな 
ったが，本格的なものはロマン主義時代の作品を待たなければならない. 1 7世 
紀 ，旅 行 記 に お け る 「旅の主体」に よ る 「主観性」は国家権力と教会権力によ 
り禁止され，「旅行記」はもっぱら権力のプロパガンダに使われた.国家政策と 







(3)1 9世 紀 の 「旅行記」
1 9世紀のロマン主義の時代になると「旅 」そのものが重要になる. 「旅行記」 
はこれまで見てきたような「旅から得られた結果」 と か 「結論」のひとつでは 
なく，ま ず 「旅」そのものが第一条件となった.たとえばシャトーブリアンの 











このように，文学者に よ る 「旅行記」の生産空間への介入が，旅行記自体の 
価値の本質となり，その空間構造を深層から変えた. 以前のように，政治や宗 




旅 の 主 体 が 「旅行記」のトピックとなり，「場所」は完全に隠されるわけでは 
ないが，表象化される.表象が旅行記の新しいエクリチュールの存在条件とな 
り，「旅行記」に特有シーニュ（徴）が浮き彫りにされる.シャトーブリアンは 
現実に知覚した風景よりも，表 象 • シーニュを重要視した(15).
(4)考 察 （第 1 節と第 2 節）
以上の 2 つ の 論 文 が 「旅行記」に関する古典的研究と言われる作品である.
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シ ュ ポ ー ， ル . ユ ナ ン は 「旅行記」のジ ャ ン ル が 「文学領域」にどのように近 
づいて来たのか，あるいは入ってきたのかについて，ま ず 17世紀の文学の潮流 
で あ っ た 「プ レ シ オ ジ テ」，「サロン文化」 にもたらした影響，またその反対に 
「貴族趣味」か ら 「旅行記」が受けた影響について検討している.さらにはル 
イ 1 4世治世であった1 7世紀のフ ラ ン ス の 社会，つまり絶対王政，植民地拡大 
政策， コ ル ベ ー ル の 重商主義，教会勢力などの特殊要因が見られる社会である 
が， このフ ラ ン ス 史との関連において，「旅行記」の 「娯楽的側面」「科学的貢 
献」「政治的側面」「宗教的貢献」についても，大量の旅行記分析により研究を 
行っている.
ル • ユ ナ ン は 論文のタ イ トルが示すように，「旅行記」を 「文学ジャンル」に 
入れているが，科 学 的 言 説 の 「旅行記」において，地理的な情報が不可欠であ 
っ た 「旅行記」が，1 9世紀のシャトーブリアンの作品『パリからエ ル サ レ ム へ  
の旅』の中では，「旅行記」にも関わらず，地理的情報を与えず，ただ町の名前 
( ス パ ル タ ） だけが記述されるという例をあげ，表象としての町があるシーニ 
ュを持つことを言及する. シャトーブリアンは長い序文をあげ，参照した多く 
の文献に触れる. シャトーブリアンの作品の読者たちは「旅行記の作家」 とお 
そらく知識を共有しており，表象としての地名を記すだけでそのシーニュを共 
感できたのであろう. その間テクスト性により，旅 行 記 の 「文学領域」への 
rE ntree (内包）」が強化されたのではないだろうか.
本論文において，「1 9 世紀」の 「旅行記」を分析対象とするが，該当年代の 
旅行記は，すでに著名な文学者であったシ ャ ト ー ブ リ ア ン ， フロベ ー ル ， スタ 
ンダ ー ル ら のものであることからも， さらには，シ ュ ポ ー やル . ユ ナ ン の 論文 
内で十分検討されたように，「文学ジ ャ ン ル 」に振り分けられる旅行記であると 








は 「科学的言説」が中心であった「旅行記」の作者で あ る 「旅の主体」は，航 
海者，探検者などであったが，「旅行記」に娯楽的要素が求められる時代になる 





サンス一（S an gsu e D a n ie l)(16)は，Le recit de v o y a g e  hum oristique (X V IIe-X IX e  
s iさc le s ) (2 0 0 1 )の中で，旅行記の分類に関して，より緻密な分類の必要性を唱え， 
「ユモリスティックな旅（皮肉に満ちた旅）」V oyage h u m o r is t iq u eという分類を 
提言した. 1 7 世 紀 の 『シ ャ ペ ル と バ シヨ'— モ ン の 旅』 Foアa g e  en Encausseから 
1 9 世 紀 の ト ッ フ ェ ー ル (丁郎デデ61'，110(104116，1 7 9 9 -1 8 4 6 ) の 旅 を 対 象 と して，旅の主 
体の感情 (se n tim e n ts )が表現される「ユモリスティックな旅」について興味深い 
研究を行っている.
ま ず 「ユ モ リスティックな旅」というタイトルであるが，その命名の理由とし 
て，1 9 世紀，多くの旅行記のタイトルに h u m o r is t iq u eが使用されていること（17), 
ユ モ リスティック旅 行 記 は ， ス ターンの『センチメンタル. ジ ャ ー ニ ー 』 の影 
響を受けていること，つまり英語ユ ー モ ア (18)のまなざしで書かれていることの 


























にケルンで出版されたシ ャ ベ ル と バショーモンの『アンコース旅行』Chapelle 
et Bachaumont，Voyage a E n c a u s s eをユモリステイ ックな旅行のはじめと定義づ 
けた.
表 3 - 2 シ ヤ ペ ル と バ シ ョ ー モ ン の 『ア ン コ ー ス 旅 行 』
形式 6 0ページの書簡形式. 2 人の兄弟に向けて書かれる.散文や詩が混 
在 . 規則的でない長さの 1 0音節詩なども混在.
内容 様々なテーマが軽快に語られる.訪れた町で彼らは食事に招待さ 




Samgsue (2001),お よ び 『アンコース旅行記』から筆者作成
か れ ら の 旅 行 記 の 模 倣 例 と し て ， ラ . フ ォ ン テ ー ヌ （19)(la Fontaine de, 
Jean,1621-1695)の 『パリからリム'— ザンへ の 旅』La rela tion  d ’un voyage de  
P a ris  au L im ousin  や ル フ ラ ン . ド . ポンピ  ニ ヤ ン （Lefranc de Pompignan, 
Jean-Jacques, 1715-1790)の 『ラングドックとプロヴァンス旅行』Le voyage de 
L angue d 'O c  e t de  iVove«ce(1740)などを挙げている.いずれも町の景観や風景 




ているが，かれの視点は，ル イ 1 4世の時代にパリを離れたという彼らの行為 
の特異性である.
「当時は宮廷から遠ざかることはどんなことでも流刑のように感じられた .旅行  
で重要なことは唯一，宫廷を離れたこと以外にはなかった 」（Boyer :2000 =2006:96)
「旅行記」の内容の斬新さについてはなにも記述しないが，以後の作品への影 
響の大きさについては，
「1 世 紀 以 上 に も わ た っ て （1 7 世 紀 と 1 8 世紀）， この軽妙な旅行記は再版され， 
続 編 ま で 出 さ れ た （ル フ ラ ン . ド . ポンピニャンの手により）」
と，サンス一と同様の例を掲載している.
(2) テー ヌ の 『ピレネ旅行記』
サンス一の論文内では検討されていなかったが，1853年 に 『ピレネ旅行記』 
Voyage aux Pyreneesを上梓したテーヌも，アンコ '— スの町に入るとともに，シ 
ャペルとバ ショーモンの旅行記に触れる. こ の 「旅行記」の影響の大きさを体 
感するために，その一部を引用する.
「町を迂回すると，ア ン コースの町は指呼の間にある . シャペールとパショーモ 
ンが胃病を治すためにこの町にきていた .平素から人一倍胃袋を酷使しているの  
だから， これもやむをえないところだ . かれらは旅行記を書いているが，文体は 
かれらの日常生活そのままで，まことにざっくばらん，屈 託 の な い も の だ .か れ  
らは昼間少しずつ旅を続けて，その間に酒を飲んだり話し合ったりする . しかも， 
あちこちにいる友人の宅を訪ねてごちそうになるかと思えば，貴婦人に言い寄っ 
たり，土地の女たちを巧みに丸め込んだりする . あるいはまた，健康を祝ってァ 
プサン酒を引っかけ，浴びるほどマスカット酒を飲んでは，思ったことを韻文や 








たものだ . 当時のフランス人は，現代人の好尚に合った，鉄砲玉よろしくのとん 
ぼ返りや代訴人の旅のような性急な旅行はしなかった •ポワティエに行くのにも  
5 日もかけ， 夕方日が沈むと体を休めたものだ . 当時は物質的にも， よき生活の 
可能だった最後の時代であり，また，オランダの絵画に見られるように，裕福な 
ブルジョワジィ繁栄の最後を飾る時代でもあった .そのよき時代もすでに過去の  
ものとなってしまった . （中略） こんにち， ブルジョワたちは哲学者然として乙  




とができる. 彼はそんな社会に対し「他所」に 対 す る 「優越感」 と 「変貌して 
いくフランス社会」へ の 「嘆き」 という混沌とした感情を抱いていることが想 
像できる. そんな感情を持ちながら，旅先で出会った旅人ツーリスト達を観察 











シャペルとバショーモンの「旅行記」 とテー ヌ の 「旅行記」には，200年近 
い隔たりがあるが，テ ー ヌ が そ の 「旅行記」の 「文学的価 値 」 を認め引用をし 
たのであろう• その文学的価値とはやはり，「ユモリスティックな視点」であっ 
たと考える. 第 7 章で論じるフロベールも「シャペルとパショーモンの旅」に 
影響を受けていたことがブルターニュ旅行で明らかにされている.
(3)ス タ ー ン の 『セ ン チ メ ン タ ル . ジ ャ ー ニ ー 』 について
サンス一は次に，スターンの『センチメンタル .ジャーニー』 がもたらした 
影響について論じる. 以下はその概要である.
1 8 世 紀 末 と 1 9 世 紀 全 体 の 「旅行記」の嚆矢となる作品がスターンの『セン 
チメンタル . ジ ャ ー ニ ー 』である. スーペル（Serge Soupel)(20)はこの作 品 に つい 
て 「アンチ旅行記」 と述べるが，スターン自身も， これまでの旅行記とは全く 








の希望はない. 彼の旅行記には建築物の描写はまったく見られない. それゆえ， 
「アンチ旅行記」であるとみなされるのである.スターンの旅のモチべーショ 
ンは感情(sentimental)であり，恋愛感情にほかならない.




ものなのか知る由もない. しかしながら， ヨリックの恋愛感情だけでこの旅行 
記は成り立っているものではなく，そこには乞食となった僧侶，せむし男，没 
落貴族なども登場し，かれらに対する感情も描かれている.
サ ン ス 一 は ス タ ー ン の 彼 ら に 対 す る 「ま な ざ し 」 に注目し， この感情 
(sentiments)こそが，ス タ ー ン の 「新しいところ . 特長」であるとみなす.さら
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ユーモア（l’humour)について，フランス語hume u rの本来の意味，諧 謔 （かい 







(4) グザ ヴ ィ エ . ド. メーストル(Xavier deMaistre，1763-1852)の 作 品 『私の部屋 
周遊記』 Voyage autour de m a  chambre{\19A)















『センチメンタル. ジャーニー』も 『私の部屋周遊記』も出版されると成功を 







Voyage au tour de m a cham ber  (1794)『私の部屋周遊記』メーストル 
Voyage au tour de mon ja rd in  (1845)『私の庭周遊記』アルフオンス . 力'— ル 
Vovage hors barriere des C aprices et z ig za g  de G autier  (1 8 4 3 )
『ゴーチエの気まぐれ旅行記』 ゴーティエ
Voyage du num ero 43 de la  rue Sain t-G eorges au num ero 1 de la  rue 
852-1856)
『サ ン . ジョルジュ街4 3番地からラフィット兄弟街 1 番地までの旅』 
ゴンクール兄弟
2) 地理的制限のないもの，無限の旅
Un autre monde, le voyage illu stre  de G randville  Granville(1852)
『別世界，グランヴィルの挿絵入り旅行記』 グランヴィル(23)
Le voyage oil il vous p la ira  T.Johannot, A.Musset, P-J.Stahl(1852)
『あなたの好きな旅』T•ジョアノ，A.ミュッセ，P-J.スタール 
これまで見てきたように，ユモリスティックな旅行記作家たちは，「伝統的な 
旅 (Voyage classique)」を皮肉ることが対象であった. 次に，サンス一 は 「旅」， 
「旅行」そのものではなく，「旅の主体」が皮肉られる現象，あ る い は 「ツーリ 
ス ト （Touriste)」について観察を行う.
(6) 新しい旅の主体：ツーリスト




Touristeとは本来， ヨ'— ロッパを旅するイギリス人旅行者を示し，次 に 「楽 
しみ」のために動き回るすべての旅行者，さらには旅するために旅する旅行者， 
換 言 す れ ば 「何の判断もできないままに旅行する人(1153)」を意味するように 
なった.
当然，ユモリスティックな旅行は，ツーリストを恰好の皮肉の対象とするが， 
同時にヴォワイヤジュールの奇癖（マニアックな旅行方法）や 1 9世紀の交通手 
段の難点を対象とした文学作品も登場する（1153).
さらには1830年 か ら 1840年にかけて流行したphysiologie (生理学） という 
風刺文学のなかで，Touristeというカリカチュア化された職業があたかも科学 
的なものとして説明されている.ま た 1814年 か ら 1830年だけでも1000以上の 
旅 行 記 が 出 版 さ れ た （1153)こ と も あ り ， ユ モ リ ス テ ィ ッ ク な 旅 （le voyage 
humoristique)の対象はこの「工業化された文学(litt6rature industrielle)」にも向け 
られた. 同 時 に 「皮肉」の対象は新しい手段である鉄道にも向けられた（1153).
ユルバン(2002)は 1 9世紀中葉における「touristeか voyageurか」 という主体 
の議論について，「あたかもドレフュス事件(24)で世論が 2 派に分断したように」 
意見が分かれたと述べているが，そ れ は touristeが社会的に影響を及ぼすほど 
その数を増やしていたことを示すものであろう•
(7 )生理学(25)と Touriste













一ルの世代はみなこれを通過してきている 」 （i d e m  :1 7 2 )
と続ける. 184 1年 に 7 6 冊が刊行されたのち，このジャンルは衰退に向かい， 
市民王政の消滅とともに消え去ったことから，「プ チ •ブルジョワ」的なジャン 
ル と み な さ れ る . ま た べ ン ヤ ミ ン は エ ー ド ウ ア ル ト . フ ッ ク ス （Fuchs, 
Eduard 1870-1 9 4 0 政治風刺をしたジャーナリスト，カリカチュア研究で知ら 
れる）の漫画史の研究から，「生理学ものの発端にはいわゆる9 月法令— 1836 
年の検閲強化措置— があること」を 指 摘 す る （idem:1 7 2 ) .この法令により， 
風刺の訓練をつんだ有能な芸術家（画家，作家）たちの一団は，政治の領域か 
ら一挙に駆逐されたと結論付けられている.
*(7)におけるベンヤミンの引用文については，『ベンヤミン . コレクション4 
批評の瞬間』 の p.2 1 0にも見られる.
以下アロ ワ（Alhoy，Maurice)(26)とボーヴォワール(Roger de Beauvoir, 1806-66)
による 2 つの生理学の作品を挙げるが，それらを参照すると， とりわけ，ボー 
ヴオワールが『フランス人の自画像』Les Frangais peints par eux-memeの中で執 




1) ア ロ ワ 『旅行者の生理学』 voアagewr(l 841)ドーミエの挿絵入り 
「ツーリストとは鹿のような足を持ち，カササギのようにおしやべりで，サ 
ルのように物まね好きな生物種である」 と断定し， さらに皮肉を込めツーリ 
ストの下層化分類を試みる.
• 芸術家ツ一リスト（Le touriste artiste):毎年 5 月になるとヨーロッパの各 
地にクロッキーを描きに出かけるが，結 局 い つ も 「来年，また来よう」 
と言って描かないツーリスト 
• 教育関係ツーリスト（Le touriste universitaire):公共教育の代表，相互学 
校の子供の様子を見に行くという口実の下，ぶどうの収穫の様子を見に 
行く




• きまぐれツ'一リスト（Le touriste humorique) : 家より良い場所はないと思 
いながら旅をするツーリスト. 旅の理由も行き先もわからずに旅立つ- 
いたると ころで文句を言う.
• 嘆き悲しむツーリスト（Le touriste pleureur): 鉄道や，道路建設のために 
古い建物が破壊されるのを見ては嘆き悲しむツーリスト.一方でその現 
場をあえて旅する「嘆き悲しむ」 ことが好きなツーリストでもある.
. これまでの習慣を追放するツーリスト（Le touriste chasseur) : アレクサン 
ドル. デ ュ マ の ように，これまでの料理法を覆すツーリスト.ビフテキ 
の代わりに虎を食べよう，つまりこれまでの風習を変えようとするツー
リスト
• 論客ツーリスト（Le touriste controversiste) : メ リ メ （歴史建造物視察官で 
もあった作家）を例に，どんなものにも，大げさな歴史的叙述をつける 
ツーリスト
• 道楽ツ'一リスト（Le touriste viveur)
• 人道的ツ ー リスト（Le touriste humanitaire):あれば必ず最初に牢獄を見学 
したいツ ー リスト
• 物乞いツーリスト（Le touriste mendiant) :旅の思い出として必ずなにかを 
ねだるツーリスト













一 リ ス ト に な る （On naquit voyageur, on devient touriste). たとえば，動乱や革 
命など，数えきれないほどの事件によって人々は祖国から遠方に追いやられて 
きた. 多くの哲学者もツーリストとなり祖国を出た. 一方で，退屈から祖国を 
出るものもいた.フランスではツーリストは無数に分類できる種族なのである. 
その一例として，




. 貧乏ツーリスト（Le touriste pauvre) :いつも出費について考えているツー 
リスト. 支払いのときは必ず大騒ぎをする.寝袋とイギリス製の皮の力 
バ ン ， 時計，傘だけを持ち歩くなど.
• 破 産 ツ ー リ ス ト （Le touriste ruin6) : 流行の品々やおしゃれな人を嫌う.
. 政治家ツーリスト（Le touriste politique)
• ギヤンプラーツ'— リスト（Le touriste joueur)
• 文学ツーリスト（Le touriste litt6raire) :旅行記を書いて出版社に儲けさせ 
てもらおうとたくらむツーリスト 







第 5 節 サ ン ス 一 が 示 す 1 9世紀ユモリ.ステイクな旅についての事例








が，単 な る 「英語マニア」のしたこと，あるいはスタンダールのスノビズムだ 
とも言われている（Boyer，2000, Urbain，2002) . スタンダールはサンス一が表現 






はないか. スタンダールの旅については第 6 章にて詳細に論ずる.
表 3 - 3 スタンダールの『ある旅行者の手記』Me'/woz>esゴ’m« fowr/sfe(1838)
事項 対象 ユモリスティックな要因
タイトル Memoires d ’un touriste Touristeは英国人，有閑人を 
指す言葉に対し主人公はフ 
ランス人





















なっている. しかしながら， トツフェ1一ル自身もまた，Voyageurとは言えない 
のではないだろうか. 現在でも Touristeの定義が確立しているわけではない. 
しかし，辞書の定義，とくに1 9世紀ラルースの定義に書かれている「ルソーの 








( 2 ) トツフェ '一 ル の 『ジグザグ旅行記』 Voyage en z ig za g {1840)
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タイトル ジグザク旅行記 単 語 ：speculationへの皮肉
1) Speculation : 投機
2) Speculation : 目的地までの最短 
距離を見積もること（合理的な 
旅）
1)，2)と も 1 9世紀中葉，実業家が夢 
中になっていた.


















モリスティックな旅行記」を分析対象とすることによって，旅 の 「主体」の変 
化も明らかにできる可能性を見出した価値は大きい.
サンス一は当論文の中で，上 記 2 人 以 外 の 「旅行記」におけるユモリスティ 










い は ル . ユナンの文学的言説の旅行記の嚆矢としても定義できるのではないか 
と考える. この旅行記により，「旅」の主体の内面，あ る い は 「旅」の目的地を 
決 定 す る の は 「主体」 自身であることが明らかになった. つまり，スターンの 
作品以後，旅行記を分析することにより「主体」 と 「旅」 との関係を見出すこ 
とが可能になったと考える. さらに，「旅 の 主 体 （旅人）」にユモリスティック 








Par ce refus de la rhetorique et aes figures ae l’61oauence，le recit de voyage se 





(6)アンリ 4 世に直訴し，旅の許可を得た. 11年 間で 5 回の大旅行をした.サ 
ン • マロを出発し西アフリカ諸島を回り帰国後，ブラジル，ギアナ，モザン 
ビーク，最後にはパレスチナへとオリェント旅行も経験した.
(7)原文
En marge de la documentation et du roman, la relation entre done dans le champ 
de 1’《 histoire veritable » et trouve sa raison d5etre principale dans l’agrement du 
recit autobiographique et de la nouvelle vraie(Chupeau,1977 :547).
(8)ジェルマン•ムェ ッ ト（1651-1691?)パリ郊外ボネールで生まれる. 作家. 1863 
年 に 刊 行 さ れ た 自 伝 的 旅 行 記 如 ’ore de la captivite du Sr. Mouette dans les 
royaumes de Fez et de Maroc, oil il a demeure pendant onze ans 『ムエツト氏の 
1 1年間に渡るフヱズとモロッコ王国における捕虜日記が有名である.
(9)こ の 「ヌーヴォーロマン」は 単 に 「新しい小説」を示すだけであろう. 20 
世紀の新しい文学を意味する「ヌーヴォーロマン」 とは異なる.
(10)フランドル地方出身のスペイン人である. バ ー バ リ （アフリカ北西部の海 
岸地方）人によって捕えられ，1 年間（1640年 か ら 1641年まで)アルジェで奴 





Si Emmanuel d5Aranda, par exemple, a choisi de presenter a ses lecteurs une 
narration « toute naive et toute simple, sans l’embellir des figures de Rhetorique, et 
de grandes digression », e’est qu’il y avait concience de l’agrement d’un recit 
pittoresque, conte avec une vivacite familiere, « c o m m e  un Matelot parle entre ses 
amis de tempestes et de naufrage ; in Soldat de batailles et de plays ; et qu’un 
Berger fait mention du loup venu dans son troupeau » (Chupeau, 1977 :549)
(12)原文
C ’est la litterature de lors qui fixera au voyage son objet et sa finalite，en m e m e  
temps que la figure de voyageur se confondra de plus en plus avec celle de 
Pecrivain(Le Huenen,1987 :51).
(13)原文
A u  long de XlXeme siecle, il n’est guerre en France d'ecrivains qui n’avaient pas 
consacre une partie de leur oeuvre a leurs souvenirs de voyages, aucune epoque en 
particulier ou la mode romantique conferait aux voyageurs en Orient, en Italie ou 
en Espagne une actualite renouvellee(Le Huenen，1987 :51).
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(14)原文
Un  voyageur, ecrit Chateaubriand, est une espece d’historien : son devoir est de 
raconter fidelement ce qu’il a vu ou ce qu’il a entendu dire ; il ne doit rien 
inventer(Le Huenen, 1987 52)
(15)原文
A  la motivation mimetique, premiere, naturelle, viennent repondre les reveries sur 
un nom, operation seconde, culturelle, qui reecrit le reel en fonction d’un modele 
anterieurement connu. Ainsi confu, la description, qu’elle soit allusive, 
enumerative ou citationnelle, afiche ostensiblement sur sa nature fabriquee et son 
statut d’objet litteraire.(Le Huenen, 1987 52)
(16)ヌシャテル大学の文学教授であり，1 9世紀フランス文学，とくにスタンダ 
一ルに関する研究を多数執筆しているが， 「旅行記」に関する研究業績を重 
ねる人物である， と く に 「旅行記」の間テクスト性やパロディについての論 
文が多い
(17)例えば，Voyages humoristiques, Hachette，1856, A  Houssaye
(18)英語ユーモアhum o u rはフランス語humeurの含有する意味の一つ冗談.皮 
肉好を語源とすることばである.
(19)17世紀の詩人. イソップ寓話を基にした寓話詩Fables de la Fontaineが代表 
作
(20)フランス人英文学者，パ リ 第 三 大 学 （Sorbonne nouvelle) 教授
(21)Urbain(2002)も voyageurの変容の一形態として，スターンの当該作品から 
voyageurs oisirs, vovageurs curieux, voyageurs menteurs, voyageurs orgueilleux， 
voyageurs vanitieux, voyageurs qui s’ennuient, voyageurs par necessite として彼
らの存在を紹介している.
(22)ソンタグは『書くこと， ロラン . バルトについて』の 中 の 「死後の生，マ 
シャード • デ . アシス」の章で，メーストルの作品をマシャードの手本であ 
り，メーストル自身は文学的小旅行を発明した人物であると言及する.
「もうひとつ，マシャードの手本になったのがグザヴィエ . ド.メー ストル 
の驚異的な本であった. 彼は国外に出て行くフランスの貴族で（長い人生の 
大半をロシアで過ごした），決闘のかどで投獄されていた1794年 執 筆 の 『室 
内旅行』voタage autour de m a  chambreによって文学的小旅行を発明した人物 
であるが，この本では，椅子，机，寝台といった楽しい場所への対角線的， 
ジグザグ的な訪問が語られている」（ソンタグ，2009:57)





バ ル コ ニ ー が 土星の輪となり，そこを歩く人々は， 自分が土星の住民に変身
したと感じられる邊術幻灯の中に入り込んだとも言えそうである. こ の （グ 
ランヴィルの）グラフィックなユートピアに文学において対応するのが..（以 
下省略） （今 村 • 三島訳(2003,44)
(24)1894年，フランス陸軍参謀本部勤務の大尉であったユダヤ人アルフレッ 
ド . ドレフュスに対する冤罪事件.世間が軍部対ドレフュス派に二分するほ 
どであった. 新聞の第一面となったエミール. ゾラの発言J’accuse (われは
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弾劾する）はその象徴的行動であった
(2 5 )「生理学」 と訳されるが，生命現象を物理的，化学的に研究する学問では 
ない. 1 9 世紀中頃の，特定の社会階層の生態描写，分析を目的とした書物 
の 標 題 （小学館ロベール仏和大辞典198 8 )であり，文学領域に属する学問で 
あった.
(26)ジャーナリスト，作家.マージナルな社会階層にも目を向けたジャーナリ 
ストであった. 生理学シリーズはほかに， 『娼婦の生理学』Physiologie de la 
Lorette{\%A\),『運搬業者の生理学』Physiologie du d6bardeur(l842) , 『債権者 
と債務者の生理学』Physiologie du creancier et du debiteur (1842)がある
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第 4 章  
作 家 の 旅
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記の書き手には実際の旅が要求されていないことである•一 方で 1 9世紀になる 
と旅行記の書き手でもあり，旅の主体，っまり実際の旅を経験するのも文学者 
たちであった.第 4 章においては，19世紀のロマン主義時代における作家の旅， 
および旅の頻繁さにっいて，それ以前，1 7 世 紀 か ら 1 8世紀の古典主義時代の 
旅との比較を行い，1 9世紀ロマン主義時代，旅と作家の関係にはなにか特別な 
関係があったことを検証した. さらに，「ロマン主義」にっいて考察を行った.






と し て の 「旅」を遂行したものであった. （Boyer，2000 :1 7 ) モンテーニュもイ 
タリアへと旅立ち（1580-81)，旅日記には，voyageurと し て の 「好奇心」が描写 
されるが，旅 の 目 的 は 「病気療養」のためであった.
1 7 世紀，1 8 世紀は古典主義時代(1660-1715)にあたるが，太陽王と呼ばれた 
ル イ 1 4世の治世であり，フランス文化の隆盛期であった.フランス文化の華や 
かさ，卓越性はヨーロッパ中に伝播した. しかしそこにVoyageurの貢献はない 
とボワイエは言及する. なぜなら，古典主義時代の人々，宮廷人，哲学者，文 









をしめす証言はいくらでもあり，こ の 時 代 の 「空欄」状態の年表をみれば明ら 
かであると述べる. また，絵画の世界においてもエキゾチズムなど存在しなか 
った. 定住志向は，ル イ 1 4世にも言えることであり，結婚のためにバスク地方 
を訪れたほかには，生涯において「旅」をすることはなかった（ル イ 1 4世によ 
ってヴェルサイユに宮廷ができる以前は，季節ごとに地方の城を回るのが宮廷 
















次 に ，畑(2009)の論文から， 1 8 世紀において，哲学者(Philosophe)と旅人 
(Voyageur)に関するディスク一ルがあったことを紹介する•
V o y a g e u r 旅 行 者 ：さまざまな理由から旅をする人，また時にその報告を行う人 . 
しかしこの点において旅行者とは通常，あまり正確さを行使しない .ほとんどが  
常 に自分が見たものに， 見 ること もあり えたも のを付 け加え る . （中略） ストラ 





り，商 人 も 「国の富み」につながり，宣教者なら，キリスト教の普及（フラン 
スの植民地政策につながる） という大義名分があるが，Voyageurはおそらく自 
分のための旅をする人である，例 と し て 「イメージを探しに」 とオリエントへ 
旅立ったシャト'— ブリアンの例をあげる. さらに， ヨ'一ロッパから出ることの 
な か っ た 「哲学者」（ルソーとジョクール(3)) は 「旅行者」には客観的な観察能 
力が欠如しているとして，ヴォワイヤジュールの「旅行記」を否定していた事 
実 を 紹 介 す る （畑，2009).
また，ボワイエも18世紀の人々はJ’ai l u「私は読んだ」という行為に優越性 
を持っていたと言及している. （Boyer，2000)
一方でブ ー ガンヴ イ ル Bougainville(4), ヴ ォルネー Volney(5)ら Voyageurたちは 
哲学者の机上の空論に激しく反発する. 自分の目で実際に現地を見た「Voyageur 
(旅行者)」の言い分には根拠が存在することを強調する（前 掲 書 ：36) . 哲学者 
の J’ailu「私は読んだ」という態度に対し，voyageurたちは J’ai v u 「私は見た」
と反論した-
このデイ ス ク ー ル においても，「旅」が否定的にとらえられた時代であったこ 
とが明らかにされる.
旅 行 記 の 出 版 を 表 す 年 表 （4 - 1 ) を作製したが（付録参照），古典主義時代 
(1660-1715)を抜粋したものが，表 （4 - 2 )である.
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表 4 - 2古典主義時代（1660-1715)前後の旅行記
1660-1715 古典時代
J.B. Tavemicr(1676) Les Six Voyages de Jcan-Batiste Tavem ier cn Turquic，en Perse et aux Indes 
f タヴェルニエの6つの旅行：卜ルコ、ペルシャ、インド』
J.Bunyan(1678) Le V o y a ^  d u p ^ le r in 『天路歴程』
J.F.Regnard(1681) Voyage cn Laponie『ラッブランKSS行』
J.Marquctte(1681) Decouvertc de quelques pays et nations de FAmdrique septcntrionalc 
『北米の国家と国民に関する発見記J
W.Dampier(1697) Voyage autour du m o n d e『世界一周旅行』
W.Dampier(1705) Nouveau voyage autour du monde 『新世界一周旅仃』
? (1721) Passage du P6lc Arctique au P61e Antarctiauef 北極から南極へのパッサージュJ
Monte squie u(丨 721) Lcttrcs p e rsa n e s『ペルシャ人からの手紙』
J.Swift(1726) Les Voyagesde Samuel G u ll iv e r『ガUヴァ一旅行記』
し Steme(1768) Le Voyage se n tim e n ta l『センチメンタル•ジャーニー』
D.Didcrot(1772) Supplement au voyage de Bougainville(丨7 % )f ブーガンヴィル航海記補遣J
J.Cook Voyage autour du monde(1 7 6 8 -1 7 7 1 )『世界一周旅行』
J.J，Rousscau(1782) R6vcrics du promeneur solitaire『孤独な夢想者の散歩J
Comte dc V o ln e ^ l7 8 7 ) Voyage en Egypte et en Syric f エジプト•シリア旅行』
F.de Chateaubriand(1791> Voyage en Amdrique『アメリカ旅行記』(出版1827)
X.de Maistre(1795) Voyage autour de ma chambre『私の部屋周遊記』
M.Park(1798) Voyage dans rint^rieur de rA frique
『アフリカ内部の旅』
U r b a i n ,  J - D ( 2 0 0 2 )を基に筆者作成
表 4 - 2 はユルバ ン ( 2 0 0 2 )を基に，筆者が作成したものであるが，赤字はフラン 
ス 人の冒険家，哲学者，作家たちの作品を示す. 1 6 7 6 年のタベルニエから 1 7 7 2  
年 の デ ィ ドロ（D i d e r o t，D e n i s ,  1 7 1 3 - 8 4 )ま で ， 古典主義時代は「定住を好んだ」 
との通り，旅行記の出版も少ない. 1 8 世紀になり，モ ン テ ス キュ 一（M o n t e s q u i e u ,  
C h a r l e s  S e c o n d a t ,  b a r o n  d e  la B r e d e  e t  de ,  1 6 8 9 - 1 7 5 5 )の『ペ ル シ ヤ 人の手紙』 
persanesや デ イ ドロの『ブーガ ン ヴ ィ ル航海記補遺』の出版もあるが， どちら 
の著者も実際の旅を経験したものではない.旅行記の出版からも実際の旅への 
否定的な見解が露呈されている.
しかし 1 8 世紀後半になり，絶対王政が揺らぎはじめる. これまで，閉じ込め 
ら れ て い た 「私」という存在と，「他所」の存在が現れる. 1 7 8 9 年のフランス 
革命において社会や既成概念が解体され， フ ラ ン ス の 「ここ」 という中華思想 
からの脱却の進行を余廉なくされた.
( 2 ) フ ラ ン ス におけるロマン主義について
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1 9 世紀，多くの作家が旅を経験した. フ ラ ン ス国内はもとよりオリエントと 
よばれる東方や，アメリカ，アジアまで広範囲に及ぶ旅であった.旅の主体が 
作家であったことや，1 9 世紀前半は，新聞等，メディアの発展期であったこと 
から，人 々 に 「他所」への関心を引き起こした.作家と旅の関係に関する研究 
は文学史上だけでなく，観光研究においても重要な課題である.作家たちの旅 
の多さにつ い て 語る上で，交通機関の整備•発展，つまりイギリスに遅れて始 
まった産業革命による恩恵を考慮する必要がある. しかしながら，作家が旅を 
するのは，ハード面の改良によるものだけではない.作家の旅とは 1 9 世紀の文 
化 潮 流 で あ る 「ロマン主義運動」が背景に存在する「旅」であり，ボワイェは 
「すべてのロマン主義作家たちは旅行家であった」T o u s  l e s  r o m a n t i q u e s  s o n t  
v o y a g e u r s ( B o y e r，2 0 0 0 )と言及する•
ところで，「ロマン主義運動」は多義であり，漠然と使用される傾向にある. 
そこで，筆者はロマン主義運動のひとつ「エキゾチズム」に焦点を当てた研究 
を行った(6). ①時間のエキゾチズム L ’E x o t i s m e  d u  t e m p s②空間のェキゾチズム 
L ’E x o t i s m e  d e  l ’e s p a c e③自然へのエキゾチズム L ’E x o t i s m e  d u  n a t u r e への分類を 
試み，ユゴー（H u g o ,  V i c t o r ( l  8 0 2 - 1 8 8 5 ) ，ゴーチエ G a u t i e r ,  T h 6 o p h i l e ( 1 8 1 1 - 1 8 7 2 ) ,  
ネルヴァル ( D e  N e r v a l ,  G e r a r d  1 8 0 8 - 1 8 5 5 )  ， ロ チ L o t i ,  P i e r r e ( 1 8 5 0 - 1 9 2 3 )な ど 19 
世紀に活躍した文学者がどのタイプのェキゾチズムの流れを汲むのかについて 









となる. アンシャン. レジーム下，フランスは「絶対的な国家」であり，「他者」， 
「他所」を意識することはなかった. あ る い は 「個人」，「私」の存在がなかっ 
たとも言えよう. ところが，「ロマン主義運動」という風潮により，「自我」，「自 
由」，そ し て 「他所」を知る. 「旅」へと関心が向かうのは当然の結果であろう. 




が， フーコー(Foucault，Michel，1926-1984)の 「まなざし(regard)」を援用して構 
成された『観光のまなざし』ア れ 加 gaze(1990)は観光研究者にとって必須の 
文献である. しかし，アーリによって，研究者はロマン主義に対する正確な知 
識もないまま，なんとなく 「ロマン主義的まなざし」 という定句を使用する傾 
向にある. さらにその扱いは一元的で，「ロマン主義のまなざし」= 「自然への 
まなざし」に固定されてしまった感がぬぐえない. 恐らく，ア ー リ が 『観光の 
まなざし』で示唆したロマン主義が原因と考えられる•アーリが提示する例は， 
イギリスの事例であり，イギリス的ロマン主義の解釈のひとつであろう.もち 




(3)19 世紀ラル1一ス大辞典 Le Grand Dictionnaire universel du XlXeme siecle par 
Pierre Larousse)による Romantisme の概要
まず，1 9世紀ラルースに掲載されたRomantismeからロマン主義の全体像に 
ついて概観する• 以 下 は 1 9世紀ラルース大辞典のRomantismeの項の翻訳であ 
る(8). ( 下線は筆者による）
フランスにおいてロマン主義運動（R o m a n t i s m e )は 1 8 3 0 年より少し前から，ノレ 
イ • フィリップ王の治世まで続くが，現在もまだその運動は終焉していない.主 
な特長としては既成の法則を打ち破る，つまり古典の形式，至る所で効力を発揮 
していた決まり事を覆すことである . 1 8 世紀文学と現在の文学との間に起こった 






ル イ 1 4 世の絶頂期から 1 8 世紀中ごろまで，フランス はヨーロッパの文化の中 
心であったが， ドイツに亡命したフランス人プロテ ス タ ン トがドイツに自国文化
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学運動が成し遂げられた . シヱ一クスピア，あるいは他の忘却の彼方に置かれた 
作家たちが，文学という舞台に戻ってきた.パーシー司祭は古いバラッドをまと 
め出版し，自然への関心を再起させた . そして，ワーズワース（フランス革命時， 
オルレアンにいた），コールリッジ (C ol e r id g e ,  S a m u e l  Taylor ,  1 7 7 2 - 1 8 3 4)など湖水 
派 ( L a k i s t e s )が誕生した . かれらが対象とした湖は Westmore land ,  C u m b e r l a n d(11)で 
あった . さらにパイロンが登場した時，彼の詩で表現され感情 ( E m o t i o n)は混とん 
と し た （フランス革命後の不安定な）状況にいるわれわれ（フランス人） と同じ 
ものであった . 「苦しみは彼らのものであり自分たちのものであるのだ 」 （Ses 
d o u l eu rs  so n t  k l a foi s les  s i e nne s  et  les n o t re s ) ,  ノくイ d  ン(B yr on  , Geo rge  G ord on ,  s ixth 
Ba ro n ,  1 7 8 8 - 1 8 2 4 )の 「自分の中を見て，自分を知りなさい」（re gar de  en  to i - m § me  et 
c o n n a i s - t o i )の言葉の中に彼の信条がある .
一方ウォルター . スコット（Sir Scot t ,  Wal ter ,  1 7 1 1 - 1 8 3 2 )は 「過去を考えなさい j 
( s o n ge  au p a s s 6 )と言って，ほこりに覆いかぶされていた中世という時代に光を当 
てた .
フランスでは，イギリスのバイロン， ウ オ ル タ ー . スコット， ドイツのシラー
( Schi l le r ,  J o ha nn  Ch r i s to p h e  Fr e id r i ch  vo n ,  1759 - 1805)， ゲーテ（Go et he ,  J o ha nn  
W o l f ga ng  von ,  1749 - 1832 ) を模倣するだけであったが，1 8 0 2年シャトーブリアンが 
キリスト教精髄を著しフランスロマン主義運動が始まる.シャトープリアンは 
『キリスト教精髄』，『アタラ』，『ルネ』，『殉教者』 を著し， ミルトン（M il t o n， 
John ,  1 608 - 1674 ) の 『失楽園』 Paradise i o 对やシヱ一クスピアの作品も翻訳した . 
シャトープリアンの旅については第 5 章で扱うが，新大陸の未開の森を経験し， 
さらにはオリエントまで巡礼の旅に出た . 彼のロマン主義的特長は， 「わたし」 
という一人称で語られること，「アンニュイ（e n n u i )」という孤独感，喪失感や，「ェ 
キゾチスム」 に代表される .
またスタール夫人は 1 8 0 2 年 に 『ドイツ論』 De / W / / e / n a g n eを発表し，ゲーテ， 
シラー，カント，ハ'•一ゲルを紹介した . ( スタール夫人が 1 7 9 5年 に 発 表 し た 『小 
説論』 に関してはゲーテ自らが翻訳した ) 1 8 2 0 年にはラマルチーヌが『瞑想』 
Meditationsさらに 1 8 2 2 年， 1 6 歳 の ユ ゴ ー が 『オード』Odesを発表する .






表 4 - 3 イギリス， ドイツ，フランスのロマン主義の特徴
国 イギリス ドィッ フランス
特長 文学，芸術 哲学，芸術 文学，芸術，政治
代表者 パイロン シラー スタール夫人
W.スコット ゲーテ シャト'— プリアン
1 9 世紀 ラ ル ー ス を 基に筆者作成
次にロマン主義運動と政治の関係についての記述を引用する.
「文学の動きが政治に結びつく . なぜなら，ロマン主義者たちはロワイヤリスト
( 王党派）であり自由古典派であったのだ . ロマン主義運動による革命（改革） 
は形式と本質の革命であった . 1 7 世 紀 は 形 式 主 義 （古典主義）の詩であったが， 
ロマン主義はしなやかで力強い詩へと変わった . 」 (13)
「ロマン主義は，1 8 4 8 年 の 2 月革命で言われたように偶然の事故であり，世の中 
を覆すものであった . それは，未開人による侵略であり，一時はそれに従ったが， 
幸運にも追い払うことができた運動であるという人もいる . 対抗して，言えるこ 
とは， 1 9 世紀のロマン主義文学を削除すれば，そ れ は 1 9 世紀すベ て の 文学を削 
除することになるということだけである . 」(14)
以 上 が 1 9 世紀ラルースのRomantismeの項目からの引用文であるが，「継続 
中」のロマン主義について，執筆者自らもその影響下にあることが読み取れる 
のは興味深い.
フランスに お い て 「ロマン主義」が 「勝利」 として認識されたのは，1830年 
のユゴーによ る 『エルナニ』/ ^ ? の 公 演 で の 「勝利宣言」である.作品名 
は 「エルナニ合戦」 と呼ばれる闘争をも含む.文学的闘争を超えた闘争であっ 
た.赤いチョツキを身に着けたゴーチエが上演を妨害した古典派と争ったのは
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有名なエピソードとして伝えられる. この出来事，事 件 に よ り 「ロマン主義」 
は 「流行」としてではなく，成立年がはっきりした「風潮」として認識される.
1 9世紀ラルースの説明でも明らかなように，フランスにおいてロマン主義運 






として認められるようになったことは重要である. 現 在 の 「文学」領域の多様 
性 は 1 9世紀ロマン主義を嚆矢とするものである.
Je, m o i という一人称で自己を語ること，風景を描くこと，自由に意見を述べ 
る 「旅行記」もまた，ロマン主義運動の範疇内の行為であろう. 1 9世紀に出版 







ンダールはそれぞれ，王党派の人物である. 1 9世紀，近代フランスを謳歌した 
ロマン主義運動であるが，政 治 的 に は 「反近代精神」がそこに存在した.しか 











芸 術 家 の 「独創性」が評価されるのはロマン主義による「個性美」 を誕生以降 
であると言う.
独創性を求めることは，一般の社会に対して反抗的となり「個性」を強調す 
ることであり，「個性」は 「歴史趣味」「異国趣味」 という現実逃避で表現され 
た . ま た 「私」 と い う 「個」が確立された. 歴 史 趣 味 と は 「文学」 と同様に， 
中世の騎士物語の世界，キリスト教の伝への閨心であるが，英雄を誉めたてる 
の が 「ロマン主義」ではなく，英雄の対極にある現実を描くことを創造活動の 
原動力とするものである. （前掲書）例えばドラクロワ（Delacroix, Ferdiand Victor 




1) ロ マ ン 派 の関心




旅 行 可 能 な 「現実の世界」になった. 結果として，オダリスクだけがオリエン 
トを表象するものではなく，風景，黒人女など異国的モチーフが多様になった. 
ジェリコーU6)(Gericault，Theodore, 1791-1824)の 馬 （アラビア産の駿馬）が大量 
に持ち込まれたことも関係する
② 自 然
一 方 で 「孤独な世界」を求める画家たちは神秘的な自然風景を描いた.
2) 新しい表現方法











1832年政府がモ ロ ツ コに派遣する大使団の随行員の一人に選ばれ， 1 月から 
6 月にかけ，スペイン，モ ロ ッ コ ， アルジェリアなどを旅行した.
図 4-1 ド フ ク ロ ワ 作 「ア ル ジ ェ の女たち」Fem/wes d'Alger dans leur appartement 
(1834)
色彩表現がさらに豊かになったことはのちの印象派への動きへとっながる. 
フロベ ー ル ら 丨9 世紀中葉に活躍した作家たちは，文学だけでなく，ロマン主義 
の絵画からもオリエントのイメージを持ったのであろう.
4) ロマン主義の展開について
1819年 の サ ロ ン に おけるジ ェ リ コ ー の 「メ デ ュ ー ス 号 の 筏 」によってロマン
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主義運動が始まる.
r — ロに言って，ロマン主義の時代は，藝術が市民社会のあいだに浸透していく 
時 代 と 言ってもよい（中略）. このような全体的傾向の中で，ジェリコー， ドラ 
クロワ以外にロマン派ないしロマン派的傾向の画家として活躍したのは，歴史画 
家およびオリエンタリズムの画家たちであった（高橘，1990:212)
「オリエンタリズム」の画家たちがテ ー マ と し た 「オリエント」の地域とは 
レヴァント地方（地中海の東側，ギリシャ， トノレコ，シリア，キプロス， レヴ 
ァノン，イスラエル，エジプトを含む地域）でありフランスのロマン主義の特 
徴であった. 一方で，ロマン主義と対峙する関係にあった新古典主義でも，「オ 
リエント』はテ1— ^ とされ，アングル（Ingre，Jean-August, Dominique,1780-1 867) 
の 「グランド• オダリスク」が与えたオリエントへの視覚イメージへの影響は 
大きい.
図 4- 2ア ン グ ル 作 「オダリスク」La Grande Odalisque{ 1814)





ャ ッ ク •ルソーである. ルソーについての言及がないのは不思議である.
ル ソ ー の 『法の精神』の み W o h がフランス革命に影響を与えたこと 
は周知の事実であるが，書簡小説『新エロイーズ』が 1 8世紀のイギリス人やイ 
ギリス人作家に多大なる影響を与えたことも重要である.
鈴木(2002)は『新エロイーズ』がイギリス人作家にもたらした影響について，
「『新エロイーズ』は 1 7 9 0年代，1 8 0 0年代の英国小説に次のような知的枠組みを 
提供した . つまり，ジュリとサン . プル一の情熱的恋愛を通して，一組の男女が 
愛し合っていれば，社会の慣習， しきたり，制度に逆らってでも，二人にはその 








た . （鈴木，2 0 0 2 : 1 4 )」
と言及する.
1979年 の 「現代思想」ではルソーの総特集号が組まれている. 今泉 は 「ルソ 
一からドイツロマン派へ一そのく内的受容〉をめぐって」の中で，民衆の出身 
者であるル ソ ー の 「民衆の感情の代弁者」 という側面こそが，ル ソ ー を 「ロマ 
ン主義の始祖」へとまつりあげる最大の要因と言及する. フランスロマン主義 
の流れに関して，
『新エロイーズ』は 1 8 世紀ヨーロッパの最大のベストセラーであったという . 
従来の理性や形式を尊重する文学にかわって，感情を重視するこの書簡体の小説 
の中に，民衆は， 自分の心の奥に潜んでいた感情とか憧憬とかいった諸々の感情 



















今泉（1979)はカント，シラーへの影響について述べたのち， ヨハン •ゴット 

















イギリスロマン主義文学を代表する. フランスでは『1 9 世紀ラルース大辞典』 
の説明でもあったように，イギリスを模倣する形で伝播したロマン主義であっ 
たが，シャトーブリアンやスタール夫人によってフランスロマン主義がはじま 
り，ユ ゴ ー に よりロマン主義の勝利が宣言される. 形式の変化だけではなく， 
「他所」及 び 「自分」を 意 識 し た 「旅行記」が文学に近づいたのも特徴のひと 







渡辺（1976)は 「ロマン主義」 と は 1 8 世まで抑圧されていた「人間回復運動」 
のひとつであり，「幸福になるための運動」であったとする. しかし「自己」「自 
我 」を取り戻した先には，「孤独感J が残るという「ロマン主義」の限界を言及 
する .







教皇も人間であり，ル ウ イ 1 4世も人間であり，そしてナポレオンはコルシカ島 
の生まれの平民ではないか？人類がルウイ14世に要求したことが，ルウイ14世 
に劣らぬ専断の英傑ナポレオンによって期せずして人民に与えられてしまった. 




















第 2 節 19世紀フランス文学者の旅について
(1)1 9世紀に活躍したフランス人作家の旅の頻度について（表 4-4参照）
1 9世紀の作家たちの旅が頻繁であったことを示すために，シャトープリアン， 
ラマルチーヌ， スタンダール，バ ル ザ ッ ク Balzac (1799-1850)，ユゴーHugo 
(1802-1885)，アレクサンドル• デュマ A.Dumas (1802-70)，ゴーティエ，ネルヴ 
アル，フロベール，デ ュ . カ ン Du Camp (1822-94)，ボ'— ドレールBeaudelaire 
















ラマルチーヌのオリエ ン トの旅は，シャトーブリアンの旅費(18)の倍以上に， 










経験する. イタリァでは独立戦争に参加し，武器の調達まで行った. 「楽しみ」 
を求める旅行者であったり，「商人」としての旅行者であったり，旅の主体とし 







ュ マ は 1846年にスペイン，北アフリ力へゴーチエやフロベールとデュ.カンも 







たと考える. 「文学者」によって開拓されたのが（フランスの）1 9 世紀オリエ 
ント旅行の特徴のひとつである. その後，ジョアンヌガイドのオリエント版が 
1861年に出版されたこと，スエズ運河が1869年に開通したこと，1855年 パ リ • 
マルセイユの鉄道が完成したこと，1871年モンスニ峠にトンネルが完成したこ 
と，1883年にオリエント急行が開通したことにより，スペインから南下するコ 






Les Fleurs du m a lの作者として知られる作家である.ナポレオン二世とパリ知 
事オスマンによる巨大プロジェクト「パリ大改造」に反対した人物であり，『パ 
リの憂愁』Le spleen de Parisが代表作のひとつである.
ボ ー ド レ ー ル は ，放 蕩 行 為 が 原 因 で 義 理 の 父 オ ー ピ ッ ク 将 軍 （Aupic， 
Jacques,1789- 1 8 5 7 )に より 1841年に喜望峰経由でインドへ旅に出される.し 
かしモーリシャス島で嵐に遭遇し，途中で引き戻ってしまった.パリに戻って 
からは，同 時 代 の 作 家 （文学者）たちのようにフランス国外に「他所」を求め 
て旅をすることはなかったが，パリにおいては5 0回以上も転居を繰り返した. 
ベンヤミン(Benjamin，Walter, 1892-1940)は 『パサージュ論』で 「パリ一19世紀 
の首都」を論じるが，その中の覚書のひとつとして「ボードレール」をとりあ 
げる . 1 9世紀の都市の遊歩者は「フラヌール」（22)と呼ばれるが，ボードレール 































風変わりな運命ではある , 目標はとこ ろを移し，
どこにもないのだから，どこにでもあ <9得 る ！






「恋だ. . . 栄光だ. . • 幸福だ！」と. おお地獄！暗礁では
ないか！
阿部良雄訳（1998)ボードレール詩集1 . 筑摩書房
ここでさらに，「旅人」の求めるものの「不確かさ」，つ ま り 「何かを見つけ 
たつもりが，何もなかった」，あ る い は 「やっと見つけたつもりが，実はずっと 
前から自分の近くにあった」 ものとして表現される.ロマン主義作家が求めた 
「（遠方の）他所」が否定される. 換 言 す れ ば 「他所」とは近くに存在すること 





時 の パ リ は 「他所」をも飲み込む存在であったことをユゴーは次のように表現 
している.
「よそにあるものはすべてパリにある」
ヴィクトル• ユ ゴ ー 『レ . ミゼラブル』 より
第 3 節 エ ク リ ヴ ァ ン . ヴォワイヤジュール（Ecrivains-voyageurs) と呼ばれる 
作家について
1 9世紀，「旅する主体は作家」であることを示す単語があらわれる. 1838年 
ス タ ン ダ ー ル の 『ある旅行者の手記』への批評文の中で，スタンダールは 
voyageur litt6raire (文学的旅行者）と表現されている(P16iade版 1992) • Voyageur 
であれば，科学的な叙述や絶対的な真実の描写の束縛から逃げられないが， 





ヴォワイヤジュールという旅の主体，あるいは単語である. 現在インタ1— ネッ 
ト に 「6crivain-voyageur.net」 というウェブサイトがあり，1 9世紀から現在の作 
家たちが対象とされている. 作 家 と 旅 （旅行記）の年表を確認すると，1954:1a 
naissance de recrivain-vovageur (1954年エクリヴアン.ヴオワイヤジュールの 








たらしい言葉であり20 0 4年時点でもフランス語辞典Robertにはまだ収録され 
ていない. グルメ（2004)はエクリヴァン.ヴァワイヤジュールなどという社会 
的ステータス（Etatsocial)が彼らに与えられる以前より，作家たちはいつも旅を 





前 5 世紀のへロドトスの旅を例に挙げ，インスピレーションなど探究せず，彼 
が 求 め る の は 「史実」に 必 要な資料（documentation)であったことや，旅日記 




作 家 た ち が 「旅の印象」を語った旅行記(25)をリストにあげると数えきれないほ 
どである（Goulemet，20 0 4 ) .グ ル メ は 「旅」 と 「文学」の関係の新しい関係がで 
きたことを示唆し，旅の良し悪しにかかわらず，旅をしなければならなかった 
時代であると言及する. 作家にとって，あるいは作家になるためには「旅」は 
義務であったとも言えよう. 一般的に 1 9世紀以降，「旅」を経験し，作品にし 
た作家たちをェクヴァン• ヴオヤイヤジュールと考えるのが妥当であろう.
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それではエクリヴァン.ヴォワイヤジュールのサイトで見つけた 1 9 5 4年とは 
何を意味しているのであろうか. 恐らく，ブーヴィエ (Bouvier，Nicolas，1929-98) 
が ， 2 0 世紀の旅のバイブルとなった旅行記 / ’wrage du wonゴe(1963)の旅に出発し 
た年であることに注目したのであろう. ニ コ ラ . ブーヴィエをもってエクリヴ 
ァ ン . ヴォワイヤジュールの存在が定義されたということであろうか.しかし 
ながら，そのウェブサイトでは 1 9 世紀の作家やその作品も扱うことを考慮する 
と，サイト製作者の主観的な，あるいは自己満足的な年表であると言わざるを 
負えない. （26)
また，ベルテイ（Berty，ValSrie)は Litt む ature et Voyage au XIXe siecle (2001)の中 
で，オリエント旅行を経験した作家，シャトーブリァン，ラマルチーヌ，フロ 
ベール，ネルヴァル，ゴーチエ，デュマをtouriste-gcrivain (以下，ツーリスト. 
エクリヴァンと記す） と呼ぶ. それ以前の旅行者，旅行が義務あるいは仕事で 
あ っ た 旅 行 者 （Voyageur)と一線を画するためにTouristeを用いたのであろう 
か . また，彼らのように著名にはならなかったものの，オリエントを旅して， 
旅行記を残した人々もツーリスト• エクリヴァンの範疇に入れている.彼らに 
共 通 す る の は 「ブルジョワであり，一般的に，文学に携わる人々である」（27) 
と述べるように，ブルジョワ階級の旅行者としてTouriste(28)を使用したのであ 






て ヨ ー ロ ッ パに戻るという円環）を定着させた第一人者であるが，「イメージを 
探 し に 行 っ た （『パリからエルサレムまで』 の序文）」 と断言することから，ベ 
ルティは彼をツーリスト• エクリヴァンと呼ぶのであろう.





ツーリスト• エクリヴァンとはエクリヴァン. ヴォワイヤジュールより狭義 
であり，1 9 世紀オリエント旅行をしたブルジョワ作家示す単語だと言えよう.
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( 2 )畑（2 0 0 9 : 3 3 )原 典 : E n c y c l o p e d i c ,  o u  a i c t i o n n a i r e  r a i s o n n e  d e s  s c i e n c e s ,  d e s  a r t s  et  
d e s  m e t i e r s ( l 7 5 1 - 8 0 ) ,  r e p r i n t ,  S t u t t g a r t ,  B a d  C a n n s t a t t ,  
f r o m m a n n - h o l z b o o g ,  1 9 6 7 , 3 5  v o l
( 3 )百 科 全 書 の 「ツーリスト」の項を執筆した.
( 4 ) B o u g a i n v i l l e ,  L o u i s - A n t o i n e ( 1 7 2 9 - 1 8 1 1 ) ノレイ15 世に仕えた航海者，探検者.
1 7 6 6 〜 1 7 6 9 に世界一周旅行に出る .帰国後 Description d'un voyage autour du 
monde{\ 7 7 1 )を執筆.
( 5 ) C o m t e  V o l n e y ,  C o n s t a n t i n - F r a n f o i s  C h a s s e b o e u f  d e  la G i r a u d a i s ,  ( 1 7 5 7 〜1 8 2 9 ) 哲 
学者，オリェンタリスト，民俗学者，人類学者. 1 7 8 2 〜 1 7 8 6 の 4 年間ェジプ 
ト，シリアに滞在.準備期間が1年あったと言われる.帰 国 後 Foァage en Egypte
et en Syrieを執筆した. 正確な情報伝えた.
(6)2 0 1 0年度修士論文「ロマン主義運動と王政復古期のビアリッツの発展，およ 
び第二帝政下のビアリッツの変容について」
( 7 )ユ ゴ 一̂ 『ピレネ 一̂ 旅 行 記 Fの^ g e  flwx アア/^we’e*? 1 8 4 3，ゴ ，一 チ ェ Fの^ g e ど”  
EsDagne 1 8 4 0，フ ロべ^一ル K ov ag e  aux Pyrenees et en Corse 1 8 4 0』
( 8 )引用部分の原文  O n  a d o n n e ,  e n  F r a n c e ,  l e  n o m  d e  r o m a n t i s m e  au  g r a n d  
m o v e m e n t  l i t t e r a i r e  q u i  c o m m e n f a  un  p e u  a v a n t  1 8 3 0 ,  s e  p o u r s u i v i t  d u r a n t  t o u t  le 
r e g n e  d e  L o u i s - P h i l i p p e  et  d o n t  r e v o l u t i o n  n ’e s t  m e m e  p a s  e n c o r e  t e r m i n e e .  S o n  
c a r a c t e r e  p r i c i p a l  fu t ,  d e s  l ’o r i g i n e ，le r e n v e r s e m e n t  d e s  r e l g e s  e t a b l i e s ,  la 
t r a n s f o r m a t i o n  c o m p l e t e  d e s  f o r m u l e s  q u e  n o u s  a v a i t  l e g u e e s  l ’a n t i q u i t e  c l a s s i q u e ,  
f o r m u l e s  r e s t e e s  j u s q u ’a l o r s  p r e s q u e  u n i v e r s e l l e m e n t  en  v i g u e u r .  R i e n  d e  p l u s  
l e g i t i m e  q u e  c e t t e  t r a n s f o r m a t i o n  e t ,  j u s q u ’a  u n c e r t a i n  p o i n t ，d e  p l u s  n e c e s s a i r e  ; 
u n  f a i t  c a p i t a l  c o m m e  la  R e v o l u t i o n  f r a n ? a i s e  s ’e t a n t  i n t e r o s e  e n t r e  la l i t t e r a t u r e  d u  
X V I I e  s i e c l e  e t  la n o t r e ,  a y a n t  c h a n g e  l e s  l o i s ,  l e s  mo eu rs ,  l a f a m i l l e  m e m e  e t  d o n n e  
u n e  n o u v e l l e  i s s u e  a u x  i d e e s  e t  a u x  a s p i r a t i o n s ,  il e t a i t  i m p o s s i b l e  q u ’ u n  p a r e i l  
c h a n g m e n t  n ' e u t  p a s  s o n  c o n t r e - c o u p  d a n s  l e s  oeu vre  d e  l ’ e s p r i t .
E n  F r a n c e ,  il e u t  e t e  p l u s  l o g i q u e  d ’a p p e l e r  g e r m a n i s m e  l a  r e v o l u t i o n  l i t t e r a i r e  qu i  
e c l a t a  e n  1 8 3 0  ; c ’e s t  ( T A l l e m a g n e  q u ’e l l e  n o u s  e t a i t  v e n u e ,  e t  M m e  S t a e l  n o u s  
r a v a i t  a p p o r t e e  e n t r e  l e s  p a g e s  d e  s o n  l i v r e  c e l e b r e .  D e  s o n  c o t e ,  C h a t e a u b r i a n d  
n o u s  l ’a p p o r t a i t  d ’A n g l e t e r r e  e n  t r a d u i s a n t  e t  en  c o m m e n t a n t  l e s  p l u s  o r i g i n a u x  d e s  
p o e t e s  a n g l a i s .  Ils f u r e n t  t o u s  d e u x  l es  p a r r a i n s  d u  r o m a n t i s m e  f r a n q a i s .
J u s q u e  v e r s  l a  m o i t i e  d u  18e  s i e c l e ,  e t  s u r t o u t  d e p u i s  P a p o g e e  d u  r e g n e  d e  L o u i s  
X I V ，c ’e t a i t  la F r a n c e  q u i  a v a i t  i m p o s e  s e s  m o eu rs  e t  s a  l i t t e r a t u r e  a u x  p a y s  v o i s i n s .  
E l l e  a v a i t  d o n n e  le t o n  e n  t o u t e s  c h o s e s ,  a u  t h e a t r e  c o m m e  d a n s  l es  j a r d i n s .
P e n d a n t  q u e  l ’ A l l e m a g n e  a c c o m p l i s s a i t  s o n  g r a n d  m o u v e m e n t  l i t t e r a i r e ,  
l ’A n g l e t e r r e  a c c o m p l i s s a i t  le s i e n .  S h a k e s p e a r e ,  s i o n  a  o u b l i e ,  d u  m o i n s  b ie n  
d e d a i g n e ,  r e v i e n t  e n  p l e i n e  l u m i e r e .  L ' e v e q u e  P e r c y  p u b l i e  l e s  v i e l l e s  b a l l a d e s  
n a t i o n a l e s  q u ’ il a r e c u e i l l i s  a v e c  u n  z e l e  e n t h o u s i a s t e .  II s e  m a n i f e s t e  a  la f o i s  u n  
e l a n  e r s 「i d e a l  e t  u n  r e t o u r  a l a  n a t u r e  d i g n e s  d 9a t t e n t i o n .  U n  g r o u p e  l i t t e r a i r e  
p e r s o n n i f i e  c e t t e  d o u b l e  t e n d a n c e  : c ’e s t  l ’e c o l e  d e s  L a k i s t e s  ( l aK is t s ) ,  c o m p o s e e  
d e  W o r d s w o r t h ,  C o l e r i d g e ,  s o u t h e y ,  W i l s o n ,  e t c . ，et  p o e t e s  a v a i e n t  c h a n t e  l e s  l a c s  
d e  W e s t n i r e k a b d  e t  d e  C u m b e r l a n d .  P l u s  e n f i n ,  c o m m e  en  A l l e m a g n e  a v a i e n t  p a r u  
G o e t h e  e t  S c h i l l e r ,  B y r o n  p a r u  en  A n g l e t e r r e ,  p u i s  W a l t e r  S c o t .  Si a c e s  n o m s  n o u s  
a j o u t o n s  c e u x  d e  C h a t e a u b r i a n d  e t  d e  M m e  d e  S t a e l ,  n o u s  a u r o n s ,  d a n s  u n e  
p r o p o r t i o n  r e l a t i v e ,  n o m e  les  c h e f s  d u  r o m a n t i s m e  e t  s p e c i a l e m e n t  d e  c e  q u ’o n  a 
d e s i g n e  e t  q u ’o n  d e s i g n e  e n c o r e  s o u s  le n o m  d ’i c o l e  r o m a n t i q u e  en  F r a n c e .
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( 9 )高橋（1 9 9 0 )が 「詩人ヴィクトル • ユ ー ゴ 一は，『ロマン主義とは藝術における 
フ ラ ン ス大革命だ』 と喝破したが， ロマン主義には確かにそのような急進的 






(12)19世紀フランスの文芸評論家• 小 説 家 •詩人.ロマン主義を代表する作家 
の一人で，近代批評の父とも言われる. 『月曜閑談』 Gauscries du Itmdi)
(13) A  l’ardeur des principes litteraires vint se ioindre celle des principes politiques ; 
car il faut remarquer que les romantiques etaient royalistes et les classiques 
liberaux ;
La revolution qu’a faite le romantisme a ete une revolution de forme et de fond ; au 
vers roi des et symetrique du XVIIe siecle, le romantisme a substitue un vers 
souple et puissant.
(14) II est des gens qui s’imaginent que le romantisme a ete un accident, une 
catastrophe，comme on l’a dit de la revolution de 1848, une invasion de barbares un 
instant sublie et heureusement repoussee. II n’y a qu，une seule chose a repondre a 






筏』が代表作とされる. ロマン派絵画の先駆者とみなされるが3 2歳で早世し 
ている.




(19) Hanska, Ewelina(l 802-82)ポ ー ラ ン ド の 貴 族 女 性 2 0歳以上も年の離れた 
ハンスキ伯爵と結婚しウクライナで田舍生活を送っていたが，バルザックを 
知り文通を開始.夫人に会うためにバルザックはヨーロッパ各地に赴く.1850 
年バルザックと結婚するが，そ の 3 ケ月にバルザックは死去する.
(20)当時(1847年)，普通の旅行者ならば少なくとも二週間を必要とした旅行（キ 
エフ， ウクライナ）にバルザックは 8 日間で目的地に着くことを予定した.












( 2 3 )精 神 （人間の内なる世界）の次元に属するものは大きく，物 質 （外界）の 
次元に属するものは小さいという， この詩を貫く命題. （出 典 ：阿部良雄訳 
( 1 9 9 8 )ボードレール全詩集 1 筑摩書房，2 9 0 p •より）
( 2 4 ) F i a n e u rも T o u r i s t e 同様，「生理学」の中で対象とされる.ラクロワ（L a c n > i x， 
A u g u s t e  d e ，1 8 0 5 - 1 8 9 1 )は著書 L e  f i a n e u r ( 1 8 4 1 )で，フラヌールとツ ー リストの 
違いに言及する.
L e  f l a n e u r  e s t  e s s e n t i e l l e m e n t  n a t i o n a l ,  d i f f e r e n t ,  e n  c e l a ,  d e s  g r a n d s  n o m m e s ，en  
g e n e r a l ,  q u i  s o n t  d e  t o u s  l e s  p a y s ,  e t  d u  t o u r i s t e ,  e n  p a r t i c u l i e r ,  q u i  o b s e r v e  a  l a  
c o u r s e .  S a n s  d o u t e  l e f l a n e u r  a i m e  a u s s i  le m o u v e m e n t ,  l a  v a r i e t e  e t  l a  f o u l e  ; m a i s  
i l  n ’e s t  p a s  t r a v a i l l e  p a r  u n  i r r e s i s t i b l e  b e s o i n  d e  l o c o m o t i o n . .





( 2 5 ) 「印象記」 ともいう.
( 2 6 ) N e r v a l と C h a t e a u b r i a n d を間違えて記載するなど訂正すべき事項もあった.
( 2 7 ) C e  s o n t  d e s  b o u r g e o i s ,  g e n e r a i e m e n t  d e s  h o m m e s  d e  l e t t r e s  ( B e r t y ,  2 0 0 1 : 6 5 )
( 2 8 )本来は有閑階級のイギリス人旅行者を意味していたことを踏まえているの 
であろう.
( 2 9 )原文  L e  t o u r i s t e  s u i t  u n  i t i n e r a i r e  f i x e  a  l ’ a v a n c e  ( B e r t y ,  2 0 0 1 : 6 4 )
( 3 0 )原文  I l s  n e  r a a r c h e  p a s  v e r s  l e s  c h o s e s ，m a i s  v e r s  l e s  i m a g e s  d e s  c h o s e s  ; 






において著名な作家とは言えない. 代表作『アタラ』メ如/ a ，『ルネ』及e W や 『墓 
の彼方からの回想』Me'wo/re J ’owかeィ の 邦 訳 は 存 在 す る が ，すでに 2 0年以 
上前に出版されたものである. 第 5 章で対象とする作品Z 'Itineraire de Paris a 
Jerusalemに関しては邦訳が出版されていないため，筆者による自己翻訳をもと 
に分析を行った. 邦訳を参照することのできる 6 章，フ章と続く事例研究より 
も，原文引用等を含め，ページ数がかなり多くなっていることをまず述べてお 
きたい. 一方で，フランス本国においては近年，新たに注目されつつあり作家 
である. 20 1 2年 3 月にはガリマール出版からベルシェ著『シャトープリアン』 
が出版されている. 本研究が，「観光分野」におけるシャトープリアン研究とし 
て拓かれる一歩となることを希望している.
本章では Garnier-F丨ammarion(l968)版 L ’ltindraire de Paris a Jerusalem を使用し 
ているが，出典情報ではGF，19 6 8と省略し記載する.
図 5 - 1 シャトーブリアン 
石井 (2009)より転載
第 1節 シ ャ ト ー ブ リ ア ン に つ い て の 概 要 （年 表 5-1参照）
フランソワ = ル ネ . ド.シャトーブリアンは 1768年ブルターニュ地方サ ン . 
マロで誕生した. シャトーブリアン家は古くから続く貴族の家柄である.幼年 
期にサ ン .マ ロ か ら 3 0 キロほど内陸のコンブールの城へと転居するが，サ ン .
97
マロで生まれ育ったことはかれの人生において大きな意味を示す.




感じ，フランスから出たいと着想する. ジャック. カルテイエ(Cartier, Jacques, 
1491-1557)に代表されるサン• マロ出身の冒険者たちのように，かれには本来 




(1)(Malesherbes, Chretien-Guillaume de Lamoignon de, 1721-1794),ジヤン= ジヤツ 
ク •ルソ一，ベルナルダン. ド.サン . ピエ一ル（Bemardin de St.Pierre, 1737-1814) 
に よ る 『ポールとヴィルジニー』Paul et Virginieなど，百科全書的な植物学へ 
の関心，よき野蛮人への関心，自由への関心，未開の地への関心，「野生」(sauvage) 
と 「自由」（libertyへの哲学的関心があった(Chinard，1970ほか).
1791年 4 月 8 日，アルマン大佐(2>( colonel Armand)より，アメリ力大統領ジョ 
ー ジ . ワシントン宛ての親書を受け取り，「コンブ一ルの騎士」（3>fChevalier de
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Combourg)として，サン•マロ （St.Malo)からアメリカ大陸へと旅立った. 9 
年旅の予定であったが，途中でルイ16世が処刑されたことを知り，フランスに 
帰国することを決意する. 結 局 9 力月の滞在であった. フランスに帰国後，ベ 






『アタラ』Atala(1801)，さらに『ルネ』R e W を含む『キリスト教精髄』G M e  du 
€7^加/<3«む》26(1802)を出版し，大成功を収める.文学的成功が政治家としての道 
も切り拓き1803年には大使館書記官としてローマへ赴任する. 1804年 2 月に 
パリに戻る.3 月にアンギャン公(Due d’Enghien，1772-1804)の死刑執行がナポレ 
オン一世の命により行われたことに反発し書記官を辞任する.同年には妻とフ 
ランス旅行およびジュネーブ旅行に出かける. 1806年，オリエント旅行へと出 
発する. 1807年，帰国後，ナポレオンからの亡命を図るために，パリから3 リ 
ュー(12キロ）離れたヴァレ. オ ー . ルーに城を買い蟄居する(4). 1809年 『殉教 
者たち』Mar/ y m sを出版する. 1811年 に は 『パリからエルサレムへの旅程』を 
出版し，同年には，アカデミー. フランセーズの会員に選出される(5). 1814年 
『ブオナパルト』 出版(6). ナポレオン失脚後，王政復古の1815年に 
は再び政界の重鎮として政府に登用される. 1821年，全権大使としてベルリン 
へと赴任. 翌 年 1822年にはロンドンへと転任するが，同年末，外務大臣に就任 
することになりパリへと帰国.外務大臣任期中にはヴェローナ会議にも出席し 
ている. しかしながら，1824年には首相ヴィレール氏へ反論を唱え，突然辞任 
を表明する. 以後， 自由主義者となり，言論の自由やギリシャの独立を支持す 
る. この政治的態度の変化によって民衆からの支持を得る. 1827年，アメリカ 
旅行から 3 6年後になるが，『アメリ力旅行記』Voyage en Ameriqueを出版する. 
1 8 2 8年ヴィレール氏失脚の後，政界に復帰，ローマ大使となる. 翌 年 1829年 
に，ポーリニャック内閣と対立しローマ大使を辞任する.辞任後はピレネー温 
泉地コートレットへと旅立つ. 1830年，7 月王政が成立すると，政治活動を終 
え，執筆活動に専念する. 1832年に，スイス旅行，1833年にプラハ旅行に出か 
ける. 最後の旅は1843年のロンドンであり，2 週間の滞在であった. 1848年パ 
リにて逝去するが，葬儀はサン•マロにて執り行われ，遺骸は遺言通りグラン•
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ベ (Grand B6)に埋葬される. 彼の自伝である『墓の彼方からの回想』 Afdmoires
d ，outre- は 181丨年4 3 歳の時に執筆を開始した. 死 後 5 0年経った後に出
版してほしいという希望があったが，結 局 1848年，つまり彼が没した年には新 
聞のフイユトン（新聞小説） として公開されている. さらに，グラン•ベへの 
埋葬に関しては，すでに，『両世界評論』が 1834年 に 『回想録』の 「遺言の序 
文」を発表しており，彼 の 希 望 （グラン• べに埋葬してほしいという）は生前 
から公表されていた. 第 7 章で述べるがフロベールやデュ. カンは彼の存命中 
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写真5-1サンマロのグラン•ベ 島 2012年 8 月 6 日筆者撮影






































( 1 ) サン.マロとコンブール








た地域であった. ブルターニュという「地理的に開かれた場所性J (大西洋沿岸 
であり，港も多いこと）がその後の彼の人生に大きな影響を与えた（渡辺，2007, 
Balcou，1998ほか）. 生誕地サン. マロは要塞港湾都市であり，シャトーブリア 
ン は 「海」 と 「船』に囲まれて育ったこと，船 員 た ち が 「アメリカ」や 「イン 
ド」 について語るのを聞いて育ったといわれる.さらに彼が生まれる数年前に 
探検家ブーガンヴイル(Bougainville, Louis Antoine de,1729-1811)がサン.マロに 
世界一周を終え寄港したこと，あるいはカナダを発見したジャック. カルティ 
エが サ ン • マロ出身であったことが，か れ を 「旅」へといざなった要因とされ 
る （Lund, 1986, Chinard，1970ほか）. つまり，サ ン . マ ロ は 「未知』の世界へ 
の 「出発地」であった.
写真5-3港湾城塞都市サン•マロ 
2 0 1 2年 8 月 6 日筆者撮影











ャトープリアン自身は，その後，「ウルトラ王党派」と し て 「フランス」へと帰 
属する.シャトーブリアン家の紋章は朱色の地にブルボン王家のゆりが描かれ 
ているが，そ こ に は 「私の jfiLでフランス国旗は染められる」（Mon sang teint la 
banniere de France)と記されている .
前述したとおりシ ャ トープリアンの父親は私掠船による商売での大成功によ 
りコンブ ー ル 城を購入し，一 家の復興を遂げた . しかし，この城の周りは広大 
な森林があるばかりで，サ ン • マロのような賑わいは全くない.ここでの憂鬱 
な気持ちや友人もなく姉ジュリーと過ごす時間によって得られた「アンニュイ」 
(ennui)や 「憂鬱」（m61ancolie)が彼独特の感情となり，フランスロマン主義の父， 
シ ャ トープリアンを形成したといわれる .
彼自身も，次のように述べる .
C ’e s t  d a n s  l e  b o i s  d e  C o m b o u r g  q u e  i e  s u i s  d e v e n u  c e  q u e  j e  s u i s ,  q u e  j ’ a i  
c o m m e n c e  a  s e n t i r  la  p r e m i e r e  a t t e i n t e  d e  c e t  e n n u i  q u e  j ’ a i  t r a i n e  t o u t e  m a  v i e ,  
d e  c e t t e  t r i s t e s s e  q u i  a  f a i t  m o n  t o u r n e m e n t  e t  m a  f e l i c i t e  ( L u n d ,  1986  : 8 *  )





2012年 8 月 7 日筆者撮影
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フランス革命後，城は放置され，荒れ放題の状態が長年続いた . 1 8 4 7年にフ 
ロベールとデュ . カンが，ブルターニュ旅行中に見学に訪れ，その悲惨な状態 
を描いている . （第 7 章参照）現在も，城はシャトープリアンの子孫の個人所有 
であり続け，修復され，見学者に公開されている.整備された広大な庭が広が 
り，文学コースと看板がたつ近隣の緑豊かな公園とともに， ロマン主義発祥の 
地（Berceau de Rom antism e)と語られる .
シャトーブリアンは，ディナン（D i n a n ) ,ド ル . ド . ブルターニュ （Dol de 
Bretagne)で教育を受けたため，コンブール城で暮らしたのは 2 年間に過ぎない 
が M .H .V iviani(2010)は《 妄想の 2 年 間 (deux annees de delire)» と表現し，特別 






を辞し，その後，オリエント旅行へと赴くが，こ の 『パリからエルサレムへの 
旅程』 も亡命行動としてみなすこともできる (Roulin，1994) . 亡命と旅が重複す 
るのも， 1 8 世紀後半から 1 9 世紀中葉までの政治的不安な時期の特徴といえる 
だろう (7). しかしながら，「旅」 と明らかに異なり「亡命」であったのは，1793 
年 か ら 1 8 0 0年 の 7 年間のイギリス滞在である . 知り合いもなく，貧困生活を送 
っていたが，英文学には精通することができた.シェークスピアの作品に出会 
い，ミルトンの『失楽園』を翻訳するなど，「イギリスロマン主義」を知った時 
期であった . 『革命試論』五• s s a / s w r 似 vo/w"ora(1797)を上梓し，「書く」活動も 
始めた . 亡命中には，フランスにいる母と肺を立て続けに失う.しかしこの悲 
劇によって忘れていたキリスト教への宗教心に目覚め，帰国 後 に 『キリスト教 
精髄』 を上梓することになる . この作品が彼を「文学者」 として世間に名を知 
らしめる .









と，他所は S u b lim eへと昇華する . 「他所」にいる自分，さらには「他所」にお 
いて自分が排除された世界（祖国フランス）を見る自分，つまり自分は Sublime 
にいる，さらには自分自身がS u b lim eとなる . S u b lim eと は 「崇高」と訳される 
が， ロマン主義の文脈におけるキーワードのひとつである . 一般的には「山」 
がその代表である . 1 8 世紀以前は恐怖の対象でしかなかった山，あるいは山か 
ら 見 る 景 色 が S u b lim eの対象となったが， シャトーブリアンは自分自身を 
S u b lim eとする . S u b lim eで あ る 「私」 とは才能が備わった人間であり，哲学者 
であり，旅行家であり，思想家であり，行動力のある人間であり，金持ちでは 
あるが貧困も知る完璧な人間であると結論づける .
「旅」，「亡命」という行為によってシャトーブリアンは「作家」，後 に は 「政 
治家」になった . さらにシャトーブリアンにつきまとうイメージ，スタンダー 
ル の い う 「鼻持ちならない」 と形容する傲慢な人格をも形成したのであろう . 
旅がまだまだ一部の人間だけのものであった時代のヴォワイヤジュ一ルの優越 
感なのかもしれない .
( 3 ) ル ソ ー
1 8 世紀生まれのシャトーブリアンにとってルソーからの影響は大きく，アメ 




述する . 『アタフ』の序文にみられるのは，ルソ '一 の よ う な 「野生」（Sauvage) 
への礼賛の姿勢ではない .
「それにまた，私はル ソ ー の ような未開人の心酔者ではない. _( 中略）《まったく
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の自然状態》がこの世で最も美しいものであるとは信じていない.私はこうした
自 然 状 態 を 目 に す る 機 会 を 得 た い た る と こ ろ で ， この よ う な 状 態 が い つ ま で も ま  
こ と に 醜 い も の で あ る と 思 わ ざ る を 得 な か っ た 」『ア タ ラ 』の 序 文 よ り （辻 訳 ，1 9 6 1 )
ルソーによる机上の思考に対する，実際の「体験」に基づく反論であろうか . 
さらに，「山」への賞賛をするルソーに対しても反駁する .
J e  s u i s  b i e n  m a l h e u r e u x ,  c a r  j e  n ' a i  p u  v o i r  d a n s  c e s  r a m e u x  c h a l e t s  e n c h a n tさs p a r  
1 'i m a g i n a t i o n  d e  J .J .  R o u s s e a u  q u e  d e  m ^ c h a n t e s  c a b a n e s  r e m p l i e s  d u  f u m i e r  d e s  
t r o u p e  a u x ,  d e  l ’o d e u r  d e s  f r o m a g e s  e t  d u  l a i t  f e r m e n t  さ: j e  n ’y  ai t r o u v e  p o u r  
h a b i t a n t s  q u e  d e  m i s e r a b l e s  m o n t a g n a r d s ,  q u i  s e  r e g a r d e n t  c o m m e  e n  e x i l  e t  a s p i r e n t  
k d e s c e n d r e  d a n s  l a  v a l^ e  ( D ^ d ^ y a n ,  1973 :3 0 )
「わ た し （シ ャ ト ー ブ リ ア ン ） は ま こ と に 不 幸 で あ っ た . ル ソ ー 氏 の イ マ ジネー 
シ ヨ ン に よ り 魔 術 に か け ら れ た あ の 有 名 な 山 岳 で み た の は ，家 畜 の ふ ん と チ ー ズ  
の 臭 い と 牛 乳 の 発 酵 す る 臭 い で 充 満 す る パ ラ ッ ク 小 屋 だ け で あ っ た .住 民 と い え  
ば ま ず し い 山 の 住 民 ば か り で だ れ も が 亡 命 者 の よ う で あ り ，谷 へ の 生 活 を 熱 望 し  
て い た 」 ( D 6 d 6 y a n ,  1973  :3 0 )
あるいは，高い山に登ると，思 考 （瞑想）は，なにか崇高 (sublim e)なものに 
なるとル ソ ー は 唱えるが，シ ャ ト ー ブリアンは賛同しない .
小倉は，山への感性の違いについて，アルプスの風景に親しんだルソーと， 
ブルターニュという沿岸地方で育ったシ ャ トーブリアンの感性の違いについて 
言及する . （小倉，2000)
一方で，若いころ，シャト '— ブリアンはルソーの『新エロイーズ』i a  nouvelle 
H e l o i s e ,『告白 』 Les C o n f e s s i o n s ,『孤独な散歩者の夢想 』 Les Reveries du 
prom eneur  を夢中で読み，『エミール』E m i l eや 『社会契約論』 Contrat
■soc/a/の考えに傾倒した . しかし，貴族という身分により，政治的には曖昧な 
態度をとった (Roulin，1994 ) . フ ラ ン ス 革命後，多くの貴族が亡命したコブレン 
ツに向かうことなく，アメリカという土地への旅立ちを選んだことが彼の意思， 
っまり亡命はするが，貴族の亡命を表象する場所にはいかないという意思を表 
明している . シャトーブリアンのアメリカ旅行に関しては，概要でマルゼルブ 
氏からの影響を述べた . ルソーはマルゼルブ氏の友人のひとりであった.多岐 







に は 「ルソー」の 「自然」，「平等」，「自由」，「感性」があり，イギリスロマン 




( 1 ) 1 9世紀オリェント旅行の背景にっいて
1 9世紀，シャトープリアンを嚆矢として多くのフランス人 作 家 が 「オリエン 
ト旅行」を経験した.しかし 1 9世紀前半の旅は大航海時代同様に帆船の旅であ 
り，風のままに進路をとるしか方法は存在せず，陸においても，不確かな道を 
馬車で進むことしかできず， トルコ，シリア，ェジプトへの旅は相変わらず危 












は前近代の方法といえよう . っまり，陸路では馬車，海路では帆船を利用した 




ニ ス （カルタゴ）である(8).す で に オスマン . トルコの勢力は衰えていたが， 
政治的には，アガやパシャによる「専制政治」，文化的には「廃墟」で表象され 
る地域である . 地 元 民 （ローカル）にいつ襲撃されるかわからない状況の下， 
「旅人」の装備にも，命がけであった「旅」の様子が反映されている（p l 0 7 参 
照）.
旅の同行者は，フランス人下僕ジュリアン (Ju lien)と，旅先で調達した通訳あ 
るいはジャニツセール (jannissaire)と呼ばれるオスマン . トルコの兵士であった . 
1 8 0 6年当時，シャトーブリアンはすでに，文学者であり，ナポレオンからも意 




こともあった . 次の場所に出発する前には，パ シ ャ へ の 紹 介 状 （フィルマン 
f i r m a n )を携帯し，形式的には身の安全は保障された旅であった.パシャの好 
意により，通訳やジャニッセールが与えられていた .
T o u risteあるいは T ourism eなどといった「楽しみのための旅」を意味する単 
語が存在しない時代である . 特に，シャトーブリアンの場合は「安全な旅」を 
遂行するための義務感からか，旅の途中において，庶民との接触はほとんど存 
在しなかった .





居住していたことが知られている.オスマントルコ帝国では1 4 世紀から，これら 
の西洋人商人がその外国人の立場によって不利益を被らないように，様々な恩恵が 




のである. 」（畑，2 0 0 3  :5 7 )
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『パリからェルサレムへの旅程』の行程については図 5 - 3 に示した通りであ 
る . 1 8 0 6年 7 月パリを出発し，陸路でヴェニスまで向かう . 8 月 1 日にトリェ 
ステからギリシャに向かい乗船する . モドンにてギリシャに上陸する . 8 月 10 
日からスパルタ，ア テ ネ 滞 在 （8 月末まで） し，イズミ一ル，コンスタンチノ 
一プルを経てヤツファ（現在のテルアビブ）へ， 1 0 月 4 日にエルサレムに入城す 
る . 1 0 月 2 0 日にェジプト（アレクサンドリア）に到着する.その後は力ルタ 
ゴ （現在のチュニス），アルジェに立ち寄り，スペイン経由で 1 8 0 7年 5 月 3 日 
に フ ラ ン ス （パリ）に帰国する .
図 5 - 3 『パリからエルサレムまでの旅程』図
( 2 ) 旅 の 目 的 ： 「イメージを捜しに」
序文において，旅の目的は次のように語られる
石井 (2009:4)より転載
Je n，ai point fait un voyage pour l56crire; j ’avais un autre dessein: ce dessein je 1’ai 
rempli dans les Martyres, J’allais chercher des images; voila tout.
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私は書くために旅をしたのではない. 私には意図することが別にあったのだ.『殉 
教者』の中で満たした意図である. 私はイメージを探しに行ったのだ(L ’ltindraire 
de Paris a Jerusalem 序文より）.
イメージという曖昧な言葉を用いたのは，彼 自 身 の 「旅 人 voyageur」の定義 
を踏まえての事だろう . 彼 に と っ て 「旅人」 とは，以下のような存在である .
Un voyageur est une espece d ’historien: son devoir est de raconter fidelement 




だ （何も付け加えてはいけない）. しかし省略することもいけない」存在であ 
る. (L 'Itineraireの序文より）
つ ま り ， シ ャ ト ー ブ リ ア ン が 例 に 挙 げ る ， シャルダン (9)(Chardin，Jean, 
1643-1713)や タ ベ ル ニ エ （10)(Tavernier，Jean-Baptiste，1605-89，）チヤンドラー 
(Chandler, Richard, 1738-1810 考古学者）や マ ン ゴ • パーク（n)(Park，Mungo, 




できなかった . うわべだけのイメージを展開するになるだろうという「前置き」 
であろう . しかしながら「『自伝(M6moires)』として読んでほしい」（13)と読者に 





















の 「旅」でもあった . もちろん，『キリスト教精髄』，『殉教者』作者であるかれ 
にとって，エルサレムはキリスト教徒としての巡礼でもある . またすでに，「ア 
メリ力」を研究し，歴史に関しては「古代ケルト」や 「古代ローマ」に関し， 
研鑽を積み，実 際 に 「現地」を自分の目で見ている.しかしヨーロッパ文化の 
発 祥 地 で あ る 「古代ギリシャ」の遺跡を訪れていない上，メンフィス，力ルタ 
ゴの遺跡にも訪れていない（Z ’/如 e>az>eの中で述べている）. 「高貴」なヨーロ 
ッパ人としての教養，おそらく近代人としての教養を完全に身に着けるために 




のビユトール (14)(Butor，M ichel, 1 9 2 6 - )は 『パリからエルサレムへの旅程（1811)』 
は 『殉教者』 が(1 8 0 9 )の読者のための作品であると説明する . 『殉教者』 
の読者に場面設定される場所の歴史と地理的情報を供給するためであり，究極 
的 に は 『淘教者』に mettre les couleurs(put the colors)を施すための作品であると 
言及する . C o u leu rsはカラー，色彩のことである.ビュトールによる解釈であ 
り，シャトーブリアンが用いた用語ではない (〗5). さらに，ビュトールも旅行記 
から具体的な例を示し説明するわけではないので，論者の推測ではあるが，
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mettre les c o u le u r s「色を付ける」 とは，小 説 『殉教者』がより生き生きと展開
するための工夫であり，オリエント的な色彩を施すための情報を記述する事で 
あろう.シャトーブリアンのパリからエルサレムへの旅はガイド的性格を帯び 
た文学作品であったと言えよう . 『パリからエルサレムへの旅程』の本来のタイ 
トルは， L 'Itineraire de Paris a Jerusalem, de Jerusalem a P a r i s 『パリからエルサ 
レムへの旅程，エルサレムからパリへの旅程』である . ビュトールによると， 
一般的に，「旅行記」では目的地から出発点への記述，つまり帰路に関しては省 
略されることが多く，往路でいかに労苦や発見があった旅においても，帰りの 
描写はほとんどない . シャトーブリアンも，『パリからエルサレム』では往路だ 
けが記述の対象となってしまうことを危惧した結果のタイトルであろうと言及 
する . さらに，ビュトールはシャトーブリアンにとってはパリでの「執筆行為」 
までも含めてひとつの旅が完結するものであり，mettre les co u le u r sという作業 
がパリで行われたことを重視する . 「旅行記」がより鮮明な印象を読者に与える 
ための作業である .
この mettre les couleurs という行為が，その後の  couleur locale(local color), ロ
マン主義作家達が， ピトレスク（ピクチャレスク：絵のような） と同様に夢中 
に な っ た 「地方色」へと異化し， 自動化され，フランスロマン主義作家の旅行 
記の特徴の一つになった要因であると考える .
(4) ギリシャ
Voyage en Orient (Berchet, 1985)で， 1 9 世紀フランス文学者によるオリエント 
旅行記の体系を示した J=C.ベルシェの解説によると，ギリシャは，遺跡や，キ 




ンス語で L e v a n t )であったと分析する（Berchet, 1985).
また， ビュトールは， 1 8 世紀の人間にとって，ギリシャとは古代ギリシャの 
ことであったと明言する . ケルト学，古代ローマに関する研鑽を積んだシャト 
ー ブ リ ア ン に と っ て 「古代ギリシャ」 は学問を完成する上で必要であった .
(Butor，Berchet, 1 9 8 5ほか）ギリシャに行くことは悲願であったに違いない . 






1 9 世紀の旅人は，地理上ではオリェント領域と認識される場所に，西洋の根 
源を求めに旅立ったのである . 現 在 で も 「ギリシャ」の両義性は語られるとこ 
ろである . 西洋哲学の発祥の地，遺跡，キリスト教徒の点において西洋と認識 
されていたが，E U への加盟によって「ヨーロッパ」の一国であることが国際 
的に認知された . しかし，2 0 1 2年 「財政危機」の状態を生んだ体制に「非 ヨー 
ロッパ的」な要因が求められている.本章のテーマではないが，オリエント対 
西洋というニ項対立の成立の難しさを「ギリシャ」が示している .
さて，シャトーブリアンであるが， 1 8 0 6年 7 月 1 3 日パリを立つ— ミラノ — 
ヴヱニ ス — （船 ） — ト リ エ ス テ （フランス領事セ ギ エ (M .Seguier)氏がスミルナ 






ったのだった. 名もない旅人（voyageur obscur)である私は，あのギリシャとイタリ 
アの偉人たちを乗せた船が打ち消けした痕跡の上を迪りながら，偉人たちの祖国 
にミューズを捜しに出かけようとしていた！」（GF，1968 :57)
と表現される . 以後，古代，神話にまつわる話，地名の由来などが続く.シ 
ャトーブリアンの「ギリシャの旅」は 「古代を探す旅」であり，1 8 0 6年に古の 
歴史を投影するタイムトラベルであった .






で現代ギリシャ語を話す商人ジョゼフも随行する . 最初の港モドンでは，港か 





ィアル氏の紹介によりアガ （Aga : オスマントルコの高官）に謁見する.アガ 
は彼らにジャニッセール一人と馬を用意し，安全に旅が継続できるようにとの 
配慮を受ける . モドンにはフランス人の役人が常駐していないため， ドイツの 
副領事宅に宿泊する . シャトーブリアンは歓待され，スイカやブドウ，黒パン 
などの接待を受ける . 一方で家来のジュリアンは船で待機.ジョゼフもドイツ 





つけている. 次に，ターバンを巻き，ピストル2 丁，ベルトには短剣を差し，わ 
き腹にはサ一- 5ルをつけ，手には鞭をちらつかすジャニ ッセール，その次に私が 
続く.わたしもほぼジャニ ッセールと同様の装備であるが，それに2 丁の锹銃も 
加えていた . 最後に，ジョゼフが続いた」（GF.1968 :66)
( ジ ュ リ ア ン は 船 で 待 機 中 ）
シャトーブリアンにとって旅の楽しみのひとつがフランス人の功績を見つけ 








2 ) コ ロ ン （港町）
領事のヴィアル氏の家に宿泊するが，ここでもすばらしい歓待を受ける.シ 
ヤトープリアンは，オートリーヴ（Hauterive)氏に，タレ一ラン (16)(Talleyrand)氏 
にエシ ェ ル 地 域 （E chelles) (17)におけるフランス領事宛ての推薦状を書いても 
らうように頼んでおり，その手紙のおかげで歓待を受けていることを自覚して 
いる . ヴィダル氏はシャトーブリアンのために町を案内するばかりでなく，ジ 
ャ ニ ッ セ ー ル も用意し，モ レ （ペロポネソス半島の町）からアテネまで随行さ 
せた.さらにヴィダル氏はモ レ の パシャへの手紙とミシトラのトルコ人宛の書 
簡もシャトープリアンに託した . （シャトープリアンの身の安全を保証するため )
メッシリア，アルカディア，ラコニアに接する山間の隘路にあるカンkan (隊 
商の宿舍）で宿泊する . そこで， ト ル コ （ギリシャであるがトルコに占領され 
ているため）に対するシャトープリアンの偏見が吐露される .
En Turquie, toutes les instituions publiques sont dues a des particuliers ; l ’Etat ne fait
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rien pour PEtat. Ces institutions sont le fruit de l’esprit religieux et non de l ’amour de la
patrie : car il n’y a point de patrie.
「トルコにおいて，国の制度（機能）のすべては個人によるものである.国家は 
国家のために何もしない. 様々な制度は宗教心の賜物であり，祖国愛がもたらし 
たものではない . なぜなら，ここには祖国など少しも存在しないのだから.」 
(idem :75)
泉も，カンも，橋も，すべてが廃墟となっている .トルコでは近代所産  
(fabirique m oderne)を見たことは一度だってない . そこから結論づけると，イス 
ラム教徒たちの国では，宗教は弱まり，その宗教とともにトルコ人の社会国家 
もまた潰れようとしている . 荒廃したイスラム社会にイスラム教の堕落， さら 
に宗教の堕落がもたらす社会の崩壊を言及する .
Trippolizza ( トリポリッザ）近くで，武器を見せるようにパシャの警備兵に 
言われ，互いの武器を交換し合う . 長い間吟味された上，最後にはシャトーブ 
リアンの頭上で，警備員は引き金を引いた . この経験によって，二度とトルコ 
人の前では，ふざけたことは言わないと決 :める .
「トルコ人というのは恐れられていないことがわかると寛容であるが（大人しい 
が），恐れられていると感じると，横柄になるのだ.私がフ ラ ン ス人であることが 
わかると，パイプを差出し，武器を返した」（idem:79)
つまり，警備兵を恐れたシャトーブリアンの姿が暴露されている .
3 ) モ レ ア ス （Morさe ) の 首都トリポリツザT rippolizzaに て （8 月 1 4 日）
パシャの通訳官（drogman)の所に赴き，できるだけ早く許可書(18)を発行する 
ように要求した . しかし若い通訳官はイタリア語で，まずパシャは病気であり， 
すぐにはできないと対応した . 次に，パシャは女の所へ訪問中であり，待機す 
るようにと命じる . シャトーブリアンのせかす言い方から，フランス人はいつ 
も慌てていると非難する . イスラム諸国では，欧米と時間の流れが違うことを 
示しているのであろう .
シャトープリアンは待ちきれず，形式的な手続きとして願い出ただけであっ 
て，許可書無しでも問題ないことを告げる（ト ル コ とフ ラ ン ス は 友好閨係にあっ 
た）. それなら，なぜ願い出たのか疑問は残るが，より安全な旅を考慮しての行
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パ シ ャ （Sa Granderu=Pacha)の所に行って，私の用件について話した方がいいと 








シ ャ は 「どこから来てどこに行きたいのだ」と尋ねた . シャトーブリアンは「エ 
ルサレムに巡礼に行くのです」 と答えた . さらに，キリスト教の聖地への途上 
中であり，その後はローマの古代遺跡を見に行くことを伝えた.モレアスに立 
ち寄った理由は，馬を確保するため，それから Isthume (イトム：オデュッセウ 
スの国）に行くための許可書 （firman de poste) を嘆願するためであることを話 
した . パ シ ャ は 「歓迎します」 と答えた.シャトーブリアンは自由に町を見学 




答えた . パシヤはかつてアブキール（a b o u k ir )の戦い(19)でフランス人に捕らわ 
れたことがあるが，フランス人に手厚い极いを受けたこと，その恩を忘れたこ 
とはないことを告げる . つまり，フランス人には好意的な人物であることが判 
















る 名 前 （知り合いの名前）を見つけたときの喜びをあげる . 現在，旅先におけ 
る 「歴史的建造物」への落書きは，厳重注意事項であるが，1 9 世紀当時，旅先 
で の 「落書き」は習慣化されていたと考えられる.ェジプトのピラミッドへの 
落書き，アルプスでの落書き，スイス， レマン湖のシオン城にはバイロンの残 
した落書きがあり，現在では観光資源となっているほどである .
6 ) ミ シ ト ラ （ミストラ：モレアスのまち）
シャトーブリアンはヴィダル氏がミシトラのトルコ君主，イブライム■ベイ 
に親書を書いてくれたおかげで，宮廷に招待される . つまり， ミシトラにおい 
ても，ま ず 「宮廷」を目指す . 宮廷内での様子は以下の通りであった .
「ゲストルーム （salle des Grangers)に入ると，私のような旅行者であるイスラム教 
徒とイブライムの客でいっぱいであった .私も彼らのように，武器を壁にかけた . 
だれもわれわれに話しかけることはなかった . 身分を聞くものもいない.それぞ 
れ，たばこを吸い続けるか， となりの人と話続けるか，眠り続けるかであり，わ 





れた . シャトーブリアンはここでの休息中，外を見ながら，「へレネとメネラオ 









に鶏肉のミンチ入りライス（un poulet hach6 dans le riz)が載っている.指を使って 
食べた . 鶏肉の後には，銅鍋に入った羊のシチューが給仕された，それからイチ 
ジク，オリーブ，ブドウが出され，最後にチーズが提供された（ミシトラチーズ）. 
料理を変えるたびに，奴隸が手の上に水を流し，もう一人の奴隸が大きな，真白 
い布で手を拭いてくれる. ワインは遠慮して飲まなかった. コーヒーのあと，ひ 
げを洗うために石験が出された. 」(idem :85-86)
異教徒である旅人への高度なホスピタリティーが読み取れる.フランス人で 
あったこと，許可書 (firm an)を所持していたことがもたらす待遇の「特別さ」を 
示す事例とも言えよう .
食事最中にジョゼフを通し，シャトーブリアンはいくつもの質問を受ける . 19 
世紀初頭，オスマン . トルコ支配下のギリシャにおいて「旅 voyage」あるいは 




(idem  :8 7 )と問われ，
「人々を観察するためです . とくに死んでしまったギリシャ人たちを」 と答え 
た . この答えに人々は笑った . そして，直接会話できない状況から，










「エ ル サ レ ム ま で の 巡 礼 の 旅 な の で す 」 （idem :87)
と答えた . この答えに対し，
「Hadgi ! Hadgi !すばらしい！」 との反響を得る .
質問をした相手を完全に満足させることができた . シャトーブリアンは，「宗 




また，食事を供されたゲストルーム （Salle des etrangers) での出来事で心に 
残るものとして，食事風景がオリエントのかつての風習を思い起こさせたこと 
や ，貧しい客人が多かったが，全員が平等にもてなされていることを挙げる . 
もちろんシャトーブリアンも，そ の 家 来 た ち （ジャ ニ ッ セールとジョゼフ）三 






7 ) アミクレ ( A m y c M e ラコニアの古い町)への旅
旅人シャトーブリアンは「騙される」 という経験をする .






「詐欺」に あ う 経 験 （「人々に騙されるという経験」）をも知らなければならな 
かったのである . 彼は， 自分の愚かさに腹をたてる . 新しいガイドと，人は良 
いがとても無知なギリシャ人ガイドを伴って旅をした .
アミクレへの風景についての記述が続く . 桑の木，イチジタの木，エジプト 
イチジクの木，スイ力，ブドウ，キュウリがなる風景をフランスのシヤンベリ 
一の光景に例える . 果実が乾いたギリシャの風景に色彩を与えている.アミク 
レではアルバニア人に破壊された十数軒のギリシャ建築のチャペルが描写され 
る . シャトーブリアンはフルモン修道士が 1 7 3 1年 か 3 2 年に書きうつした寺院 










りたいのである . 幸 運 に も （おしやべりな）ギリシャ人ガイドのおかげで，廃 
墟を見つけることができた (2Q). ミシトラ城から遠くに見える渓谷に見えるのは， 










語を介し会話が行われた . 外国人に慣れているようであった .
9 ) モレ ア ス （l a M o r 6 e )
「道はかなり安全である . 食べ物もある . モレアスにおいて，旅は容易であった .
とくにアメリ力の未開を経験した人間にとっては.ペロポネソス半島への道では 
いつもイギリス人に出会う . パパスたちは最近，イギリス人の古物商や役人を見 
かけたといっていた， ミシトラにおいてさえも，イギリス人の宿屋 (Auberge 
Anglaise)と呼ばれるギリシャ人の家がある . （イギリス人のための宿屋）ロースト 
ビーフを食べ，ポートワインを飲んでいるそうだ.旅人はイギリス人に感謝しな 
ければならない . ヨーロッパ全土において，イタリアでも，スイスでもドイツで 
も，スペインでも，アテネやコンスタンチノープル，スパルタに至るまで，よい 
宿屋を作ったのはイギリス人なのである 」 （idem :96)
教 会 （大司祭館）の建物はドーム型であるが，シャトーブリアンはその大き 
さだけに感心する . さらに，もしそれが小さい建物であれば，ただの頭蓋骨に 





教 会 を 出 た 後 バ ザ ー ル を 通 っ て イ ブ ラ イ ム の 家 に 戻 る 途 中 ， タュゲテ 
(Taygete)犬を買い，オデュッセウスを真似して A r g u s と名付ける . A r g u s とはオ 
デュッセウスが育て，主人の帰りを 2 0 年間待ち続けた犬のことである.シャト 
ー ブ リ ア ン は 「ホメロス」 の世界にいる .
1 0 ) スパルタ
シャトーブリアンは念願のス パ ル タ に向けて出発する.本当は一人で行きた 
いほどであったが，ジャニッセールを一人連れた.（ジョゼフとガイドは一度通 
つ た ユ ー ロ タスの橋で待ち合わせをしている）
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「私がそのふもとにいたこの丘こそスパルタの城壁のあった丘なのだ . スパルタ 
が私の目の前に広がった . 私の周りには静けさのみがあるだけであった.大きな 
声で叫んだ . レオニダスよ！この偉大な名前を呼び起こすひとつの遺跡さえもな 
い . スパルタは偉 大 な 名 前 で あ っ た こ と さ え 忘 れ ら れ て し ま っ た よ う だ 」 
(idem :99)
次に，その場所について調べ始める . 歩数でその広さを確認し， 自分の視界 
の範疇で，東，北 の 風 景 （歴史的，伝説の）を描写する.古代ギリシャを目の 
前の風景に投影させた「風景」を消費しているのである .
スパルタを見たこと，感じたことの感激は強く，
「1 8 0 6年 8 月 1 8 日，午 前 9 時にユーロタス川沿いにたった一人で散歩した 
ことを私は生涯忘れないであろう」（idem :1 0 3 )と述べる.その後ジョゼフたち 
と落ち合う • ミシトラから持ってきたパンとドライイチジタでの昼食をとった . 
シャトーブリアンはメモや場所のデッサンをとり始めた . その 2 時間後，城塞 
の西側の廃墟をふらつく.そこはレオニダスの墓があるにちがいない場所であ 





シユリ一マン（Schlliemann，Johann Ludwig Heinrich，Julius, 1822-1890)がト 
ロイアの存在を疑わなかったのと同様にシャトーブリアンも「神話」を 「歴 
史J の一部と確信していたのだろう .
「ジョゼフは頼んでおいたように 1 9 日の早朝 3 時に私を起こした.馬の準備を整 







て • • 」 （i d e m  : 10 5)
と結局， 自分の功績として印象付ける .
1 1 )ア ル ゴ ス （Argos)
異国に在住する外国人への言及がある . イタリア人医師A vram iottiは領事の 
フォーヴェル氏とともに，地図に新しい地名の横に古い地名を書き入れる作業 
をしていたが，これは何年もその地に滞在したものでなければできない作業で 
あると言及する . しかし，イタリアを恋しがるアヴラミオッ .テイ（Avramiotti)氏 
を見て，
「人生が進むにつれ，人間の心には 2 つのものが戻ってくるものだ.それ 
は祖国と宗教である . 若い頃は， どんなに，両方を忘れていたとしても， 
遅かれ早かれ現れるものである」（id em :114)
と述べるが，おそらく 7 年間のイギリス亡命の体験からの発言であろう . 
あらゆる旅人がコリントについて描写している . しかし，フ ォ '— ヴェル氏に 
よるとトルコ人たちは，もはやだれもこの地に入れようとしない .
シャトーブリアン自身も入ることができなかった •政治的な理由であろうか . 
付近を散歩する許可も下りなかった .
村の中心のかなり清潔なカン（隊商の宿）に宿泊することができた.ジャニ 
ッセ ー ル は 日用品の買い出しに，ジョゼフは夕飯の用意をする.シャトープリ 
アンはその間，周辺を馬で散歩する .
12) メガラ（M6gare)
アルバニア人の家で宿泊をする . 夕方 6 時前であったため，習慣通りに，廃墟 







こさせる . それは，人間の人間に対する高貴なる信頼感である.アメリカの未開 
人達も同様の態度であった」（idem:121)
と感想を述べる .
シ ャ ト ー ブ リ ア ン に お け る ル ソ ー 的 な ソ ヴ ァ ー ジ ユ （savages : 野生）への礼 
賛 が み ら れ る 描 写 で は な い だ ろ う か . と， 同時に， 自 分 と い う ゲ ス ト は 「上 」 
で ， ホ ス ト で あ る か れ ら は 「下」 と い う 関 係 に 根付いた賞賛である .
ホ ス ト か ら 見 た ヨ ー ロ ッ パ の 旅 行 者 へ の 期 待 も 表 現 さ れ て い る .ギ リ シ ャ に  
住 む か れ ら に と っ て ，ヨ ー ロ ッ パ と は 「先 進 的 」な存在 で あ り ，た と え 「旅 人 」 
で あ っ た と し て も ，「教 養 あ る 」人 種 と し て 認 識 さ れ て い た の で あ ろ う .ヨ ー ロ  
ッ パ 人 と は ， 医者，学 者 ， とにかく， な ん で も 知 っ て い る 人 で あ っ た .ゲ ス ト  
で あ る 旅 人 も ロ ー カ ル に 対 し 「記 号 的 ま な ざ し 」 を向けるが， ローカルもゲス 
ト を 「記 号 的 ま な ざ し 」 というフィルターをかけ 認 識 し て い た の で あ る .
Je crois que la religion et l’humanite ordonnent dans ce cas au voyageur de se prater a ce 
q u ’on attend de lui : un air d ’assurance， des paroles de consolation， peuvent quelquefois 
rendre la vie k un mourant, et mettre une famille dans la joie.
「宗教とヒューマニティによって，旅行者である私は，かれらの期待に応えなけ 
ればならない . 安全な空気，慰めの言葉などは死にかけたものを再生し，その家 
族を喜びでいっぱいにするのだ」（id em:121)
と，旅 行 者 の 義 務 を 果 た そ う と 瀕 死 の 状 態 の ギ リ シ ャ 人 の 少 女 を 看 る .
「少女は死にかけていた.アルバニア人の農民が髪の装飾のためにつけている銀 
のコインを外させた . 三つ編みと金属の重さは脳に熱を貯めてしまうからである」 
(idem :122)
民 俗 学 的 情 報 も 忘 れ ず に 記 述 さ れ て い る .
「ぺスト予防のためのカンフルをもっていたので彼女に分けてあげた.病人にブ 
ドウを食べさせ，最終的にはキリストとマリア様に祈った . 私は，すぐに治りま 
すよといったが，望みは薄いと思われた.多くの死に行く者をこれまで見てきた 
ため，今回もそこに多くの希望は持てなかった 」 fidem :122)
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お礼にと女性たちからワインを勧められる . 「病人を看て喜ばれる私」は 「ホ 
ストの心に刻み込まれる存在」と格上げされ，「旅人の特権とは，たくさんの思 
い 出 を （旅先で）残し，見知らぬ人のたちの心の中で，時には自分の（旅人） 




られる . シャトーブリアンは，アテネの詳細， とくに遺構の情報を得ようと試 
みる . アテネの人は必ず「フォーべル氏はこのように語っています」 と説明す 
ることから，フォーヴェル氏はアテネの地理にも歴史にも詳しいことが明らか 
にされる .





て く る .ジ ャ ニ ッ セ ー ル 以外は慌ただしく準備にかかる.ジャ ニ ッ セ ー ル は パ 
イプをくわえくつろぐ .
「全員テーブルについた，つまり，御馳走を前に地べたに座り込んだわけである . 
主人はパンを焼いてくれたが，そんなにおいしくはなかった . しかしながら，柔 
らかく，窯から出したばかりのできたてであった . ケ レ ス （豊穣の神）ばんざい！ 
と叫びたいほどであった」（idem:126)
ア ル バ ニ ア 人の社会的地位はわからないが，おそらく役人ではない庶民との 
数少ない経験のひとつであったであろう .






アテネではフォーヴェル氏の家に向かう . 『風光明媚なギリシャ旅行』 Voyage 
pittoresque de la G r e c eの著者 De C hoiseu l-G ouffierから託された手紙と，外務大 
臣タレーランからの親書を渡す .
フ ォー ヴ ェ ル氏は前述のとおりアテネのフランス領事であるが，すでに長い 
間アテネに住み，学術的な研究を行っている . 才能ある人物で，芸術家あるい 
は古代専門家であるとシャトープリアンは言及する .
「アテネの描写に関しては，読者の方々はわたしにそれを期待していないであろ 
う」 （id em :131)








ルコ風であった . ワインは美味であったが，松ぼっくりをワインの瓶の中に浸 
す習慣には疑問を呈す .
アテネではギリシャでの「土産物」に関して語る.近代観光は観光産業の登 
場を促したが，そのひとつが土産物店であろう . 土産物とはゲスト（来訪者） 
にとっては旅の記憶を表彰するオブジェであり，観光地のホスト側にとっては 
その経済活動において重要要因のひとつである . しかし，1 8 0 6年のギリシャに 
おいて観光産業は「無』の状態である . 近代観光以前，「旅人」が 「旅の思い出」 





(見た）モニュメントの一部をはがすようになったのだが .シヨワズール氏  
(Choiseul)やエルギン卿 (Lord Elgin, -1841)が持ち帰ったものほど素晴らしいもの 
ではないが，私は満足している」（idem:147)
Q u a n d  je revois ces bagatelles, je m e  retrace sur-le-champs m e s  courses et m e s  




て加筆する . エルギン卿とはイギリス貴族であり外交官である . 1 7 9 8 年 （32 
歳） コンスタンチノープルのイギリス大使に任命された.イギリスの美術界に 
貢献したいという思いから，アテネの代理人を使い，遺跡からアクロポリスを 
持ち運ぼうと一部を解体した . 膨大な数の彫刻をイギリスへ運んだ.まずは自 
身のコレクシヨンとして自費で運びだし，イギリス政府に全部買い取ってもら 
う予定であった . 莫大な費用がかかった上に，船の一隻が沈没し，引き揚げ作 
業にさらなる費用が必要となる事態に陥った . イギリス政府が買い取るが，エ 
ルギン卿がかけた費用には及ばなかった . その後，盗 品 は 修 復 （かなりいい加 





どを理由にギリシャ側への返還を拒否している（_ , 2 0 0 1 ) .
エルギン卿が入手した品々は「土産物」というより「盗品」に近い . 「考古学」 
の発展のためという建前のもと， ヨーロッパ人の傲慢さ，あるいはイギリスへ 
の祖国愛からの行為だったのであろうか.ナポレオンもオベリスタをフランス 
に運ばせているが，1 9 世紀前半のオリエ ン トを旅する目的のひとつが，「研究」 
の 名 の も と に 「遺品」を持ち帰ること，ル•ユナンの科学的言説で説明された 





スパルタ，アテネ，アルゴ，コリントで見つけた 1 0 数個の石のかけらを持ち帰っ 
た . （つまり石のかけらしか持ち帰らなかった）フォーヴェル氏が下さった 3 つ 4 
つの陶器でできたヘッド， ロザリオ， ヨルダンの水を一ビン，死海の水一ビン， 
ナイル川の葦数本， カルタゴの大理石， アルハンブラの石膏を持ち帰った」 
(idem :147)
さらに，シャトーブリアンは旅の費用について「私 は 5 万フランを旅費に費 








になるが，1 8 0 6年においては神話に登場するものの具現化されていないギリシ 
ャの女性像があったのであろう . しかしながら，古代の哲学者，文学者たちの 
名 (24)をあげ，彼らはギリシャの女性よりも外国の女性にひかれていたことを言 
及し，アテネの女性はいちどもその美貌で有名になったことはなかったと，ギ 
リシャ女性の美に対し厳しい見解を示す . （idem :149)
16)仲間との別れ




や 6 週間しか残っていなかったのだ. もしコンスタンチノープルに着くのが遅か 
















買った . （中略）大学を創設し，そこでは全ヨーロッパの子供たちがギリシャ語の 
書き言葉と話し言葉を学ぶためにやってくる . 農業も奨励した.スイス人とドイ 
ツ人の一群がアルバニア人と混じり合い，毎日新しい発見をするのである，そし 




値ある存在とする . 現代ギリシャ語までも，「腐敗」の対象とする .
「唯一宗教だけがそこで私たちを考えてくれていたのだ（私たちのためにあった 
のは，宗教だけであった）. ギリシャの新しい建物は，今日スパルタやアテネで話 
される腐敗した言葉に似ている . どんなに，それがホメロスやプラトンの話した 
言葉だと支持したとしても，下品な言葉と，奇妙な構成の混在はいっも異邦人た 





せたと断定する . シャトーブリアンの政治的な考え方が「アンチ近代」である 
ことが披露される .
「強力な敵に立ち向かわなくてはならないとき，たったひとつの意思（民意）だけ 




露する . なぜなら，ギリシャ人には北の気質がない，南の人の多くの習慣を受 
け入れる，宗教も同じことであり， コーランに従うしかないだろう.モハメッ 




1 7 6 8年生まれのシャトーブリアンは 1 8 世紀の世界観を継承する.ギリシャ 
への関心は，オスマン.トルコ治下のギリシャではなく，古代ギリシャであり， 
ホメロスの世界である . 1 8 0 6年当時ただの村であったアテネに感動し，場所さ 
えもわからなくなっていたスパルタを確認する . 自分こそが 1 9 世紀現在のスパ 








たちは頭上で手を振り，「ようこそ！アテネの遺跡へ！よい旅を！」 と叫んだ . 
ゲストを歓待する姿勢とともに，現在は，廃墟化した遺構の国に成り果てたが， 
ペイディアス (26)とイクテイノス (27)の国であったことへのプライドを見る .
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1 9 世紀初めのギリシャの宿泊施設に関してだが，シャトーブリアンから「ホ 
テル」の名前は聞かれない . 領事からの親書を必ず携行していたため，アガや 
フランク街の領事宅に宿泊していたこと，また，まずしい地方では，カ ン （中 
東での隊商の宿舎；公設市場）を利用していたことが明らかになった . 一方で， 





た . 他にロシア人画家もいた . 小さな村にすぎないアテネであったが，古代好き 
な外国人が頻繁に訪れていた . なぜなら，アテネはコンスタンチノープルへの途 
上 に あ り ，海 路 か ら も た や す く ア ク セ ス す る こ と が で き た か ら で あ る . 」 
(idem :134)
( 5 ) エ ル サ レ ム ：キ リ ス ト 教 の ゆ り か ご （生 誕 地 ） としてのエルサレム
ベ ル シ ヱ は 1 9 世 紀 ，エ ル サ レ ム （聖 地 ） へ の 巡 礼 の 復 活 に つ い て 言 及 す る .
「巡礼とはパレスチナまでの平和十字軍 (croisade pacifique)であり，彼らの旅程 
はシャトーブリアンの足跡を迪るものであった . つまり，近代エルサレム巡礼 
への行程はシャトーブリアンを嚆矢とするものである . しだいに，ツーリスト 
の大群 (une masse croissante de touriste)が出現し，エルサレムはトルコ人グループ 
による軽蔑的な保護下，少しずつ真正性を守りながら，ルルドのような存在に 
なった」 (Berchet, 1985 :589)
また，ベルシヱはエルサレムでシャトーブリアンが期待したことは，本当， 




シャトーブリアン自身はエルサレムでの行動について，「S a in t-S ep u lcre墳墓 




シャトープリアンは修道院を 9 時に出た . 2 人の修道士と通訳と使用人とジ 
ャ ニ ッ セ ー ル と 共に . 徒歩で，キリストの墓が収められている教会へと向かっ 
た . 旅行者たちは皆，この教会について，この世で一番崇高な教会であること 
を述べ，哲学者，あるいはキリスト教徒としての考察をしている.歴史家でも 
ある旅行者シャトープリアンは何かを記述したい . しかし，何が自分に残され 
ているのだろうかと自問自答する.すでに記述されたことをリピートする意味 
はないし，するつもりもない . しかしながら，聖地の描写は省略すべきではな 
いという結論に至る . なぜなら，今回の旅のもっとも本質的な部分がなくなる 
恐れがあるからである . （この旅の最大の目的の一つは「巡礼」）長時間考えた 
後 ，エ ル サ レ ム の 主要遺跡について書くことにきめた.考察は以下の通りに決 
めた .
①  Personne ne l i t  aujourd’hui les anciens p61erinages k Jerusalem ; et ce qui est tr^s us6 




②  L ’さglise du Saint-Sepulcre n ’ existe plus ; elle a et€ incendiさe de fond en comble 
depuis mon retour de Jud6e ; je  suis, pour ainsi dire, le dernier voyageur qui Pai 
vue ; et j ’ en serai, par cette raison m§me, le dernier historienMais comme je  n ’ai 
point la pretentions de refaire un tableau d句a tr^s bien fait, je  profiterai des 
travaux de mes devanciers，prenant soin seulement de les さcla irc ir par des 
observations.(idem :271)













「最初の旅行者は幸福であった . 彼らは批判に晒されることが少しもなかった . 
まず，読者たちが真実と決して相反することのない宗教心（信仰心，信念） を持 
っていた . 第二に，あるがままの国を見るための唯一の方法は，伝 統 と 記 憶 （歴 
史） を踏まえてみるものだと皆が確信していたからである . 実際，手には聖書と 
福音書をもって聖地を回る必要があった . （聖書と福音書をもって，実際に見るこ 
とが，何よりも求められた） もし，言い争いや言いがかりを（聖地で） したいと 
思うなら，これほど遠いユダヤに行くことはない.ギリシャやイタリアを旅しな 
がら，ホメロスやウエルギウスに文句ばっかり言う人をどう思うか？ （しかし） 






私がどんな気持ちであったかを知りたいであろう . 実際，その感情を言い表すこ 
とができないほどであった . 一度にたくさんのことが，私の心に浮かび，特別な 
考 え （感情に）に立ち止まることはなかった . 約半時ほど，墳墓のある小部屋の 










「1 8 世紀の作家たちは，十字軍を忌まわしい日の出来事として説明することを好 
んだ . 私はこの無知で不当な行為に対し反論したい . 十字軍は，言われているよう 
な愚か者ではなかった，彼らの主義においてもその結果においても.キリスト教徒 
は少しも攻撃的ではなかったのである 」 （id e m  :300)





は侵略などではなかった，と彼は主張する • 十字軍はウマル [第二代正統カリフ，？ 
— 6 4 4 ]の勢力がヨーロッパに及んだことに対するキリスト教側からの反撃にほか 
ならないのだ . そのうえ，十字軍が，かりにその原型において，あるいは後代から 
それを見るとき，やはり侵略行為であったとしても，十字軍が提起した問題は，人 
がたくさん死んだというようなありきたりの問題をはるかに超越しているのだ，と 
かれは付け加える」（板垣，杉田監修， 1 9 9 3 : 3 9 3 )






を得るかをうらなうものであった」（前 掲 書 ：393)
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『パリからエルサレムまでの旅程』においても，シャトーブリアンは，その 
意義においても，結果においても十字軍は愚か者ではない . 近年，こ の （十字 
軍という）戦闘的な企てが，文 学 （文芸） と文化の進展（発展）に 効 果 的 （好 
意的）なものであったことを人々は認め始めたとする . 1 9 世紀にエルサレムへ 
の巡礼が復活し，ベルシェが前述したように，ツーリストの大群がエルサレム 
を訪問するようになったことを踏まえると，シャトーブリアンの文学や文化の 
発展に貢献したという十字軍論も，2 1 世紀という現在から見れば，「正論」 と 
なりうる .
シャトーブリアンが『パリからエルサレムまでの旅程』を出版した第一の目 
的 は 『巡礼者』M a r t y r eの読者のため，つまり，彼 ら に 『巡礼者』 をより深く 
理解してもらうためであった . さらに『巡礼者』に Mettre les cou leu rs色彩をつ 
けることであったと言われる （Butor 1 9 7 6 ) .「エルサレム」の章はその役割を 
つよく担った章である . 「ギリシャ」のように記号的なまなざしによる描写はほ 
とんどみられない . 町の様子や物価，寺院の内部の様子からエルサレムという 
国の歴史が忠実に語られる . 一方で，「最後の十字軍」 と自称することからも， 
「エルサレム」， とくに墳墓教会参りへの感動が大きいことが記述されている .






城門の名前は以下の通りである . 実際はアラビア語であるが，フランス語訳 
が掲載されている（通訳に訳してもらったもの）.
La porte du Bien-Aim e (恋人の門）：西門 . ベツレヘム方面への門 
La porte du prophete David (預言者ダヴィドの門）：南門 . シオンの丘のダヴ 
ィドの墓の正面にある
La porte des Maugrabins ou des Barbaresaue (西洋人門あるいはバ一バリ人 
門）：南東にある門 .
La porte Doree (黄金門）：東門.キリストが受難まえにエルサレムに入る際 
に通った門といわれる .
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La porte de la Sainte-Vierge (聖母マリア門）：オリーブ山に対して東にある門 . 
サンテチエンヌが殉死するときに通った門であり，それを見ていたマリア様か 
ら，サンテチエンヌ門あるいは，聖母マリア門と呼ばれる .
La porte de l ’Aurore (夜明け門）：北門 . ジェレミ一の嘆きの洞窟へと導く門 .
3 つ の メインストリートの名前
La Porte de la Colonne ou de Dames (記念碑の門）：北西門 . 王の墳墓へと続く . 
かつての巡礼者はこの門からエ ル サ レ ム に入城した .
3 つのメインストリート
La rue de la Porte de la Colonne (記念碑の門通り）：南北を縦断する通り 
La rue du Grand Bazar ( グランド • バサール通り）：東西を横断する通り 
La Voie Douleureuse (嘆きの道）：la porte de V ierg eからゴルゴタへの道 
7 つの通り
La rue des Turcs (トルコ人通り）
La rue des Chreeiens ( キリスト教徒通り）墳墓教会からラテン修道院への道 
La rue des Armeniens (アルメ ニア人通り）城 （墳墓教会）の東側 
La rue des Juifs (ユダヤ人通り）すべての精肉屋がある 
La rue pres du Temple (テンプルの近隣通り）
さらに，門や，通りの名前から歴史事実を紹介する .
4 ) 外国人に対する反感 (idem :315)
シャトーブリアンは，ある日は午後 2 時ごろ墳墓教会を出て，修道院へと戻 
った . パシャの兵士たちはホスピス (3<))を占領し，自由奔放に暮らしていた.自 
分の部屋に戻る途中，通訳のミッシェルと共に回廊を渡っている時，二人の若 
いオスマン • トルコ兵に出くわす . かれらは，頭からつま先まで武装し不思議 
な音を立てていた . しかしながら彼らにあまり恐怖を感じない . なぜなら，マ 
ホメットにとって不名誉なことに，立っていられないほど酔っばらっていたの 
である . シャトーブリアンを見るや否や，大声で笑いながら通路をふさいだ . 
シャトープリアンが立ち止まった直後に，兵士の一人がかれの後方にまわり頭 
から押さえつけた .
一 方 で ， もうひとりは鞘に収まってないサーブルの背でシャトーブリアンの 




緩 め た . シ ャ ト ー ブリアンたちは， ゲームにはゲームを屈辱には屈辱で仕返し  
し た .ひ げ を 掴 ま れ る と い う 行 為 は ト ル コ 人 に と っ て 最 大 の 屈 辱 で あ り 仕 返 し  
を す る こ と す ら 考 え ら れ な く な っ て い た .シ ャ ト ー ブ リ ア ン は ヒ ー ロ ー と し て  
描 か れ ， ト ル コ 人 兵 士 は 「悪 人 」 として描かれる .
エ ル サ レ ム で は 修 道 院 に 宿 泊 し て い る が ， シャトープリアンの宿泊した部屋  
に つ い て 観 察 す る .
「私の宿泊した部屋は巡礼者の大部屋と呼ばれた . 暗い感じの中庭に面し，すべ 
てが壁に覆われていた _ 家具は，病院にあるようなベット，緑のサージ織のカー 
テン，テーブルと金庫が一つ . 私の召使たちは，私の部屋からはかなり離れたと 
ころに 2 部屋を使用していた . ツボには水があふれんばかり入っていた.イタリ 
ア式のランプ一つが部屋を照らす . 部屋はかなり広いが，暗かった.私が先ほど 
書いた中庭に面した窓からしか陽は入らなかった . 1 3 人の巡礼者が扉，部屋側の 
扉に名前を書き残していた . 最初に書かれた名前は，シャルル.ロンバールとい 
ってエルサレムには 1 6 9 9年に来た，最後はジョン . ゴードンといい， 1 8 0 4年と 
記されていた . 私はこの 1 3 人の巡礼者（旅行者）の中で 3 人のフランス人しか見 
つけることができなかった .」 (idem :334)
このエルサレムの章の特徴の一つに， 日常生活に関するガイド的記述が展開  
す る こ と が あ げ ら れ る .
エ ル サ レ ム の ワ イ ン は 美 味 で ，味はフランスのルシヨン地方のワインと似て  
い る と 評 価 す る . 果 物 に 関 し て も ，ブ ド ウ ，な つめ，ザ ク ロ ，スイ力，リンゴ， 
い ち じ く を 食 べ ，パ ン も 美 味 し か っ た と 食 べ 物 に 関 し て は 評 価 が 高 い . さらに， 
羊 ，仔 牛 ，小 麦 ， 油 ，野 菜 の 値 段 に つ い て 記 述 す る . 野 菜 は と て も 高 い （ヤッ 
ファや 近 隣 の 村 か ら ）. 食 料 以 外 で も . また ，カンや修道院に宿泊することを望  
まな い 人 の た め に ，部屋を .借り る こ と が で き る こ と も 情 報 と し て 掲 載 す る が ， 
安 全 は 保 障 で き な い と 注 意 も 促 す . 部 屋 の 値 段 ， さらに職人の賃金，土地の値 
段 ，農 業 な ど 日 常 に 関 す る 情 報 を 与 え る . 次 に ，旅 行 者 で あ る ，巡礼者の支出 
に つ い て も 語 る . 巡 礼 者 の 支 出 に つ い て も 語 り ，主 な 出 費 は ， トルコ人やアラ 
ブ 人 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 税 金 ，つ ま り ，サ ン . リュー寺院への参拝料金， 
カ フ ァ リ へ ， あ る い は 通 過 許 可 を 得 る た め の 料 金 で あ っ た .シ ャ ト ー ブ リ ア ン  
の 支 出 ノ ー ト が 掲 載 さ れ る . ノ ー ト は 通 訳 のミッシェルによるもので， スペル 
間 違 い の 多 い イ タ リ ア 語 （シ ャ ト ー ブリアンの証言） で 書 か れ て い る .今 後 の
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はなおさらであった . その名前はたくさんの秘儀，謎を思い起こさせる.想像力 
を慄かせる . この驚異の町ではすべてが驚異でなければならない」（idem:344)











的地であった . ギリシャで感動した風景も，エルサレムに比べると色あせるほ 
どであったと感想を述べる . しかし，エルサレムも宗教施設以外は廃墟であっ 
た . とくに，カトリックの司祭たちへの援助が少ないことや巡礼者が少ないこ 
とを憂いた . ガイドブック的な実用情報量の多さは， 自分自身の巡礼を契機に 
カトリック教徒の巡礼者が増えるようにという戦略であったのではないだろう 
か . シャトーブリアンが巡礼を行った時代，エルサレムは，ツーリストの存在 
にはまだ遠かった . エルサレムにも，（フランス流に）武装して入場するが，こ 
の態度は巡礼者というより，む し ろ 「十字軍」の一員として入場することを好 










られない . ここで展開されるのはむしろ，シャトーブリアンの管見である .






















可能であった . 1 0 月 1 6 日午後 8 時，通訳のジャンと召使いのジュリアンとと 
もにアレクサンドリアに向けて出港する . 遠ざかるヤッハの夜景を見て，巡礼 








魅力があるという . (L ' l t i rd ra ireの序文より )
「私たち」と一人称複数形で話すことから，「読者」も巻き込みながら「旅」に 
魅了さ れ る の は 「危険」 と 「楽しみ」 という表裏一体の属性によるものである 









アは 6 0 0 0人が住む小さな町であった. 政治や経済の中心はカイロであった.しか 
し 1 9世紀，アレクサンドリアは地中海において重要な地位をしめる港町となり， 
エジプト一番の港となる，とりわけムハンマド.アリーがアレクサンドリアを強 
化することを望んだ. 1829年に海軍造船所を建設し，ヨーロッパ人に門戸を開放 










なった人物である . ちなみにドロベッティとは，ナポレオンのエジプト遠征に 
も大佐として参加した人物であり，エジプトでの古代遺物の発掘• 蒐集への貢 
献は大きい . （井手，2001)
1 0 月 2 3 日，ロゼッタに向け出発 . ジュリアンは発熱のため領事の世話に， 
そしてジャンをコンスタンチノープルに送り返したため，領事にジャニッセー 
ルをひとり与えられた.エジプトにいるからにはナイル川とピラミッドは見た 
いと強く希望する . 実際にナイル川を見て「ナイルはまさしく美の中にある（Le 




い」あ る い は 「独立なしの『美しい国』 などない」 と断言する様子は，あきら 
か に 「近代人」であった.ロゼッタの澄みきった空とその下にある現実社会と 




ロゼッタのフランス領事サン . マルセル (St.M arcel)氏による歓待を受ける . 
そこでフランス人商人の力フ（C affe)氏と知り合いになり，カイロまで同行する . 





「われわれはピラミッドから十里以上離れたところにいた . なお 8 時間近く船が
進んでいくあいだずっと，私は甲板でそれらの墳墓を眺めていた.近づくにつれ 
てそれらは大きくなり，天に昇っていくかと思われた」（32)(前書：176)
とピラミッドに感激し，次 に 「初めてピラミッドの姿を見た時，賞賛しか感 
じなかった」と述べる . さらに，「大きな建物というのは人間社会全体の栄光を 
表象する本質の一つである J (33)と言及しエジプトの栄光を称賛する.ピラミッ 
ドを見たエジプトへの感激はなおも続き，「エジプトが世界で一番美しい国に見 
えた (34) J と称賛をおしまない . シャトーブリアンはファラオの墓（ピラミッド）
を見るためにさらに 5 日間をカイロですごしたが，結局無駄に終わる.ナイル 
川の水がひかないため，馬でピラミッドまで行くことが出来なかったのである . 
船で行くためには水位が低すぎ，アラブ人さえも 3 週 間 か 1 か月くらい待たな 
いと無理だろうと判断した . もしそうするなら，シャトーブリアンはエジプト 
で冬を越さなければならず，都合が悪かった.すでに悪天候等により何度も足 
止めされていた . 「ピラミッドを見るために，フランスを二度と見られないの 
か _ • 」 と悩んだ末「ピラミッドには触れることはできないが， この目で見た 
ではないか . これで満足してアレクサンドリアに戻るべきだ」 と決意する.し 
かしながら「私」がピラミッドを見た足跡を残す必要性を感じ，M .C a ffeに，（私 
は行くことができないので）私の名前をピラミッドに書いてくれるように頼ん 
だ . シャトープリアン自身はかつてのローマ人の慣例のようだと述べる (35).
シャトープリアンは，ピラミッドに行けなかったこと以外はカイロの町に満 
足する.その理由として千一夜物語が表象するようなオリエンタルな町であっ 
たことを挙げる . 西洋人が期待するオリエントの世界，あるいはオリエント的 
雰囲気の町であったのだろう . 一方でフランス人が多いことを伝え，その影響 
として女性たちの文化的な変容を示唆する . 「女性たちが控えめではなくなった」 
「ヨ ー ロ ッ パ 風の身なりをしていて，バカにするのには程遠かった」などの表 




に，M .D r o v e tti氏がチュニス行のオーストリア船の手配をしていたが，天候不 





ろう . 「どうしようもなく野蛮な国J と言いつつも，文明発祥地のひとつである 
エジプトの歴史には賞賛を惜しまない.エジプトでシャトーブリアンが告発す 






のではないだろうか . しかしながら，C a ffe氏にピラミッドへの署名を依頼した 
ことで，「ピラミッド登頂」は彼の中で完結しているとも思われる . 今日，ピラ 
ミッドにシャトーブリアンの署名があることは報告されていないが，もし発見 
できたなら，当時，遺 跡 に （無残にも）残された数々の署名の懐疑性（ほんと 
うに本人が書き残したのかどうかについて）を証明する事象のひとつになるで 
あろう . エジプトでのフランス人の多さも語られていたが，スエズ運河開通以 
前 で あ る 1 9 世紀初頭においてアレクサンドリアはインドへ向かうためのイギ 
リス人の駐留場所でもあったことから相当数のヨーロッパ人がいたと考えられ 
る . 近 代 T o u r ism とはまだ言えない時代であるが，シャトーブリアンが述べて 
いるように，服装においてはすでにゲストの影響をうけたローカルの姿があっ 
た .
第 4節 旅 の 主 体 ，シャトーブリアンについての考察
シャトープリアンは一人で町を散策することもない.しかしながらホスピタ 
リテイに閨する描写や「ゲスト」が及ぼしたであろう「ローカル」の近代化に 
関しての言及もある (36). 後者の関係性に関しては，サイードが『オリエンタリ 
ズム』の中で厳しい目線で言及する関係性の定型(37)にそぐわない表現もあり興 
味深い . 一方で，保護された旅行者と言っても，貧しい国では，食べ物の調達 
にも不便をし，熱に冒され，「死」も意識した旅ではあった . また，異国，他所 
を み る 「楽しみ (p la is ir )」が作家シャトーブリアンによって表現されている .
3) 考察
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廃墟や遺跡を前に，時空を超えた「楽しみ」，古 代 の 「光」を 『オデュッセイ』 
などの古典作品という記号を通し楽しむ旅の主体があった . むしろ，「記号的ま 
なざし」だ け が 「ギリシャ」の存在を証明するものであった . 「楽しむ」という 
感覚を享受した点においては，現在の T ou rismに共有できる要素である .
次に，ギリシャ，エルサレム，エ ジプトでの宿泊施設についての情報をまとめ， 
表にした . （表 5 - 1 参照）















L'Itineraire de Paris a Jerusalem より筆者作成
1 8 0 6年の旅において，シャトーブリアンの「ホテル」での宿泊は確認するこ 
とができなかった . 領事の家，あるいは，宗教施設に滞在することがほとんど 
であるが，隊商の宿カン，時には野宿をすることもあった.メガラではアルバ 
ニア人の家に宿泊しているが， どんな人物の家なのかは不明である .
年 表 4 - 4 ,表 5 - 1 で示したように，多くの旅を経験したシャトーブリアンにと 
っても，エルサレムへの旅は特別な旅であった . 「みやげもの」として，ギリシ 
ャではパルテノン神殿の大理石，エジプトではナイルの水などを持ち帰ったが， 
さまざまな体験をした旅を再生産するために，毎年，エルサレムに入国した 10 
月 4 日を記念日としてパーティーを開催した (Degout ed，2012) . さらに記憶再生
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写真 5-5 Val6e aux Loups の Maison de Chateaubriand (2012 年 8 月の筆者撮影)
装置としての植林があった . シャトーブリアンが購入したヴァレ . オ ー . ルー 







送った鳥だと言われる（写 真 5 - 5 ) .これも，また船乗りの習慣であり，Voyageur 
の習慣を踏襲した行為と言えよう .
2 0 1 2 年現在でも，同じ場所にその木々は残り，訪 れる 2 1 世紀のわれわれ旅 
行者もシャトーブリアンの旅を感じることができる . 2 0 1 2 年 8 月に筆者が 




左 ） 図 5-6 Vailさe aux L o u p s の 庭 に 植 林 す る シ ャ ト ー ブ リ ア ン (L’ermitage de 
Chateaubriand より転載）
右）写 真 5-6 Maison de Chateaubriandに展示された鳥の剥製 ( 2 0 1 2年 8 月筆者撮影）









( 1 ) 1 8世紀の有力政治家であるが，法律家でもあり，植物学者でもあった.娘が 
二人いたが，一人はシャトーブリアンの兄と結婚し，もう一人はトクヴィル 
(A lexis de Toqueville 1805-1859)の母となる女性であった .
(2)Marquis de la Rouerie, Armand Tuffin de, 1751-1793 ブルターニュ出身のフラ 
ンス人だが，アメリカ独立戦争において大活躍をした人物 .
(3 )貴族の称号シュヴァリエ：男 爵 B a r o nよりも下の位 .
(4 )現在は Maison de C hateaubriandとして公開されている .
(5 )アカデミー . フランセーズ（フランス学士院）1 7 世紀に設立.フランス語の 
純化と統一のために設立され，その目的のために辞書の編纂が任務の中心で 
あった . 現在も編纂は継続して行われ，新語についてもこの機関で検討され 





( 7 )ヴィクトノレ• ュゴーは， 1 8 5 1年 か ら 1 8 7 0年まで亡命生活を送る .
( 8 )シャトーブリアンの旅程によって，以後のオリエント旅行の「オリエント」 
領域が定着したと言われる .
( 9 ) 作家であり v o y a g e u r :ペルシャについての研究で有名な人物 .
(1 0 )商人であり voyageur : インドとフランスの商取引を始めた人物 .
(1 1 )外科医であり v o y a g e u r :アフリカ，ナイル研究で有名な人物 .
(1 2 )生物学者，地理学者，探検家であり voyageur.
(13)Je prie done le lecteur de regarder cet Itineraire, moins comme un Voyage que 
comme des Memoires d ’une annee de ma vie.
(14)Butor，M ichel (192 6 ~ ) 小説家としても知られる，フランス文学の大家.ジュ 
ネーブ大学で教鞭をとる . 本研究では 1 9 7 5年に録音されたシャトーブリアン 
に関する授業内容を参考にしている . サイードも『オリエンタリズム』にお 
いて彼の著書を参考文献にあげている .
( 1 5 ) 『アタラ』の序文のなかで，シャトープリアンは vraies couleurs (リアル力 
ラー） という言葉を使っている . さらに vraies co u leu rsを描くためには「現 
地」に行く必要があると説明する .
( 16)Talleyrand-Perigord, Charles-Maurice de ( 1 7 5 4 - 1 8 3 8 )大貴族出身の政治家： 
フランス革命，第一帝政，復古王政，7 月王政に外交官として活躍し， ウイ 
ーン会議ではブルボン家代表として出席 . フランスの政治に大きな影響力を 
持った人物 .
(1 7 )地中海東部の諸港卬 (：1^1163£1111^ソ311り：中近東との交易の拠点となった，あ 
るいは commerce des E c h e lle s中近東交易：マルセイュ商工会議所の管轄下に 
あった .
(1 8)firman de poste : コリントのイトム Isth m eを通過するための許可書 .
(1 9 )1 7 9 8年 8 月 1 日から 2 日にかけて，エジプト，アレクサンドリア近くのア 
ブキールでイギリスのネルソン率いるイギリス艦隊がフランスのナポレオン 




(20)本文中において，フランス語 g u id eではなく c ic 6 r o nとイタリア語で表記さ 
れているが，これは雄弁な哲学者キケロを語源とする単語であるが，シャト 
ーブリアンもおしやべりなイタリア人を皮肉っているのであろう .
(21) C ’est un privilege du voyageur de laisser apres lui beaucoup de souvenir，et de 
vivre dans le coeur des etrangers quelquefois plus longtemps que dans la memoire de 
ses amis.(GF :135p)
(2 2 )客というものは，親切を示してくれた主人のことは，いつまでも忘れずに 
思い出すものだからな . 出典先：ホメ ロ ス 『オデュッセイア』（下）岩波文庫
(2 3 )テミストクレス：BC .528-BC .462 : アテナイの政治家，将軍.ペルシャ軍を 
サラミスの海戦で破った人物 .
( 2 4 ) ペリクレス， ソフオクレス，ソクラテス，アリストテレス，プラトン
(2 5 )イタリアの港町 . イタリアをブーツの形に例えると踵にあたる.アドリア 
海に面している .
(2 6 )紀 元前 5 世紀，パルテノン神殿の建設の総監督といわれる，古代ギリシャ 
の彫刻家 .
(2 7 )紀 元前 5 世紀，パルテノン神殿を建築したといわれる建築家 .
(2 8)原文
Les premiers voyageurs etaient bien heureux ; ils n 5etaient point obliges d’entrer 
dans toutes ces critiques : premierement, parce qu’ils trouvaient dans leurs lecteurs 
la religion qui ne dispute jamais avec la verite ; secondement, parce que tout le 
monde etait persuade que le seul moyen de voir un pays tel qu’il est, c ’est de le voir 
avec ses traditions et ses souvenirs. C’est en effet la Bible et l ’Evangile a la main 
que Von doit parcourir la Terre-Sainte.Si l ’on veut y porter un esprit de contention 
et de chicane, la Judee ne vaut pas la peine qu’on l ’aille chercher si loin. Que 
dirait-on d，un homme qui，parcourant la Grece et l ’lta lie，ne s ’occuperait qu5a 
contredire Homere et Virgile ? Voila pourtant comme on voyage aujourdshui : effet 
sensible de notre amour-propre qui veut nous faire passer pour habiles, en nous 
rendant dedaigneux. (GF :282)
(2 9) 原文
Les lecteurs chretiens demanderont peut-etre a present quels furent les sentiments 
que j ’eprouvai en entrant dans ce lieu redoutable ; je  ne puis reellement le dire. 
Tant de choses se presentaient a la fo is a mon esprit，que je  ne m^rretais a aucune 
idee particuhere. Je restai pres d，une demi-heure a genoux dans la petite chambre 
du Saint-Sepulcre, les regards attaches sur la pierre sans pouvoir les en arracher.
(3 0 )修 道 院 （旅人，巡礼を無料で止める修道院月付属宿泊所）
(31)h ttp ://w w w .lesc lesd um o y en o rien t.co m /A lex an d rie_ au -X IX em e_siec le .h t 
m l
(3 2)原文
Nous decouvrimes le sommet des Pvramides : nous en etions a plus de dix lieues. 
Pendant le reste de notre navigation, qui dura encore pres de huit heures, je  
demeurai sur le pont a contempter ces tombeau ; ils paraissaient s’agrandir et 
monter dans le ciel a mesure que nous en approchions. (GF :379)
(3 3)原文
Les grands monuments font une partie essentielle de la gloire de toute societe  
humaine.( GF : 380)
(34)L ’Egypte m ’a paru le plus beau pays de la terre (GF : 384)
(3 5 )サイードは『オリエンタリズム』の中で，「彼は，ピラミッドを遠方からし 
か眺めることができなかったので，わざわざピラミッドまで人を遣って，石
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ち生きる行為であった . 彼は生きているかぎり，あらゆるものに，遠くにあ 
る一片の石ころさえ，文字をきざみつけらいではいられなかった」 と説明す 
る .
(36) 5 章 (4 )ギリシャ参照 .
(3 7 )サイ一ドによると，シャトープリアンのオリエントの人々に対する態度は
終 始 「東洋人たるア ラ ブ は 『再び野蛮状態に陥った文明人』」であり，彼ら 
への称賛は皆無のような印象を与えるが，シャトーブリアンもロ ー カ ル （オ 
リエントの人々）に感心することもあった .
(38) « Je les connais tous par leurs noms, com m e mes enfants, ecrivait Chateaubriand 
de ses arbres : c ’est ma fam ille, je  n'en ai pas d'autre » (M emoires d'outre-tombe). 
L’谷crivain porta une attention toute particu liere a son pare et planta lu i-m em e  
des esp eces parfois rares lui rappelant se s  souvenirs de voyage : cedre du 
Liban, p latane de G rece, cypres chauve de L ou isiane, tu lip ier，catalpa, 
m agnolia , hetre pourpre, etc.
「私は植林したすベての植物の名前を言える，わ が 子 の よ う に ：（植物 
は）私の家族であり， ほかに家族はいない」 と 『墓の彼方からの回想』 
で述べる .
M aison de Chateaubriand のサイトでは，
「作 家 （シャトーブリアンのこと）はとりわけ庭園に関心があり， 自分 
自身で旅を想起させるような珍しい種類の植物を植えた . たとえば， レ 
バノン杉，ギリシャのプラタナス，ルイジアナ杉，モクレン，カタルパ 





ス タ ン ダ ー ル の 旅
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第 6 章ス タンダ ール の旅
フランスロマン主義時代の特徴のひとつとしてオリエントへ の 関心があった 
ことを第 4 章で論じ，付録年表 4 —4 で，シャトーブリアン，ラマルチーヌ，ネ 
ルヴァル，デ ュ • カン，フロベール等がオリエント旅行を実際に経験したこと 
を示した . 第 5 章ではオリエント旅行の事例としてシャトーブリアンの旅『パ 
リからエルサレム』 を取り上げ，シャトーブリアンにとってのオリエントや， 
オリエントにおける旅の主体シャトーブリアンについて考察し，論じた . 第 6 
章では本研究の第 2 番目の事例としてスタンダールの旅について論じる.スタ 
ンダールもまたロマン主義時代の作家であり，多くの旅を経験した.しかしな 
がら，オリエント旅行は未経験であった . スタンダールの旅から， ロマン主義 
作家のオリエント以外の関心について考察し， もう一方のロマン主義時代の旅 
について検証する .
第 1 節 ス タ ン ダ ー ル に つ い て の 概 要 （年 表 6 - 1 を参照）
図 6 - 1 1 8 3 5年ごろのスタン ダ ー ル  
Del L itto(1965)より転載
(1) 生涯について
本名アンリ • ベ ール Beyle, M a rie= H en riは 1 7 8 3年 1 月 2 3 日に グルノ一  ブル 
で生まれた . 父親は検察官であった . 母 は 7 歳の時に死亡している.しかしな 
がら，医師であった母方の祖父に可愛がられ，裕福でブルジョワ的平穏な幼年 
期を過ごした . 父親との確執，および，外見的にも陰気で美しくないグルノー 




したのにもかかわらず，体調不良になり，ェコール . ポリテクニック⑴への最 
終 試 験 を 受 け な か っ た . しかし， 幸 運 に も 母 方 の 親 戚 ダ リ ュ （2) ( Daru， 
P ierrel7 6 7 - 1 8 2 9 )のつてにより，陸軍省に入省することができた . ナポレオン • 
ボナパルトが連戦練磨の勢いでヨーロッパ各地に領土の拡大を図っていた時代 
であった . スタンダールは，そのナポレオン軍に参加し，イタリア（1800)，ドイ 
ツ（1806-1808)，オーストリア，ハンガリー（1809)，ロシア（1812)， ヴィルナ，ケ 
一二ヒスベルグ，ダンツィヒ，ベルリン， フランクフルト（1813)へと遠征に旅 
立った . 遠征中には，陸運省での活躍もあり，将来を有望視されたが，1 8 0 2年 
頃には文学的計画をたて詩人になることを考え始める.しかし紆余曲折のあと 
挫折し， 1 8 0 6 年，再びダリュ氏に頼み込み，陸軍会計監査官臨時補佐となり， 
ブラウンシュヴアイクへ派遣される . 1 8 1 3年 の 2 か月半に渡るナポレオン遠征 
の行進では肉体的にも精神的にも疲労困憊するが，「座りきりの文学者が千年か 
かっても推測できないような経験を実感してきたのだから」と満足する（鎌 田 . 
岩本，2007:323, Del Litto, 1965:337). 1 8 1 4年にナポレオンの失脚とともに失職 
する（1 8 3 0年まで失業状態）. 同年，祖国を捨てる覚悟でミラノへと向かう.そ 
の後もイタリア各地，ジェノバ， リヴオノレノ，フィレンツェ，ボローニャ，パ 
ルマ， ヴェネツィア， ローマ，ナポリなどを旅し，パリやロンドンにも赴く .
1 8 3 0年 7 月革命後，再びダリュ氏に懇願し，チヴィッタヴェッキアの知事 (3) 
に任命される（1 8 3 1年 )が，以後，単調な生活に耐えられなくなると旅に出かけ 
た . こ こ で の 生 活 に よ り ノ マ ド 志 向 が さ ら に 強 く な っ た と 言 わ れ る （Del 
Litto, 1 9 6 5 ) . 一方で， 1 8 3 0年， ド . スタンダール著として『赤と黒，1 9 世紀年 
代記』 le Rouge et le Noir Chronique du XlXem e siecle (以 後 『赤と黒』 と表記） 
を完成させる . 1 8 3 5年，文学者として名誉勲章を授与される . 1 8 3 6年には体調 
不 良 で ， 療 養 の た め パ リ へ と 向 か う が ，滞 在 中 に モ レ 伯 爵 （Comte M ole, 
1 7 8 1 -1855)の厚意で 3 年間にも渡る長期休暇が与えられる . その間に，『旅行者 
の手記』M会moires d ’un T o u r is teための取材旅行であるフランス旅行を初めドイ 
ツ，オランダ，ベルギーへと旅行 . 1 8 3 9 年 4 月，『赤と黒』の著者として『パ 
ル ム の 僧 院 』La Chartreuse de P a r m eを出版，同年 8 月に，チヴィッタヴェッ 
キアに帰省する . 1 8 4 1 年に初めての発作に見舞われ，翌 年 の 1 8 4 2 年休暇療養 
中のパリでホテルから役所に向かう途中，脳卒中のため死去 .
一般的に，スタンダールは，小 説 『赤と黒』，『パルムの僧院』 を書いたフラ 
ンスの大小説家として認識される存在であるが，実際はパリにおいても， ミラ
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ノにおいても定住する家を持つこともなく，生 涯 を 通 し 「ノ マ ド （旅的生活）」 





まず，小説的な紀行文として 1 8 1 7年 『1 8 1 7年のローマ，ナポリ，フイレン 
ツエ』Rome, Naples et Florence en 1 8 1 7 を上梓するが，本名のアンリ . ベ'— ル 
(Henri B ey le )ではなく，騎兵将校ド • スタンダ一ル著 （De Stendhal, officier de 
ca v a ler ie )として出版した初めての作品である . この旅行記から，作 家 「スタン 
ダール」が誕生したという点において，スタンダール研究において重要な旅行 
記である . 表向きは日記形式の旅行記，案内記ではあったが，政治批判などを 
繰り返したため，のちにミラノの自由主義者の危険人物として監視される原因 
となった作品である . その後，改 訂 版 『1 8 2 6年のローマ，ナポリ，フイレンツ 
エ』 Rome, Naples et Florence en 1826. Troisime Edition を出版する⑷ . 1829 年 







意見が披露されている . 評判は期待以上であり，その後，幾世代にもわたり， 
旅 行 者 た ち は 『ローマ散歩』を 携 え て 「永遠の都」 を訪問したと言及する .
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年表6- 1 _スタンダールの生活
1 7 8 3年 グルノーブルで生まれる
1 7 9 9年
( 1 6歳）11月1 0 日、ェコール•ポリテクニック入学準備のためパリへ 
1 1月1 0 日はブリュメール月1 9 日であり、ナポレオンが政権を奪還した事件の翌日 
病気のため入学は断念する
1 8 0 0年
2 月、祖父の従兄弟のダリュ氏の力により陸軍省事務局で働き始める 
5 月7 日、ナポレオンの第二次イタリア遠征に参加 
ノマド的生活がはじまる
1 8 0 2年-  
1 8 0 3年 軍を辞めイタリアから戻り1 8 0 3年までパリ（右岸）のホテル住まい
1 8 0 4年_  
1 8 1 0  年 1 8 0 6年陸軍に復職(再度、ダリュ氏の貢献）、ドーフィネ地方からパリへ戻る(ホテル住まい）
1 8 1 0  年-  
1 8 1 4  年 官僚として順調に出世、ミラ入モスクワ、ドイツ戦線、ミラノへ
1 8 1 4  年
王政復古により職を失う( 1 8 3 0年まで無職状態）
8 月〜、「ナポレオンとともに没落」「精神的亡命者」— ミラノ中心の北イタリア滞在（1 8 2 1年まで） 
8 月〜1 0月、ジェノヴァ、リヴオルノ、ピサ、フィレンツェ、ボローニャ、パルマと4 4 日間の旅行
181 5  年 7 月〜8月、ノくドヴァとヴェネツィア旅行
1 8 1 6  年 4 月〜6月、グルノーブルに帰省




1 8 1 8  年 前半、グルノーブルへ
後半、ミラノ周辺のヴァレーセ'やコモを步く旅




1 0月、『1 8 1 7年のローマ、ナポリ、フィレンツェ』の出版のためパリへ
1 8 2 0年 3 月、ボローニャ、マンドヴァ旅行のほかはミラノに残る(メチルドへの関心のため）
1 8 2 1年 6 月、（ミラノ政府に睨まれ) ノくリに戻る（ホテル住まい）ノくリに帰る前コモ湖で1 0 日間 
シェイクスピア観劇のロンドン滞在
1 8 2 2年 8 月、『恋费論』出版：ミラノの思い出、メチルドの思い出
1 82 3  年 1 0 月、フィレンツェ（イタリア旅行）へ
1 8 2 4年-  
1 8 2 6年 パリ滞在(ホ^ ル住まい）
1 8 2 6年 9 月、ロンドン旅行（3ヶ月）
1 8 2 7年 7 月、イタリア旅行（6ヶ月）
1 82 8  年 1月、パリへ戻る
1 82 9  年 南仏旅行( 3か月）『ローマ散歩』出版
1 8 3 0年
【7 月革命】1 6年に渡る無職生活が終わり、トリェステへ 
『赤と黒』出版
チヴィタ= ヴェッキア、仏領事に任命される
1 8 3 1年 パリ( 1度目の休暇）
1 8 3 5年 『リュシアン. ル一ヴヱン』出版
1 8 3 6年 5 月、パリ（2度目の休暇）1 9 3 9年まで3 年の休暇：本来は3ヶ月の予定）
1 8 3 7年 5 月〜7月、休暇中に執筆活動を行うが、凃中で中断するものも多い„
『ある旅行煮の手記JIのための第一回取材旅行.メリメがブールジュまで同伴
1 8 3 8年 7 月〜1 1月、『ある旅行者の手記JIのための第二回取材旅行、ボルド一からスペイン(バスク地方）
『ある旅行者の手記』出版（第一巻）
1 8 3 9年 『パルムの僧院』出版
1 8 4 1年 1 1月、健牵悪化( 3度目で休暇申請が許可される）




観 光 学 研 究 で は 「山」あ る い は 「自然」へのまなざしをすべてロマン主義と 
して解釈する傾向にある . スタンダールの作品からロマン主義を再考する .
(1) スタンダールと山






ダールは 1 6 歳で，念願のパリへと上京するが，「山」の見えないパリに失望す 
る . 当時のパリは，大改造以前の路地が右往左往にひしめき合い，そのうえ不 
潔な街であった . また，そ の 「汚さ」と同様に，「山」の景色がない場所として 
のパリ対しても少年の心は暗くなる一方であった . しかし， これは特に「ルソ 
一」の影響でも，ロマン主義的な感情ではなく，恐らく，「喪失感」にすぎない - 
だが， スタンダールに限らず，こ の 「山」 というものへのまなざしが，「自然へ 
の新しいまなざし」を語ったルソーとの共通項とみなされ，「近代文学史」の嚆 
矢 を 示 す 「ロマン主義運動」の線上で語られることがしばしばある . さらに， 
近 年 「観光研究」に お い て も 「ロマン主義」 という記号が濫用され近代観光を 
考える上で重要な視点とされている . 結果として，観光学では，畏怖の対象と 
し て の 「自然」，あるいは，賞賛の対象としての「自然」への視点を一括してロ 
マン主義的まなざしとする傾向にある • また，「ロマン主義」を語るのであれば， 
1 8 世紀後半から 1 9 世紀中葉まで， ヨーロッパ全土に広がった「ロマン主義運 
動 」はそれぞれの国で固有の潮流や解釈があることも考慮することは重要であ 
る . 現在の観光学で「ロマン主義」 と語る切り口はかなり乱暴である .
イギリスでの『ジュリーまたは，新エロイ 1一 ズ 』Julie, ou la nouvelle Heloise  
( 以後，『新エロイーズ』 と表記）の成功，っまり，どちらかと言えば小説の背 
景 (舞台）への賞賛によって，アルプス地方がルソーの換喩的場所になり，イギ 
リス人観光客であふれた歴史的事実が存在する.それはイギリスロマン主義の 





(lak iste )と呼ばれる環境としての自然を愛でる一派を誕生させたのは周知の事 
実である . フランスにおける『新エロイーズ』の関心は，むしろ，ルソーによ 
る登場人物の性格描写，心の思うままに生きるという人間本来の自然の姿であ 
った . 英語，フランス語とも n a tu reと表記される事象への関心であるが，環境 
における n a tu reと人間本来の姿の状態を示す n a tu reという分別が存在する .
一方で，ル ソ ー は 「山歩き」にフィジカルな楽しみ，つ ま り 「目で見る楽し 
み = 精神的な楽しみ」ばかりではなく  「身体的な楽しみ」 を表現していること 
を示唆する . こ れ ま で 「観光学のロマン主義」では検討されていない視点では 
ないだろうか . 「身体」への関心をフランスロマン主義の一つの特徴とすること 
が発見できれば，新たに近代観光へのルソー的影響が検討できるであろう .
ルソーは多分野に渡って後世に影響を残した人物である.哲学分野や音楽分 
野に関する研究も膨大にあるが，2 0 1 2年の生誕 3 0 0年祭を記念しての講演会の 
内容においても，ルソー研究は主に文学研究や，法学研究が中心である . J .ア 
— リ（Urry，John, 1 9 4 6 -) がフーコー（Foucault，Paul-M ichel 1 9 2 6 -8 4 )の 「まなざ 





は 「『風景の時代』 ロマン主義と風景のコードの変化について」の中で， locus 
amoenus(5)か ら locus terribilis(6)への変化を述べている .
「ナ ポ レ オ ン が 1 8 0 0年のイタリア遠征に際して敢行したアルプス越えは， 1760 
年代にハ ラ ー やルソー， ソシユ一ル（Saussure，Horace-Benedict, de 1740-1799)らの 
作品が生み出したアルプス のテー マの再燃をもたらしたといわれる . （中略）ス 
タ ン ダ ー ル 自 身 は こ の 種 の テ ー マ と は ほ ぼ 無 縁 と 言 っ て よ い が ，それでもグラ 
ン • サ ン . ベ ル ナ ー ル の 峠 で ア ル プ ス の 景 観 を 前 に し た 『ア ン リ . ブリュラール 
の生涯』 r f e T / e w / S r M / a r r fの話者は，「雪に覆 われ ，雲を突いて聳えるこれら 
の山々を前に，ルソーであれば書いていたかもしれない文章」 について思いを巡 
らさ ず に は い ら れ な い .こ の時アルプスの山容に向けられたスタンダールの視線
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を導いていたのは，明らかにルソーの記憶 (7)だ っ た の で あ る （荒木，2 0 1 1 : 1 7)」
以上の引用文が示すのは，ルソーのようにアルプスへのテーマに興味がなか 
ったスタンダールであるが，実際に目の当たりにすると，や は り 「感動」 して 
いたことを示す(8).荒 木 は スタンダールのまなざしにルソー由来のロマン主義 
を認める .
一方で，グラン • サ ン • ベルナールの峠 (9)での体験に関し，デ ル .リ ッ ト は
「ベールは馬を御するというよりむしろ引っ張られ，雪で覆われたころがりやす 
い小石をよろめきながら， 山をよじのぼる .湿気にぐっしょり濡れて震えながら  
も，かれは 幸せだ . 『じゃあ， ぼくは 困難に向かっているんだ』 と幸せそうに繰 
り返す . かれを取り巻く雄大な風景の美に興奮する . はじめて，心おきなく賞嘆 
の念に身をゆ だねる . 『わ た し は い つ の ま に か ，風景の美しさに極端に敏感にな  
ったいた』 と彼は認める . 一 『自然 は嫌いだと思っていたのに』」 （鎌 田 • 岩 本 ， 
2 0 0 7 : 6 0 ， D e l  L i t t o , 1 9 6 5 : 7 1 )
と，やはり，スタンダールの心の変化について語るが，これをロマン主義的な 
内面の変容とは分析せず，むしろ，「自然の美しさ」に執着していた父親からの 
抑圧からの解放からの幸福感だとする（鎌 田 • 岩本訳，2007, Del Litto, 1965)
荒木によると，ル ソ ー の 『ジュリーまたは新エロイーズ』は，これまで文学 
的には見られなかった 2 つの美意識を提示している（荒木，2 0 1 1 ) . それは，眺 
める対象としての「アルプス」の景観と， もう一 つ は 「高みにあること」の感 
興にまつわる「自然」と 「人間の内面」との照応である . 後者，つ ま り 「高み」 
への願望からアルプスのヴァレー地方は，『新エロイーズ』を携えた旅行者の巡 
礼地となった.荒木はこの現象を前ロマン主義における自然のテーマの一類型 
とみなす . 観光学的には，「アルプス」への関心は，「アルプス登攀」 という流 
行を呼び， ヨーロッパの近代観光史を形成するための重要な要因であるが，文 
学研究においては 1 8 世紀末，一冊の書物が示した新しい視点を通して，それま 
での地理的存在にすぎなかった「アルプス」が文学的テーマの一 個 の 「風景」 
へと変化したことを示す要因と分析される .









また，荒木は，「風景」（p a y sa g e)とは本来，田園(cam pagne)のことであり，そ 
の美意識とは，木立，草地，泉ないし小川，花々，鳥の囀り，微風が構成する 
ものでアーリ 1 8 世紀後半までつづいたと言及する . つまり，自然へのまなざし 
は近代特有のものではないと言えよう •
「『新エロイーズ』におけるル ソ ー の 貢献は，これまでほぼ一元的に「田園」 と 
いう範疇に収斂していた「風景」のテーマに，「高山」という，全く別のカテゴ 
リーを付け加えた点にあった. 「『新エロイーズ』が促した「田園」か ら 「高山」 
へのテ ー マ の 移行は，言い換えれば都市の周辺の「人間的」な自然から「野生の」 
自然へという（二種類の自然の間の）領域の移行であり，それまで専ら畏怖の対 
象だった高山が一つの美的範疇に変貌を遂げたことは，ルソー以降，アルプスの 
テ1— ^ の流行と共に，文学が locus terr ib ilisという新たな風景のモデルを手に入 
れたことを意味していた. （荒木，2011:19)」
1 6 世紀の旅行者モンテーニュは，チロル地方の渓谷や山を「風景」として楽 
しみながら旅をした新しい型の旅人 (1D)であるが，1 9 世紀の旅行者のまなざしと 
は異なる .








よ り も ， 人 間 の 手 が 加 わ っ た 自 然 ， つ ま り 耕 作 が 行 き 届 き ，人 家 が 点 在 す る 丘 陵  
や 平 野 の 景 色 を 心 地 よ い ， 美 し い と 感 じ た よ う で あ る . （斎 藤 ， 2 0 1 2 : 8 5 )」
す く な く と も フ ラ ン ス に お い て 「ロ マ ン 主 義 的 」 自 然 へ の ま な ざ し を 語 る と  
き ， 「山 」 へ の 畏 怖 を 起 源 と し た 「ま な ざ し 」 を 考 慮 す る 必 要 が あ る . g 然 の 雄  
大 さ を た だ 称 賛 す る と い う よ り も 「雄 大 さ 」に 「恐 ろ し さ 」を 感 じ ，そ こ に 「美 」 
を 認 め る ま な ざ し で あ る .
図 6 - 2 『新 エ ロ イ 一 ズ 』， 「メ 一  ユ リ の 岩 山 に い る ジ ュ リ 一 と サ ン . プ ル  一 J
鈴 木 ( 2 0 0 2 )よ り 転 栽
図 6 - 3 ジ ュ ネ ー ブ 湖 畔 の ク ラ ラ ン
鈴 木 ( 2 0 0 2 )よ り 転 載
( 2 ) ス タ ン ダ ー ル 的 ロ マ ン 主 義
さ て ， ス タ ン ダ ー ル に と っ て の 「ロ マ ン 主 義 」 に つ い て 再 考 し た い と 思 う . 
前 述 し た よ う に ， ア ル プ ス の 山 か ら の ル ソ ー 由 来 の ロ マ ン 主 義 的 な ま な ざ し の
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他 に も 「畏怖」由 来 の 「美しさ」である lo c u s te r r ib ilisを好む様子が旅行記の中
で示される .
「2 0 0 歩 も 足 を 運 ば な い う ち に ， 私 は こ れ ま で 見 た 中 で 最 も 美 し い 自 然 の 光 景 に  
出 く わ し た . 街 道 は だ し ぬ け に 荒 涼 と し た 谷 に 下 る . 海 か ら 1 0 0 里は あ り そ う な  
こ の 狭 い 谷 底 を ， 上 げ 潮 に 乗 っ て ヴ イ レ ー ヌ 川 (11)が 猛 ス ピ ー ド で 逆 流 し て い く  _ 
海 流 が 抗 い よ う の な い 威 力 で 狭 い 谷 の 両 岸 ま で 侵 入 す る 有 様 は ， そそり立つむき  
出 し の 岩 壁 の 物 凄 さ と ， ま だ 少 し 見 え る 平 野 の 光 景 と 相 ま っ て ， い き な り 私 を 活  
発 な 夢 想 に ふ け ら せ た . ナ ン ト 以 来 落 ち こ ん で い た 無 気 力 と は 大 潼 い だ . 理由が 
わ か る よ り 先 に ， そ の 効 き 目 を 感 じ と り 楽 し ん だ こ と は い う ま で も な い . い ま こ  
う し て 書 い て 初 め て ，そ の 理 由 が わ か っ た ほ ど で あ る . そ の と き の 私 は ，3 0 人の 
戦 い や ら ，ブ ル タ ー ニ ュ 史 上 で 私 が 知 る ほ ん の わ ず か な 事 件 の こ と を 考 え て い た . 
し ば ら く し て ，ウ ォ ル タ ー . ス コ ッ ト の き わ め て 美 し い 風 景 描 写 が 記 憶 に 蘇 っ た . 
う っ と り し な が ら ，心 の 中 で ゆ っ く り 味 わ う . こ の 土 地 の 貧 し さ が ス コ ッ ト の 感  
動 を さ ら に 深 め た . そ の 醜 さ が ，と い い た い と こ ろ だ . 景 色 が も っ と 美 し け れ ば ， 
こ れ ほ ど 恐 ろ し く は な ら な か っ た ろ う . 美 し さ を 感 じ と る 方 に 注 意 力 を 削 が れ た  
ろ う . 海 が ま っ た く 見 え な い の で ， な お さ ら 潮 の 出 現 が 異 様 に 思 え る 」
( 山 辺 1 9 8 5 : 9 )『ある旅行者の手記 2』
* 下線は筆者によるもの
第 3 章でロマン主義についてすでに既出であるが，イギリスロマン主義を代 
表 す る 「ウォルター • スコット」にスタンダール自身も傾倒していたことが表 
現されている . 「畏怖」を 「美」 とする一っの事例であり，「畏怖」を楽しみと 
して享受する旅の事例でもある .
ところで，スタンダールがロマン主義を知るのはミラノであった . 1 8 1 6年に 
ロドリコ . デ イ • ブレーメ（12)の桟敷 (13)で， ミラノに立ち寄る外国の有名人，特 
にイギリス人 (14)たちに出会い，さまざまな会話を交わす.ブレーメの下に集ま 




となり人々はロマン派へ傾倒した （D el Litto, 1965).
スタンダールはロマン派の政治性を確認する .
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「ス カ ラ 座 の 桟 敷 で 交 わ さ れ て い る 激 し い 会 話 に 耳 を 傾 け な が ら ，か れ は ロ マ ン  
派 で あ る と い う こ と が ， 現 実 に は 国 民 的 伝 統 に 訴 え て い る の だ ， と わ か っ た . っ  
ま り 文 学 的 論 争 は 政 治 的 闘 争 の 一 面 ほ か な ら な い の だ っ た 」（鎌 田 • 岩 本 ，2 0 0 7 : 1 8 1  
D e l  L i t t o , 1 9 6 5 : 1 9 3 )
さらに， 自らもロマン派へと引き込まれていったことが，書簡で明らかにさ 
れる . スタンダールが決定的に，ロマン派宣言をした手紙は 1 8 1 8年 4 月に友人 
アドルフ . ド ■マレスト（M areste，Adolphe de)宛てであった .
「ぼ く は 猛 烈 な ロ マ ン 派 （R o m a n t i c i s m e )だ . つ ま り ラ シ ー ヌ に 対 し て の シ ェ イ ク  
ス ピ ア の 味 方 で あ り ， ボ ワ ロ ー に 対 し て パ イ ロ ン 卿 の 味 方 だ . 」 （鎌 田 . 岩 本 訳 ， 
2 0 0 7 : 1 8 2  D e l  L i t t o , 1 9 6 5 : 1 9 4  )
スタンダールは，R o m a n tic ism eという語を使用しているが， フランス語 




柄を追求することが，スタンダール的ロマン主義なのではないか . 代表作の『赤 
と黒』や 『パルムの僧院』のテーマと一致する . さらに 2 作 品 は 1 9 世紀，っま 
りスタンダールの時代ならば，「現代小説」であることも特徴であり，栗須 (2007)  
は 「小説の主題を現代に置くのは，スタンダール流のロマン主義のひとつの主 
張であった (18)」 と述べる .
また，スタンダールとルソーの自伝研究を行った中川（1 979)に よ る 「エゴチ 
ズム j に ま つ わ る 「私」の使い方にもロマン主義を認める . （(3)スタンダール 
の英単語を参照 160p)
スタンダール自身はルソーの信奉者ではないが(19)スタンダールの研究者が 
指摘するように，『アンリ . プリュラールの生涯』に は 『新ェロイーズ』の読書 
が少年期の感情教育において重要な役割を果たしたことが示唆されている（高 
木 ，2008:250) . スタンダールも好意を持ったバイロン卿に多大な影響をもたら 
し た 「ルソー」の存在は，意識せずとも，「自然」 と く に 「山」へのロマン主義 
的見解へと引き寄せる .
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さらに，前述の中川は，文体において，je，m o iを 多 用 し 「私」の存在を意識 
さ せ る の も 「ロマン主義」の特徴であると指摘する . 一 方 「私」に 対 す る 「他 
者」 「他所」，つ ま り 「ェキゾチズム」 もロマン主義由来の現象である.フラン 
ス で は 「ナポレオンの遠征」の時代と重なり，特 に 「エジプト遠征」によって 
ェジプト学が盛んに行われるようになり，オリェントを中心としたェキゾチズ 
ムに関心が向けられた . しかし，R om anticism e, 前ロマン主義世代のスタンダ 
一ルの場合は，スペインへの赴任を一度打診したようだが， ヨーロッパ諸国へ 
の旅が中心であった . ェキゾチズムという点においては，スタンダールはロマ 
ン主義的な作家ではなかったと言えよう •
( 3 ) スタンダールの英単語について
スタンダールはシェイクスピア（Shakespeare, W illiam, 1564-1616)を好み（旅に 
も携行する），原書で読むほどであった.ロンドンやミラノでもイギリス人と交 
流をしていたことからも，英語力はかなり高かった . そのため，英語でなけれ 
ば，本来の意味が表せない単語， とりわけ概念を示す名詞はそのまま英語で用 
いる . その代表的なものにE g o tism eと R om anticism eがある .
前 者 は 『エゴチスムの回想』 Souvenirs d ' E g o t i s m eと自伝的作品のタイトル 
にもなっている . Egotism (英）をフランス語に翻訳するとEgoi’s m e と本来なら訳 
すべきであったが，フランス語のE g o ls m eとは意味が違うとして，英単語をフ 
ランス語風に綴り E g o t is m eとしている . エゴチスムもエゴイズムも，「自己顕 
示」 にまつわる単語である . 一般的にエゴチズムは自己中心主義，ェゴイズム 
は利己主義として訳され，あるいは認識されているが，「スタンダールのエゴチ 
スム」というく くりでは自己分析に向かう作家の姿勢を意味する . 「私」を主語 




との交流によるものであった . 彼らの発音のまま R om an ticism eを使用したので 
ぁろう .
『ある旅行者の手記』の中で，主人公は，気持ちの良い場所への感想として， 
「こ こ は s n u g だ」 とあえて英語を使う（2()). 現 代 な ら フ ラ ン ス 語 で C ’est 
sym pa(svm pathique)と短い単語で表現できそうであるが(21)，当時は適当な単語
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がなかったのであろうか . S n u g という英単語は現在でもフランス語として普及 
されていない.主人公が英国を何度も旅していたことを表現するためのひとつ 
の手段であったのか，スタンダール自身の言葉に対する愛着であったのか，文 
学研究からは明らかにされていない .ボワイエはスタンダールの英語好き  
(a n g lo m a n ia )ぶりを言及するが，英単語を使うのはスタンダールのスノビズ 
ムの現れであることも否定できないであろう .
スタンダールは読者を常に意識していた作家だと言われる（山辺，1983) .『赤 





最重要課題の T o u r isteについてであるが，スタンダール自身，旅の主体とし 
てのツーリストに関する言及はない . V o y a g eu rというフランス語よりも英語を 
好んだだけの可能性もある . この課題については，第 4 節 (3 )の 「タイトルにつ 
いての諸相」内で論じる .
第 3 節 ス タ ン ダ ー ル と 旅
(1) ナポレオン遠征
ナポレオン遠征がスタンダールの生活，つまり旅を中心とした生活へ導いた 
のではないだろうか . ナポレオンがスタンダールに与えた影響は大きい .
1) 概要
1 7 9 9年 1 6 歳のスタンダールはエコールポリテクニックへの最終試験を受け 
るためにパリへと上京するが，生活の違いに圧倒され，あるいは夢見たパリの 
現 状 （汚いまち）に失望する.精神的にも肉体的にも衰弱し結局試験を受ける 
ことはなかった . しかしながら，母方のいとこ，のちの大陸軍経理部長ピエ一 
ル • ダリュの世話で陸軍省の下役として働き始めることができた（1 8 0 0年 1 月）. 
さらに 5 月には予備軍にしたがいイタリアへと出発する . 6 月ミラノに到着す 
る . この街の印象はかれの生涯に大きな役割を与える (22). その後，軍隊生活に 
嫌気がさし，1 8 0 2年に一度は辞職するが，再びピエール • ダリュに懇願し，1806
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年 1 0 月陸軍会計監査官臨時補佐としてドイツのブラウンシュヴァイクへ派遣 
される. 1.808年 2 月パリに戻るが3 月には会計監査官の資格でオーストリア戦 
役に参加•戦闘中の都市をいくつも通過する.5 月から 11月までウイーン滞在. 
1810年パリに戻る. 1811年 4 月 2 9 日から5 月 3 日まで友人たちと（フェリク 
ス . フォールとルイ• クロゼ）ルーアン，ル • アーブルへと旅行し，はじめて 
大西洋を見る. しかし海辺の景色はあまりかれを夢中にしない. 同 年 8 月イタ 
リア旅行にでる. ミラノ，ボローニャ，フィレンツェ，ローマ，ナポリ，ポン 
ペイを旅する(23). 1812年 9 月，モスクワへと出発命令により到着.フランス 
軍はいつでも優勢であったため，狩猢にでるくらいの気持ちであった.しかし 
1 0月にはモスクワの火災，つまりフランス軍の窮地を目の当たりにする. 1813 
年 1 月，パリに到着 . 2 力月半にわたり， ヴィルナ，ケーニヒスベルグ，ベル 
リン，フランクフルトを経由しての旅であった.心身ともに疲労困憊をしてい 
た .
その後 1814年にナポレオン帝政が瓦解し，4 月に給与が停止し，ナポレオン 





「同 時 代 の フ ラ ン ス 人 文 学 者 で ス タ ン ダ ー ル （1 7 8 3 - 1 8 4 2 )ほどヨーロッパ各地を  
かけめぐった男も珍しい . 1 6 歳で郷里のグルノーブルからパリに出ると，たちま 
ち ナ ポ レ オ ン 軍の 一員と してア ルプス 越え，イタリアの 土を踏 む . 1 8 0 6 年から 
1 8 0 9 年までは役人として， フランス占領下のドイツ，オーストリアに滞在 . 1811 
年には休暇をとって再びあこがれのイタリア . 1 2 年にはナポレオンのロシア遠征 
に加わってモスクワまで行き，命からがら逃げ帰るという大旅行 . 1 3 年にはまた 
任務でドイツやイタリアに行き，王 政 復 古 後 の 1 4 年 か ら 2 1 年までミラノに “ 亡命 ’’ 
し，その間イタリア各地をまわるかたわら， ロンドンにも足を伸ばし，2 1 年ノ、。リ 






あろうし，彼 自 身 「旅」の作用，効用を感じることもなかったであろう.イタ 
リア芸術への芳醇な知識も備えることも，市井の人々の生活を観察する習慣は 
もちろん培われることない上に，『赤と黒』，『恋愛論』De V A mour , 『パルムの 
僧院』 La Chartreuse de P a l m eといった1 9世紀を代表する文学作品が生まれる 
こともなかったであろう. なぜなら，前述した，1800年 の 「遠征」によるミラ 
ノ滞在ではすでに，『パルムの僧院』への誕生秘話が示唆され(Del L i t t o ,  2007)， 
さらに，1806年，軍に復帰後のドイツ戦線に従軍中，命令に従いブラウンシュ 
ヴアイク，ストラスブール，ザンクト . ペルテン， ウイーンなどに出かけ，つ 
いでに足を伸ばして見学したザルツブルダの塩鉱が，『恋愛論』にも反映されて 
いるからである. その上，そこで見た塩の結晶から「結 晶 作 用 （C r i s t a l l i s a t i o n )」
の言葉が生まれ，『恋愛論』における一つのキーワードとなる.
初めての異国体験は，強烈な印象を生涯に渡り「旅人」に残す. 「遠征」によ 
り知った初めての外国が文化，芸 術 の 中 心 地 「イタリア」であったことは，文 
学者としてのスタンダールを誕生させる大きな要因であったのではないだろう 
か .
( 2 ) ス タ ン ダ ー ル と 故 郷 グ ル ノ 一  ブル
スタンダールが故郷グルノ一ブルに嫌悪を抱いていたのは，スタンダリアン 
(スタンダール愛好家）にとっては周知の事実であるのだが，デル•リットは 
スタンダ一ルがグルノーブルを「偏狭さの総本部 ( Q u a r t i e r  g e n e r a l  d e  l a  p e t i t e s s e )」 
「汚い肥だめ（i g n o b l e  t r o u  a  f u m i e r ) J , 「ね ず みの巣窟 ( n i d  a  r a t s ) 」 ( D e l  L i t t o ,  
1965:16,図 6 - 4 )と表現したことを紹介する. もちろん，彼の個人的な思い出， 
とくに折り合いの悪かった父親が地名「グルノーブル」に重なり合う.さらに 
デ ル . リットはスタンダールの意見(描写表現）を裏付ける客観的な証拠として， 
2 0 世紀初頭のガイドブック，アドルフ•ジョアンヌの『ドフイネの旅行ガイド』
(24)からの引用を添付する.
自然がすばらしいだけ，そのぶん街に外来者はがっかりする .視覚と聴覚には  
強烈すぎて耐えられない . これほどひどい光景や，悪臭には，子供のころから慣 
れてでもいなければ，抗議することなくがまんできるものではない .家々は街以
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上にさらに不潔だ . たいていの通路や階段がまるで共同ゴミ置き場なのだ.… 鎌 
田 • 岩 本 ，2 0 0 7 : 1 3 ,  D e l  L i t t o ,  1 9 6 5 : 1 7 )
.• ■ .
a
図 6 - 4 1 7 9 9 年以前のグルノーブル（「偏狭さの総本部，汚い肥だめ」）
Del Litto H 9 6 5 )より転載
図 6 - 5 1 9世 紀 グルノーブルのグルネット広場
(Del Litto, 1965)より転載
故郷グルノーブルを早く去りパリに行くことだけを夢見た16歳の少年は「遠 
征 J という思いがけない体験により，「旅」の魅力を知る. 「グルノーブル」 と 
いう地方都市の息苦しさから解放された「自由J という魅力であった. それは， 
精神的な解放に限らず，身体的な解放を示し，グルノーブルの家族のように， 
ある場所に固定し生きていくのではなく流動的な生活を送ることを決定づけた 
— 方，グルノ一ブルの対極にあるイ タ リアの存在は生涯に渡りスタンダールを 
魅了した .最終的にはフランス人であることよりもミラノ人であることを選ん 
だ ことが，墓碑に記される .彼の墓碑銘は「ア ツ リ ゴ • ベール， ミラノ人，書
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いた，恋した，生きた」（25)がイタリア語で記されている . （図 6-4 )








アに初めて行った時から，文化，芸術に夢中になる. 『ハ イ ド ン ル み //a W «』，
『モ '_  ツ ア  ノ レ ト  Vie de M o z a r t (26) 
peinture en I t a l i e ^ ,『ロ — ^ , ナポリ， 
『ロ1— ^ 散歩 Promenades dans Rome  J 
もイタリアを題材としている
『イタリァ絵画について Histoire de la 
フ イ レ ン ツ エ  Rome, Naples et Florence^  
を出版する. 代表作の『パルムの僧院』
臼 田 （2007) のあとがきから
「『赤 と 黒 』や 『パル ムの 僧 院 』 といった小説で知られるフランスの作家スタン  
ダールは，イタリアを愛し， そ の 《愛》 を 有 名 な 『恋愛論』やその他の作品のな 
かで，はっきりと告白している . イタリアの女性，イタリアの音楽，イタリアの 


















わけではない. 1 9世紀前半，フ ラ ン ス は 「エジプト熱」に陶酔していた時代で 
ある. 旅好きのスタンダールが魅了されないはずはない.スタンダールのオリ 
エ ン ト へ の 関 心 （エジプトへの関心）は， とりわけ『赤と黒』，『リュシアン• 
ルーベン』の小説に見つけることができる. 『赤と黒』ではジュリアンの父，ソ












スタンダールにとって，オリエントとはE . W サイードが言うように，ヨーロッ 
パ人の頭の中でつくり出されたものであり，つ ま り 『千一夜物語』 の 「おとぎ 
の国のオリエントj であったと指摘する. （井手，2001) 井手はさらに，スタン 
ダールにとっての「もうひとつのオリエント」 としてスペインを提唱する（井 
手，2008).
「1 8 3 0 年 以 降 ，小説家として成熟していくスタンダールにとって，作品の中でス 
ペインが 単なる 《幻想」の地以上になっていく過程は，研究者の目を逃れていくよ 
うに思われる . そしてその《幻 想 》の地スペインは，スタンダールにとって《幻想 











ユ ー ジェニー皇后が幼少の頃，メリメとともに出会っていること，その後もス 
タンダールは幼いモンティホ嬢（ユージヱニー皇后）から慕われ続けたことが， 
窪田（1991)の研究で紹介されている.スタンダールは脳溢血という突然の病で 
急逝するが， もし，もう少し長く生きていたら，ユ ー ジェニー皇后を通して，
メリメのように，宮廷の重鎮として迎えられていたのではないかと言われてい 
る. スタンダールよりも 2 0 歳も年下であった友人，『カルメン』の作者メリメ 
から受けるスペインへの関心もあったであろう•
ところで，スタンダールが「旅」を知ったのはナポレオン遠征と言われるが， 
そこに立ち戻って考えると，イタリア，スペイン，エ ジ プ ト （オリエント）へ 







ポ レオンの影響を分析することにつながる重要なテ ー マ と なりうる.
また，スタンダールがなぜ，オリエントに旅立つことはなかったのかを現実 
的に考えてみると，やはり財政問題に尽きるのではないか.シャトーブリアン 
や ラ マ ル チ ー ヌ のように，スタンダールもまた官僚のポストにあったと言え， 
国の重鎮ではなかった. さらに，ナポレオンが失脚した1815年 か ら 1830年ま 
では，定職さえなかった人物である. （年 表 6-1 参照）オリエントとはやはり， 
彼にとつて《幻想》であり続けるしかなかった国であったに違いない.
第 4 節 『ある旅行者の手記』Mdmoircs d'un touristeについて
この旅行記の出版のために，スタンダールは1837年 と 1838年に取材旅行 
を敢行している. 病気休暇を利用しての旅であった（チヴィタヴヱッキアの 
知事であった）. 「旅行記」 としての特徴は，語り手がスタンダールではなく， 
「鉄の商人」 という架空の人物であるということである. 旅する土地では， 
語り手の行動をはじめ自由な意見が披露される. モ ニ ュ メ ン ト （歴史的建造 
物） に閨する描写の多くは， ミランやメリメのからの借用と言われることか 
らも，旅行ガイド的な要素に関心はなく，主人公の関心，スタンダールの関 
心 は 「現代フランスの実情」 を語る事であったのだろう. 邦題，あるいは現 




語 り 手 （主人公）Philippe丄は厳しい父親による厳しい膜のもと，税関史に 
なったが， 自 由 主 義 者 （= 危険人物） と内部告発をされた.根拠のない告発文 
だったが，植民地勤務を強いられる. 植民地では，復 警 の た め に 「自由主義」 
を学ぶために英語を習得した. しかし，病気療養の理由でフランスに戻ること 
















と考え，フランス旅行を決意する. セ '一ル ス マ ン のことをcommis de voyageur 
(コ ミ • ド •ヴォワイヤジュール） というが，19世紀には，おそらく旅の目的 
が商売をすることであったためだろうか，軽蔑された職業のひとつであった.
フ ロベールの父親もピレネー旅行に旅立つフロべ'— ル に commis de voyageurの 
旅だけは絶対するな（1840年 8 月 2 9 日のフロベール宛ての書簡）と述べている. 
スタンダールも，主人公に，「私が商人だった 1 2年間，郵便馬車でしか旅した 
ことがなかった. パリからマルセイユまで3 日しか費やすことはなかった.確 
かにそれはそれで素晴らしい. しかし，人間は動物扱いであった.パテを食べ 
ているか， 日の半分を寝て過ごすだけであった」 と語らせる.
Pendant les douze annees que je fus marchand, je n ai vovage que par la 
malle-poste. Trois jours de Paris a Marseille ! c’est beau ; mais aussi l’ho m m e  est 
reduit a Petat animal:on mange du pate ou l’on dort la moitie de la journee.
第一巻の旅行の行程は図の通りである.
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図 6 - 7 『ある旅行者の手記』行程図
山辺（1983)より転載
パ リ— パ リから南へ — リヨン— リヨンから南 へ —北 上 ， ロ 
第二巻(南仏日記として）
ブルターニュ，ノルマンディ地方— 再び南仏へ— ドーフィ 










「1 8 3 8 年 ， あ る フ ラ ン ス 人 に （スタンダールの事）， 1 8 世紀後半にフランス旅行 
を し た ア ー サ ー . ヤング (27)( Y o u n g ,  A r t h u r  1 7 4 1 - 1 8 2 0 )のように，地方のオリジナリ 
テ ィ ー （独 自 性 ）を調べるためにフランスを周遊するという新しい考えが起こった」
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(28) (Boyer, 2000 :199 )
と述べ，続 い て 「南仏に関してはプロスペル. メリメ（29)( Merimee, Prosper, 
1803-1870)からの情報やミランの作品（調査） を反映，むしろ借用している」 
(idem :199)と言及する. さらに，「ベールは，食べるため，つまり金を作るために出 
版したと書いている」（idem :199)と文章は続く.








か 興 味 の な い フ ラ ン ス 人 を 嘆 く た め ， ノレイ• フ ィ リ ップ（Philippe, Louis, 
1773-1850)の 7 月王政を批判するためなどが挙げられる.多くのロマン主義作 
家たちが，「外」への関心を高める中で，あ え て 「国内」に目を向けることはす 
でにこの旅行記の独自性を表現している.
当時，フランス人が書いたフランス旅行記はミラン(3〗）『南仏県巡り』吵yagw 
dans les departements du Midi de la France d’Aubin Lous Millin のものしかない. 













J’aime a taire des visites en chapeau de paille et en veste de nankin
「麦わら帽子をかぶり南京風のジャケットを着て旅をしたいJ 





は 「私は人間の心の観察者(Observateur du coeur humain)です」と答え，相手は警 
察の密偵ととりちがえてぶっ倒れた（スタンダール全集8 恋愛論恋愛書簡(i))
スタンダールは旅の主体の属性（どのような旅行者であるかについて） に関 
し興味を抱くが，旅の目的に関しては，明言を避けている. デ ル ，リットは
「すべての旅には発見という目的があり，あらゆる旅行記は，訪問先の知見 
を増やすことを目的としており，剽窃であることはわからないようになってい 
る. スタンダールはこの役割を果たしているだろうか. 答えは，漠然としてい 
る. なぜなら，スタンダールはこのような枠組み（旅行記とか旅とか）に拘ら 
ない人物であるからである」（Del, Litto, 1965 :LXXV)(35)
と分析し，この点において「オリジナルな旅(Un voyage original)であった」 
(idem)と結論付ける.
特定の目的のない旅がオリジナルとすれば，特定の目的のない旅をする主体 












Touriste という単語は 1816 年のシモン（Simond，Louis 1767-1831)の Voyage 
d ’un Frangais en Angleterreの中で初めて登場した. シモンは目次で，Touriste 
は英国人旅行客を意味するために使ったとその意味を限定している（Boyer， 
2 0 0 0，Litto，1965他）. 桑 原 • 生 島 （1 9 7 2 )は，スタンダールはシモンを「派手 
なところはないが，なかなか見識がある人物(36)」 と評し，彼の文章を評価して 
いたことを言及する（【補注】の参考資料参照），事実，すでにスタンダールは 
自著の序文でしばしばシモンの文章を引用した経験がある（桑 原 1972，大岡 
1 9 7 0 ほか）. 文学研究者たちの間でシモンは，スタンダールが引用を好んだ作 
家であり，『恋愛論』の序文で，スタンダールが丸ごと引用した作家として注目 
している(37) (【補注】の参考資料参照）. しかしながら，スタンダールの旅行記 




研究」によって，新 語 Touristeが一般化された年代を変えることもあるのでは 
ないだろうか. つまり，シモンが観光研究の対象となることにより，彼の功績 
への関心が問われ，1816年という年が 183 7年よりも重要視されるであろう. 
今回の調査で観光研究と文学研究がリンクしていない現状が明らかになった.
話を戻すが，単 語 Touristeのコノテ ー シ ョンは本来「変わり者のイギリス人J 
を意味するフランスでは否定的なものであったが，一 方 で 「有閑階級のイギリ 
ス人」 も意味した. スタンダールはこれを逆手に取り，フランス人であり， し 
かも鉄の商人を意味する主体をTouristeと名付けることに皮肉を込めて満足し 
たのではないだろうか. あるいは当時，すでにちらほら使用された新しい英単 
語 Touristを使っただけのことかもしれない. デル•リットは本が売れるように 
と 商 業 的 に 「狙った」タイトルをつけた出版社の戦略によるもの，メリメの提 
言 ，あるいはメリメの示唆によるもの等の可能性を披露する（Del Litto, 1965:XV)
以上のように，想像は尽きないが，本文中(P16iade版，1992)においてTouriste 
は 2 回しか現れていないことを考慮すると，あまり深い意味はないのかもしれ 




旅 行 者 Touristeが 「学問」の対象として存在するなど夢にも考えなかったスタ 
ンダールにとって旅行記の「タイトル」が 180年後に議論されることは想定外 
であったろう•ストーリ一の現代性が論じられる彼にとってもTourismeは 「鉄 」 
のように一大産業となるとは考えられなかったに違いない.






ろう. 出版についての告知， さらには作品に関する批評が，当時の有名新聞紙 
上で掲載されていた.
1 ) 告 知 に 関 す る 記 事 （P16iade 版 1992，Stendhal, Memoires d ’un touriste in 
Voyagesen France より引用）
1838 年
6 月 2 0 日 ル . コンステイチユシヨネル紙Le Constitutionnel
6 月 2 1 日 ジユルナル• デ • デバ紙 Journal des debats
6 月 2 5 日 ル . クオテイデイエンヌ紙La Quotidienneにおける告知の抜粋
は以下の通りである.
II  y  a  d u  c h a r m e ,  d e  l a  g a i t 6  c a u s t i q u e ,  d e s  o b s e r v a t i o n s  i n g ^ n i e u s e .  N u l  u r o v i n c i a l  n e  
c o n n a i t  s o n  d ^ p a r t e m e n t ,  n u l  n e  se  f a i t  u n e  id 6 e  e x a c t e  d e s  さl o g e s  o u  d e s  c r i t i q u e s  q u e  
m 6 r i t e  s a  v i l l e  n a t a l e ,  s ’i l  n ，a p a s  lu  l e s  M e m o i r e s  d ' u n  t o u r i s t e .  L y o n ,  N a n t e s ,  l a  G r a n d e  
C h a r t e r e u s e ,  B o u r g e s  a v e c  s o n  a d m i r a b l e  c a t h 6 d r a l e  e t  s e s  d ^ t e s t a b l e s  a u b e r g e s ,  e t  t a n t  
d * a u t r e s  v i l l e s  ; t e l s  s o n t  l e s  s u j e t s  q u i ,  s o u s  l a  p l u m e  d e  M . S t e n d h a l , o n t  r e v e t u  u n e  
f o r m e  t o u t e  n o u v e l l e  e t  t o u j o u r s  a m u s a n t .  L e  l i v r e  u n e  f o i s  o u v e r t ,  o n  n e  le  q u i t t e  q u ’a l a  
d e r n i ^ r e  p a g e .  L e s  M e m o i r e s  d ’u n  t o u r i s t e  o b t i e n d r o n t  u n  d o u b l e  s u c c ^ s  : s u c c ^ s  d e  l a  
r e p u t a t i o n  p o u r  l ^ c r i v a i n ,  s u c c d s  ( T a r g e n t  p o u r  l ，6 d i t e u r  ( 8 8 6 )
人を引きつける魅力と，辛辣ながらも明るく，そし て巧妙 な省察 がある .この
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『ある旅行者の手記』を読まなければ，自分の住むところについて語れ，自分の 
生まれた土地を正確に讃えることも批判する地方人などいないであろう . リヨン， 
ナント，グランド . シャルトリューズそしてまた他の都市も同様に，素晴らしい 
力テ ドラルやおぞましい宿屋につ い て のテ ー マ な どはスタンダ ールの筆にかか 
れば，まったく新しい形式の作品になる.一度本を開いたら最後のページまで読 
んでしまうであろう . この作品には二重の成功がある . 一 - 3 は作家自身の評判に 
関する成功で，もう一方は出版社に金銭的成功をもたらしたことである .
6 月 25 日 フ
6 月 26 日 ル
6 月 26 日 ル
6 月 26 日の 「ノレ•
ある
シエク ル 紙 L e  S i e c l e
コンステイチユシヨネル紙 L e  C o n s t i t u t i o n n e l
6 の ル . コンステイチュショネル紙」に見られる宣伝は以下の通りで
L ’e a i te u r  A m b ro ise  D u p o n t ,  qu i  ne  sa i t  pas  s ’en d o rm ir  su r  le succes ,  v ie n t  de p u b l ie r  un 
n o u v e l  ou v rag e  avec  le t i t r e  de M e m o i r e s  d ’u n  t o u r i s t e  (P16iade 版 S te n d a l ,1 9 9 2  : 886) 
アンブロワーズ • デュポン出版は，前回の成功に気を抜くことなく，新 本 『あ 
る旅行者の手記』を出版した .
L' a u t e u r  含 qui l ’on  d o it  les P ro m e n a d e s  d an s  R o m e  et  le ro m a n  in t i tu le  R ouge  e t  Noir , a 
des  q u a li te s  t rop  u n a n im e m e n t  re c o n n u e s  p o u r  q u ’un e  v ive  c u r io s i te  ne  s ，attach e  pas  a 
ce t te  p u b l ica t io n .  C es  m e m o i re s  son t  des  Im p re s s io n s  de  v o yage ,  m ais  dan s  la  ver i tab le  
a c c e p t io n  du  m o t .C e  qu e  les  to u r is te s  o rd in a i re s  v o n t  c h e rc h e r  in u t i le m e n t ,  M. De 
s ta n d h a l  I’a d e m a n d s  a la  F r a n c e,含 nos  p r in c ip a u x  d e p a r te m e n ts ,  e t  il a  le b o n h e u r  de le 
t rouver .  T out  ce que  la  c r i t iq u e  a de p lu s  p i q u a n t , 1’in v e s t ig a t io n  de  p lu s  neuf, 
I 'o b se rv a t io n  de p lu s  sa i s i s s a n t  e t  de p lus  o r ig in a l ,  se  ren co n t re  k c h aq u e  p a g e  de ce 
l iv re .  Les  m e m o ire s  d ’u n  to u r is te  in t6 re sse ro n t  to u t  le  m o n d e ,  c a r  ch a c u n  y d^c ou v r ira  
des fa i ts  e t  d es  a n e c d o te s  qu i  le to u c h e ro n t  p lu s  o u  m o in s  d irec tem en t .
この出版に限らず，『ローマ散歩』や 『赤と黒』の著者には，満場一致で認める素 
晴らしい才能がある . この回想記は旅の印象記であるが，印象記という単語の語 




れる . この『ある旅行者の手記』はあらゆる人の興味をひくだろう . なぜなら，
読者それぞれが多かれ少なかれ直接関係する逸話や事実をそこに発見するから.
6 月 2 6 日 ル •
6 月 2 6 日 ジュ
6 月 3 0 日 ジュ
2) 作品対する書評 
7 月 8 日 ル •
7 月 1 0 日 ラ .
7 月 2 7 日 ラ •
8 月 9 日 ル •
8 月 1 9 日 ラ -
タ ン紙 ( L e  T e m p s )
ル ナ ル . デ • デバ紙 
ル ナ ル • ドウ • ラ •
コ メ ルス （le c o m m e r c e )  
プレス（L a  p re s s e d  
ガ ゼ ッ ト * ドゥ *
タン紙 
ル ヴ ュ •
( J o u r n a l  d e s  a e b a t s )
における書評は以
リ ブ レ リ ー （J o u r n a l  d e  l a  l i b r a i r i e )
フフンス （L a  G a z e t t e  d e  F r a n c e )
ドウ • ノくリ( L a  R e v u e  d e  P a r i s )
下の通りである . ア ル ヌ 一 . フルミ（A r n o u l d  F r e m y  1 8 0 9 - 1 8 9  ? 小説家，ジャー 
ナ リ ス M 氏は
En v o y a g e ，on ne  v it  pas  se u le m e n t  d ’a rc h e o lo g ie ,  de p e in tu re s ,  de c a th e d ra le s  e t  de 
p a y sa g e s ,  il fau t  d o rm ir  auss i ,  m anger ,  se  lo g e r，et  se d is t ra i re .  L ’au teu r  d i t  tou t  ce la ,  il 
pa r le  des au b erg es  ou il s ’a r r e t e ，des ca fe s  o u  il se t ro u v e ,  des  ren co n tre s  q u ’il a  f a i t e s， 





(ラ •ルヴュ• ドウ•パリ8 月号掲載)(924)
1 2 月 2 8 日 ノ レ • ク ー リ エ • フ ラ ン セ （L e  c o u r r i e r  f r a n f a i s )  E . G における評論 
Les v o y a g e u r s  l i t te ra i re s  ne n o us  on t  pas  m a n q u ^  d e p u is  q u e lq u e  tem ps. B e au co up  sont 
a l lさs b ie n  lo in  ch e rch e r  des  im p ress ion s  et d e s  d e sc r ip t io n s ,  s ’e f fo rsa n t  de d6couvrir ,  au  
p ro f i t  du  fe u i l le to n ,  des  c o n trees  et o ceans  p e u  c o n n u s ，et fo n d an t  de g randes  e sp 6 rances  
de succds  su r  ce p ro v e rb e  : A  b e a u  ra c o n te r  qu i  v ie n t  de loin . N o tre  tou r is te  a la isse  
fa ire  ces v o y a g e u rs  in t r^p id es  ; F a u te u r  de  R o u g e  et N o i r  n ’est  pas  a l lさ com m e tan t  
d 5au tres  p e le r in s  c h e rc h e r  su r  les  r ives  ^ t ra n g e re s  ce q u ’il av a i t  h sa p o r te e  ; il a voyage
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to u t  s im p le m e n t  en  F r a n c e . (929)
文学的旅行者の数はここ数年来，めずらしくなかった . 多くが，印象と，描写 
を探すためにかなり遠くにまで旅をしている . フイユ ト ン （新聞の連載記事，小 
説）のために，あまり知られていない国や海を発見しようと，さらには，「遠方 
にあるものは容易に語れるものだ」との諺通りの成功への期待をかけて遠方まで 
旅をする . 一方われらがツーリストはそういったことは勇敢なv o y a g e u rに任せる .







単 語 Touristeが急速に一般名詞化したのであろう. また，作家による国内の旅 
は 「新しい旅」を提示し，新しい旅の主体Touristeは人間味を帯びた等身大の 








1) 軽四輪馬車(Une bonne caleche)
2 ) 蒸気船(Bateau & vapeur)
3 ) 鉄道(Chemin de f e r ) (スタンダール自身は利用していない）
4 ) 軽二輪馬車(Un cabriolet)
5 ) 小型四輪 馬 車 （ma  pauvre petite caldche，前出の une bonne caldche の事）
6) 乗合馬車(diligence)
7 ) 郵便馬車(les malles-postes)
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旅行者』が出版される以前の事であるが，1833年 1 2 月，休暇を終えてチヴィ 
タヴェッキアへ戻る途中のスタンダールは，ローヌ川を下る船の上で， ヴェネ 
チアへ向かうジョルジュ. サンドとアルフレッド. ミ ュ ッ セ （Musset, Alfred, 
Louis，Charles de，1810-1857)に出会っている（鎌田，岩本訳，2007:293). 3)の 
鉄道であるが，『ある旅行者』の主人公はサン•テチエンヌで乗っており，その 
安全性に疑問を持つ. しかしながら，スタンダール自身はフランス旅行中には 
「鉄道」には乗っていない上，サ ン . テ チ ェ ン ヌ （フランスで初めて鉄道が敷 
かれた町）には行ったことがない.イギリスに遅れフランスで始まった鉄道事 
業について話題にすることで日記にアクチュアーリティーを与えたのだろう. 














いシェイクスピア』(Je gros Shakespeare de め•少ノ』は持参していた.
語 り 手 の 「鉄の商人」 という属性，観察力，（反）近代精神，物質的要素とし 
ての乗り物，携行品を概観すると，「鉄の商人」という旅の主体をツーリストと
1 8 1








なかった . かれは仕事で外国に暮らしても，そこに留まることなく，そこからま 
た各地を訪れるということを絶え間なくしている . 公用はさておいて，それは時 
には恋人や友人に会うためであったり，私的な用事のこともあったりしたが，楽 
しみのための旅行が多い . その点では，かれは生涯に渉って漫遊（ツーリスト） 
であったと言っても過言ではないだろう . ( 臼田，2 007  :239)
デ ル . リットもスタンダールの旅の頻繁さを示した上で，
「スタンダールに貯金をする余裕があり，必要なときに予備の金を当てることが 
できるだろうと考えるのは，彼をよく知らないからだ . すでに指摘したように， 
かれは浪費家ではない . かれは楽しむために金を使う . たとえば，旅行に出かけ 
たいと思うと，たまらなくなる . さっそく旅にでるのはすばらしいことだ.その 
点でも，かれは先入観を許さない . かれの体躯や習慣からみて，かれが家に閉じ 
こもり，出不精だとみなされるかもしれない . とんでもない.かれは常に旅をし 
ている . というのも絶えず多くの新しい .ものが観察できるから」（鎌田 . 岩本訳， 

















II a im a i t  bo ug e r .  II ne  p o u v a i t  r e s te r  en  p la c e  tres  lon g tem p s .  II 6 ta it  « incapab le  de 
so jo u rn e r  t r^s  lon g tem p s  au  m e m e  en d ro it  s an s  c o n n a i t re  r e n n u i  ou la  la s s i tu de  »(CE) 
かれは動くのが好きなのだ . 一つの所に長くいられないのだ.彼は退屈して一 
か所に長くいられることができなかった .
デ ル . リツトはフランス語で移動を表すemplacementと voyageについて，ス 
タンダールにとってemplacementは文字通りただの移動であり，voyageではな 
い . 旅とは心(coeur)と精神(esprit)に触れる移動である.彼は新しい感覚や知識 
を追い求め， さらにはすでに持っていた知識を広め，深め，豊かにすることを 
切望していた. スタンダールにとって，旅に出る前から，旅は必要なものであ 
った(41) と述べる. (Del Litto,1965 )
スタンダールの書簡から，か れ の 「旅」 の哲学を読み取ることができる.
Une phiiosophie du voyage : « je m ’ennuie de vovager. L’ennui de ne point voir 
de societe y est pour beaucoup »( 28 mai 1806) (Del Litto, 1965 : X X  )
• 旅 の 哲 学 「旅に退屈する.その土地でその社会が全く見ることのできないと 
きである.」 （1806年 5 月 2 8 日付）
:« [...] je suis tres passionne pour les vovages en ce m o m e n t ; quand on sait voyager,
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cela doit bien faire les hommes » (16 mars 1807)(idem)
• 旅 の 哲 学 「今，私は旅に夢中である，旅をすることの意味は人間を知ること 
だとわかったからである」（1807年 3 月 1 6 日付）
:« j’aurai fan queiques progres dans ce grand art du vovage, bien plus difficile 
qu’on ne pense » (28 mai 1807) (idem)
• 旅 の 哲 学 「旅は考えている以上に難しいことではあるが，この旅行というす 
ばらしい技術で私はなにかしらの進歩をしたようだ，」（1807年 5 月 2 8 日付） 




« Q u e l le  m a la d ie  a v ez -v o u s  ? II m e sem b le  q u’さ c in q u a n te  ans, le voyage  e s t  ex ce l len t  p o u r  
to u te s  » 13 j u i l l e t  1834)
(idem :XXII)
「どんな病気なんだい？ 5 0 歳になってわかったことだが，旅こそがすべての病気に 
とってすばらしい治療なんだよ」（1 8 3 4年 7 月 1 3 日付) ( idem  :X X II)
と答えている.




察し， ローカルの人々と会話をすることを楽しみとしている. 確かに，かつて 
は鉄のセールスマンとして，商売のためだけに旅をしていた主人公（経済活動 





タンダールの策略が見えるが，T o u r i s t e という新語を選択したのも，その単語 
を一般化したいという期待よりも， より作品をセンセーショナルなものにした 
いという気持ちからだったのであろう. しかし，スタンダールという大作家の 
お か げ で T o u r i s t e がフランスにおいて普通名詞となり一般化されたことは事実 
である. 一方で，スタンダールは T o u r i s t e という旅の主体の定型化には成功し 
ているとは言い難い. 1 8 4 2 年テ一ヌがピレネー旅行記の中で，T o u r i s t e の分類 
を行い，1 9 世紀ラルースにおいては，ツーリストの項目で紹介されるが，どの 
タイプの T o u r i s t e も 『ある旅行者の手記』 の主人公には適合していない.
一方で， ミラノやパリの生活でも明らかなようにスタンダールほど都市の文 
化を楽しんだ作家もいない. 芝居を見るためのロンドン旅行もある.現代の定 
義ではまさしくスタンダールは T o u r i s t e である. 『ある旅行者の手記』の語り手 
は鉄の商人 P h i l i p p e であるが，結局，旅の主体はスタンダール自身に他ならず， 
タイトル T o u r i s t e に自分自身を隠したのではないだろうか. つまり，単語その 
ものは流通しているものの，定義がはっきりしていない T o u r i s t e を利用した言 
葉 遊 び （スタンダールの隠喩としての T o u r i s t e ) である.
今回の分析でフランスの T o u r i s t e 研究においてこの作品は重要であることが 
確認できた.
日本語のタイトルでは『ある旅行者の手記』 としても『あるツーリストの手 












(4)デ ル • リット氏の解説によると，この著書の特徴として当時の文学技法とは 
対 照 的 に 「かれはすべてを語りながら，何も語らず， しかも常に思いつくま 






(9)スイスとイタリアとの国境にあるアルプス山脈の峠. 標 高 2,469 メートル











アに占領されるが（18 5 9年まで）18 6 1年イタリア王国に参加した.
(16)Romanticism恐らく，イタリアにいたイギリス人による呼び方.




(19)文学研究ではル ソ ー の 「感受性」に つ い て 多く語られる.
(20)フォンテーヌブローでは， ヴイル. ド . リヨン.ホテルでたいへんよい食 
事にありつけた. このホテルは， ロンドン郊外のボックス.ヒルと同じよう 
にスナッグsnug(静かで落ち着け，客あしらいがよろしい）だ.（山辺，1983:25) 
劇場まではこぎれいな並木道を下っていく. （中略）この辺はよく整い，小ぢ 
んまりして，諍かに落ち着ける（snug ) .このスナッグという言葉は，イギリ 
ス人以外発明できそうにない（山辺，1985:39)
(21)Sympathique の初出は 1906 年.
(22) 『パルムの僧院』 を書いた.
(23)イタリア絵画史を書こうという計画. 書店では，そのようなテーマが見つ 
からないからというのがその理由であった. 出 版 は 1817年 .
1 8 6
(24)Ze Guide du voyageur en Dauphine d5Adolphe Joanne
(25)Arrigo BE Y L E ,  Millanese，Scrisse，Amo, Visse
(26)当時，フランスではモーツアルトは忘れられた存在であったが，スタンダ 
一ルによってふたたび見直されたと言われる.
(27)Travels in France During 1787，1788，1789.1793 年に仏語訳出版 Voyages en 




En 1838, 1’idee etait nouvelle, pour un Frangais, de parcounr en tous sens la France 
provincial pour en etudier toutes les particularity, a la fa^on d’Arthur Young fin 
XVIIIe siecle. C 5etait une suggestion de Prosper Merimee ; le choix du Midi de la 
France renvoie a l’ouvrage culte de Millin, Voyage dans le Midi de la France. 
2000 :199) Beyle publie pour d e s《raisons alimentaire » ; « to make money », 
ecrit-il. (idem :199)
(29)『カルメン』，『コロンパ』で知られた作家であるが，歴史家でもある.歴 
史的建造物検査官に任命されフランス中を調査する. スタンダールよりも 20 
歳年下であるが，友人であった. 『ある旅行者の手記』の建造物に関する歴史 
的描写の多くはメリメの資料を基にしている.
(30)山辺（1983)に よ る と ， 「今 は 知 る 人 も い な い オ ー バ ン = ル イ . ミラン 




ばらわれた.『南仏諸県旅行記』全 5 巻，うち図版集一巻(1807-llXAubin-Louis 
Millin: Voyages dans les departements du midi de la France, 4 tomes en 5 
volumeset1 atlas. [Micofilm de la B.N])の巻頭に 11行にわたってこの肩書を小 
さな活字でぎっしり印刷しておられる」（山辺，1983:418).
(31)
« A. Young reveille le desir de voyager en France, son livre a la main, mais il 






ce n’est pas en savant que nous parcourons la France, mais en voyageurs curieux 
des apects interessants et avides de noole souvenir[...]. Cet ouvrage […]n’est pas 
un voyage de decouvertes，c’est un voyage d’impression
( 3 4 )「麦わら帽子」や 「南京風のジャケット」の服装からは，むしろtouriste的 
と言えるかもしれない.
(3 5)原文
Tout le voyage a pour le but la decouverte. Toute relation de voyage, Dour qu’elle 
ne releve pas de la simple compilation, est destinee a accroitre la connaissance du 
lieu de visite. Les voyages de Stendhal remplissent-ils ces roles ? La reponse est 
fortement nuancee, car Stendhal a ceci de particulier qu’il echappe a toute tentative
de classement (Litto, 1965 :LXXV)
(3 6)原文
187
II n’est pas brilliant, il est judicieux, disait 'Stendhal qui l’a cite plusieurs 
fois.(Henri,1959 :412)
(37)
Louis Simond, ne a Lyon en 1767, mourut a Geneve en 1831.II etait naturalise 









ちなみに初版序文（1822)の 最 後 に 「シ モ ン 氏 『スイス紀行』序文から抜粋， 
7 - 8 pと引用先が明記される.







ぱ い に な る （山辺，1985:20)」 と述べたあと，『ガリア戦記』の第六巻の13 
節を引用.
(41)原文






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































フ ロ ベ ー ル の 旅
191
第 7 章 フ ロ ベ ー ル の 旅
フロベールの旅はロマン主義終焉期とも言われる19世紀中葉に始まる.第 
番目の事例として，フランスロマン主義の父，シ ャ トープリアンの旅（第 5 章） 
を論じたが，3 番目の事例としてフロベールの旅の「新しさ」ついて考察し， 
現在の Tourismeへとの関連性について分析を試みる.
図 7 - 1 フ ロ ベ ー ル （ナ ダ ー ル 撮 影 ）
http://tlaubert.univ-rouen.fr/iconographie/photos gf.php より軟裁 
検 索 日 201 3年 1 0月 3 1 日
第 1 節 フ ロ ベ ー ル と 旅 の 概 要 に つ い て
ギュス タ ー ブ • フ ロ ベ ー ル は 1 9世紀のフ ラ ン ス 文学を代表する作家のひ と り 
である. 代 表 作 に 『ボヴァリー夫人』⑴，『感情教育』（2>，『聖アントワーヌの 
誘惑』（3) ，未 完 成 の 『紋切り型辞典』（4>がある.地方風俗を写実的に描いた小 
説によって有名になったことから，写実主義作家といわれるが，その根底には 
ロマン主義があり，むしろ写実主義のふりをした「ロマン主義作家J ともいわ 
れ る （カ レ ，1932).
フ ロベ ー ル は 丨821年 フ ラ ン ス . ノ ル マ ン デ イ 一地方の中心都市ル ー ア ン で ， 
外科医のニ男として誕生した. パカロレア(5)取得後は父親の勧めにより法学部 
に進学しパ リ で 下宿生活をするが ， 趣癎を発症したことから法学の道をあきら 
め，再びル ー ア ン に 戻る.父親はル ー ア ン 近郊 ク ロワツセの別荘を息子に与え，
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それ以降，フロベールはクロワッセにて文学作品を制作することになる. フロ 




スイス，イタリア旅行，1 8 4 7年の本稿の対象となるブルターニュ旅行，1849 
年 か ら 1851年オリエント旅行，1858年にカルタゴへと旅立った大旅行家であ 
った. さらには，近郊の海浜保養地として発展しつつあったTrouville(7)や発展 
前 の Deauville(8)などノルマンディーの海岸地域にも馬車で頻繁に訪れていた. 
また，ルーアン - パリ間を結ぶ鉄道は1843年に開通していることから，パリ在 
住 の 恋 人 （ルイ ー ズ • コレ）に会うために上京する機会も決して少なくはなか 
ったと考えられる.「旅」，「移動」が日常的に行われはじめた産業の発達の時代， 
つ ま り 「19世紀近代フランス」に，生きた作家であった.フロベールの関心事 
は，一貫して「文学」であった.前述した通り，旅する作家ではあったが，voyage 
や journalなど，旅行記として上梓される作品に不可欠な単語を冠した作品名は 
— o もない.1 7世紀以降，フランスにおいて旅行記は，シュポ'— (Chupeau, 1977), 




し て 「自分自身の楽しみのため」であったのではないかと考える.本論文にお 
いてフロベールの旅に関しては，「ブルターニュ旅行」 と 「エジプト旅行」の 2 




目的とする. 方法 と し て 「旅の理由」，「行動」，「宿泊方法」等の分析，さらに， 
現地調査により得た現在ブルターニュで展開されている観光政策と比較しつつ， 
フロベ ー ル の 「旅」にみられる新しさについて考察する. つ ぎ に 「エジプト旅 
行 」では，「楽しみの旅」の側面と，文学者への道が拓かれる上で「旅」が作品 
に与えた影響を考察する.






フロベールが友人マ キ シ ム . デ ュ . カンとブルターニュに旅立ったのは1847 
年 の 5 月 1 日である.この旅の実施については前年つまり1846年の悲劇が起因 





フロベールを心配した友人マ キ シ ム .デ ュ .カ ン は 1846年の夏クロワツセに 
長期滞在し，その期間中に文学を志す者同士，奇想天外な多くの企画を練った 
と 言 わ れ る （M m e  Herpeux 1940 :31).デ ュ . カ ン は 「3 か月か4 か月かけてフ 
ランスのどこか地方を一巡りしようということになり，ブルターニュで意見は 
一致したのです」（ibid: 3 1 ) と書いているが，渡辺によれば，「もとより，フロ 
ベールにブルターニュへの特別な関心があったとは思われず， ヴァンデおよび 
ブルターニュ地方を舞台とした小説の構想をかねて抱いていたデ ュ • カンの発 
想であろう」 （渡辺，2007:31)と分析している.
「（友人のエルネスト •シュバリエ宛ての書簡） 僕は少し空気を吸わなけ 
れば，もっと胸を広げて呼吸しなければと思う. そこで，デ ュ •カンと出発し， 
ブルターニュの浜辺をあちこち動き回ることにする. どた靴を履き， リュック 




( 2 ) ブ ル タ ー ニ ュ について
ブルターニュ地方はフランス北西部に位置する大きな半島であるが，フラン
194
ク王国を起源にもつ「パリ中心の」北部フランスや，南 の 「ローマ文化」をも 
った南仏文化とも，歴史的にも文化的にも全く異なった特異な地域であり，言 
語においては，長い間ブルトン語が使用されていた(〗2).現在ではブルトン語の 
話者はかなり少なくなっているが，標 識 は 2 か国語で表記されている.ブルタ 
一二ュの特色について渡辺（20 0 7 )は次のように簡潔に説明する.「新石器時代 




ターニュの歴史はこの地方に独自の言語，風 俗 . 習慣，心性，建築物などをも 
たらしてきた」（316-317)
フロベールによるとロクマリ ケ ア ー ル （図 7-1) からはフランス語圏ではな 
く，ブルトン語の地域に入る.彼が旅した頃は農村部では完全にブルトン語で 
あった.一方で都市部がだんだん非ブルターニュ化してくる様相を伝える文章 
も み ら れ 「町中(13)では，言葉はそのままだが，そういった特色（ブルターニュ 
の特色）が消えてしまう」（前 掲 書 ：1 5 9 ) と地方での変化を伝える.
まず，フロベールは，言葉の違いからブルターニュに「異国性」 を認め，次 
に，「近代」が蔓延している北フランスからの来訪者である彼は，陸の孤島とも 
言 え る 「ブルターニュ」の 「貧困」を目の当たりにし，同国内の現実とは思え 
な い ほ ど の 「異国性」 を感じる. ブルターニュで見たもの食べたものは，仔牛 
の肉，オムレツ，ガレット，シードル， トウモロコシの粥（表 7 - 1 )であり， 
それらはブルターニュの「貧しさ」をあらわす記号的な食べ物（名物） として 
表現されている. そして， と き に は 「うんざり」する.
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図 7 - 1 フロベールのブルターニュ旅行の行程 
『フローベール全 集 8』別巻掲載の地図を基に作成
— 方で，それらの名物は現在では，ブルターニュの「豊かな鄉土色J (|4>を示 




る. プ ル ガ ス テ ル （図 7-丨）では贫しい娘が摘んだイチゴを食べることになる 
が，現在ではブランド化され，高級イチゴと変化している.







方」へ の 「旅」も可能であった. し か し 「遠方」，国境を越えなくとも，十分に 
「冒険」や 「エキゾチズム」を発見できた時代でもあったことをこの旅行記は
196
「後世の読者」に証明する. 「ブルターニュ」は 「近く」，同 時 に 「神秘的な」
場所であった.
( 3 ) 「旅行記」の方向性
「気分転換」が最大の理由であることは明らかであるが，フロベールもデュ• 
カンも，す で に 「文学」で身を立てたいと考えていた青年であった.
1 9 世紀は，「旅行記」が流行した時代，かつ大きく変容した時代であり，多 
くの作品が出版され，読まれた. その出版数から「工業文学」 とも揶揄された 
ほ ど で あ る （Le Huenen, 1 9 8 7 ) .フロベールは，文学的推敲がなく，あるがまま 
を書く 「旅行記」に違和感を覚え「旅行記」を 「文学」 とは認めていなかった 
ような分析もあるが（De Biasi，2004)，渡 辺 （2 0 0 7 )が述べるように，「好むと 
好まざるとにかかわらず，旅行記は，若きフロベールに，文学の世界に参入す 
るための通過儀礼のひとつと認識されていた答である」 （312)





ながら，ブルターニュの風景が対象となっている作品を研究した」（M m e  Herpeux， 
1940 :32)










業 で あ っ た （渡辺，2007).
旅行記であることよりもひとつの文学作品として出版したいという願いはタ 
イトルにも表れる. 本論文で引用している渡辺は『ブルターニュ紀行野を越 
え，浜を越え』を邦訳題名としているが，フランス語の原題は，Paf les Ghamps 
et par les g r e v e s『野を越え，浜を越え』のみである(16).
「旅行記」は デ ュ . カンとの共著であり，奇数章をフロベール，偶数章をデ 












えながらの旅をするのだ」（M m e  Herpeux, 1940 :32)




M m e  Herpeuxは 「その携行品から，フロベールがツ'— リズムをどのように理解 





• 頑丈 な 靴 1 足 （白革製）
• エナメル皮の靴 1 足 （正装用）
.革製のゲ ー ト ル 1 足 
. ラシ ャ 地のゲ ー ト ル 1 足 
• 平織りの上着 1 着 （正装用）
. 平織りのズボン 1 本 （正装用）
. 平織りのチョッキ 1 枚 
• ラシャ地の服
• 小 物 類 ：典型的なナイフ 1 本，水 筒 2 個 ，木製のパイプ一本 
•薄絹のシャツ3 枚（ヨーロッパ人が毎日の衛生を維持するために必要なもの）
以上のものを旅の間，十分に活用したこと，さらに，3 0 冊の書物もあったこ 




こケース，彫刻のほどこされたチロリアンパイプ，準備は万端に整えられた .メ  
モ は ひ と つ に ま と め ら れ ， 旅 の 行 程 は 地 図 に 施 さ れ て い た 」 （M m e  H e r p e u x ,  
1940 :32)
モットーで示した通り，「歩き」を意識してか，と く に 「足先」に関しては準 





(2) 旅 の 態 度 （属性）について
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フ ロ ベ ー ル 自身は，新 語 「ツ ー リ ス ト 」（17)という単語は使っていない.しか 
しその態度は次のように表現されている.
「一般にわれわれは， これは面白い， とひとがわざわざ教えてくれるものを避 
けることにしているので，T o u r s の近くにあるメトレ感化院，ナントにある癲 
狂院 ，アンドレの製鉄所，パ ンティ エーヴル砦，ベ = リルの灯台はいずれも見 
学しなか った . またわれわれは，通りかかる町のすてきなカフェのどれにもま 
だ入っていなかった . 」 （渡辺，2 0 0 7 :6 0 )
一般の観光者が行く場所を避けているような態度である. 他の観光者（「ツー 
リスト」） との差異化を求めるこの態度（「アンチツーリスト」の態度）は，ユ 
ル バ ン （2002) によって 2 0 世紀のマス. ツーリズム以降多くみられる現象であ 
ると分析されているが，フロベールや同行者デュ. カンはすでに，アンチツー 
リスト的な態度をとっている.
フロべ'— ルは未完の遺作，『紋切型辞書』 Dictiormaif6 des idees reguesの中で，
Voyage : Doit etre tait rapidement
旅 行 ：さっさと完了しなければならないもの18)
Voyageur : Touiours intrepiae




「ガ イ ド ブ ッ ク も ど ん な 予 備 知 識 も 持 た ず （これこそがよいやり方なのだ）， 
遠くでありさえばどこへでも行こう，遅くなりさえすればいつでも帰ろうと心 
に決め，歩き始めた」 （渡 辺 ，2 0 0 7 : 1 2 1 )
とあえて，ガイドブックにはない旅を求める姿からも，差異化を求めるツー 
リストとしての属性が明らかになっている.
ベ = リ ル （Belle lisle)(19)で，迷子になりかける.
「構 うも の か ，野原が醜くとも，ふたりして一ずっと横切って一歩き回るのは 
い つ だ っ て 楽 し い こ と な の だ （中略）， 気の向くまま足の向くままあてどなく
2 0 0
進 み ，歌 を口ずさみ， 口笛を吹き，お しゃべりをし，夢想にふけり，誰に聴か 
れること もなく 誰にあとをつけられることもなく  一まるで砂漠にでもいるよ 








入った， しばらくここに滞在しよう」（同 署 ：8 5 ) とするのは，ホテルが清潔で 




M m e  Le Herpeux (1940)は北から南へとブルターニュ旅行をしたミシュレ(21) 
(Michelet, Jule 1798-1874), ユ ゴ ー (22) (Hugo, Victor, 1802-85) , メ リメ （23) 
(Merimee, Prosper 1803-70)の例をあげ， この行程，つまり南から北に進んだ 
ことが，フロベールの旅の独自性(24)の一 つ で あると述べる.
「 フ ロ ベ ー ル は つ ま り ， 反 対 の コ ー ス を とったのだが，観光的視点ではすばら 
しいアイデアである.ノルマンディ地方からブルターニュ地方へと直接入って  
しまうと，ブルターニュの特色がそれほど見られない越境地帯を通ることにな 



















と説明が続き，あたかも，散歩中，偶 然 に 「生家」を見つけたかのように書 
き記している. 「事実」を確かめることはできないが，フロベールは， 1 9 世紀 
ロマン主義の系譜に続く作家であり， ロマン主義の父であるシャトーブリアン 
を尊敬し，賞賛する若者であったのだから，偶 然 を 装 っ た 「生家」 を見つける 
た め の 「散歩」であったと考える.
次にサン= マロでは，シャトーブリアンの墓も訪れる.すでに第 5 章におい 







(同 書 ：2 6 5 ) (第 5 章 の 写 真 5-1参照）
「ある日の夕方，潮が引いているときに，われわれは島にでかけた一日は沈み 
かけ，海の水はまだ砂の上を流れていた」（同書：265)
「島には人気がない（中略）. 墓は三っの部分から成る. 土台の部分，墓石の 










は じ め て 「夢想」が繰り広げられる文章を読んだ際，筆 者 は そ の 「時制」に 
違和感を持った. なぜ，「眠るだろう」なのだろうか.フランス語の原著を参照 
してみると，や は り 「単純未来形」の文章になっている. 再考すると，彼らが 
サン = マロを訪れたのは1847年であり，一方シャトーブリアンが死去したのは 
1848年である. つまり，シャトーブリアン生存中の墓参であった.この件に閨 
し疑問に思っていたが，第 5 章 の 「シャトーブリアンの旅」の研究を進める中 
で解決することができた. 第 5 章の中で既述しているが，グラン.ベ島への埋 
葬に関しては，1834年 に 『両世界評論』で発表した『回想録』の 中 の 「遺言の 
序文」で公表されていたのである. シャトーブリアン生存中にすでに，フロべ 
一ルやデュ■カンのように，愛読者たちによる墓参をする現象があったことは 





恐らくフ ロ ベ ー ル も 『両世界評論』 を読んで，グ ラ ン . ベ 島に向かったの で あ 
ろ う . フ ロ ベ ー ル と デ ュ . カンのとった行動は「文学散 歩 」 であることは間違 
いない.
2 ) コ ン ブ ー ル (Combourg)
シャトーブリアンへの「思い」は強く，かれが幼年期を過ごしたコンブール 



















フ ロ ベ ー ル は シ ヤ ト ー ブリアンを見つける.
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rからっぽの部屋は物音一 つ し なかったが，かつては，今ぐらいの時間になる 
と，この窓辺にあの子供が，ルネ(27)が座っていたのだJ (同 書 ：293)
城の後方に，湖と牧草地がひろがる（写 真 7-丨）.
城を見学したのち，フロベールらは，その牧草地に向かう. 草の上に座り『ル 
ネ』（28)を読み，主 人 公 「ルネがいた場所」 に思いを馳せる.




写 真 7-丨（左） コンブール城周辺の湖と湿地帯（201 2年 8 月筆者撮影)
写 真 7-2 (右） 文学散歩コース案内図（2012年 8 月筆者撮影）
「文学散歩J は，近年日本でも盛んに行われている観光形態である.ヴォル 




く，フランスの辺境として存在したサン = マロ，コンブールへの旅（1847年）は， 
シ ャ トープリアンを慕うための旅であり，まさしく作家巡礼であった.「近代（現 
代 ）観光の先駆け」 と言えよう.
3) 現在の観光政策としての文学散歩
2012年現在，地方および県レ ベ ル で 「作家の家をめぐるコース」 R O U T E  des
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M A I S O N S  D ，E C R I V A I N S というプログラムが存在し，オ ー ト . ノルマンディ 
Haute Normandie 地方ではコルネイユ (29) (Corneille,Pierre 1606-1684) , フロべ一 
ル ， ユ ゴ ー ， モーリス •ルブラン(30) (Leblanc, Maucice 1864-1941)， ミシュレ 
らの生家，ゆかりの家を繫ぐ「文学コース」 として提案し，イ ル . ド•フラン 
ス地方では，シャトーブリアン，コクトー (3り （Cocteau, Jean 1889-1963)，デュ 
マ（32) (Dumas, Alexandre 1802-1870), メーテルリンク（33) (Maeterlinck, Maurice 
1 8 6 2 - 1 9 4 9 ) ,マラルメ（34) (Mallarme, Stephane 1842-1898), ルソ'— (Rousseau, 
Jean-Jacques 1712-1778) , ツルゲーネフ（Tourgueniev, Iwan. 1818-1883)，アラゴ 
ン(35) (Aragon, Louis 1 8 9 7 - 1 9 8 2 ) ,ゾラ(36) (Zola, Emile 1 8 4 0 -1 9 0 2 )に関連す 
る家，美術館を紹介する「文学コース」を提唱している. 「文学者」を利用した 
あ ら た な 「観光政策」が促進されている.







ブルターニュにおいて，ナント，キブロン， ヴァンヌ， ロリアン，ブレスト 
など都市部においては，「近代的」な清潔感のあるホテルに宿泊している.フロ 




表 7 - 1 フロベールのブルターニュ旅行中の宿泊形態と食べ物
都市名 宿泊形態 食 べ 物 （実際に食べた、あるいは話題にしたもの）
トウ1—ノレ. ソミユ一ル 牢獄la Prison Centrale 仔牛
ソミュ一ル• アンスニ ホテル  H6te 丨 de la Maine
メイユレー トラップ修道院Trappe de la MeiUerave オゼイュソース添えのゆで卵、粥、 ブルーンを煮たデザート
ナ ン ト * ホ テ ル （快適〉H6telde France アンチョビバタ一添えのビフテキ、エビ、 白ビール
ピリアック オーヴヱルジュ（「驚くべき宿」 と表記 j 仔 牛 と 卵 （毎日同じでうんざり）
エルビニヤク 食料品店にてビトレスクな食事（内容は不明）
ロクマリアケール フランス語圏でなくなる
カルナック ホテ ノレChez la veune Gildas
キブロン * ホテ ノレ H6tel Pentiiievre オマールエビとビフテキ
ベ = リル 炻器に入った冷たいミルク（1)
プルアルメル 村長の家 オニオンスープ
ヴァンヌ * ホテルH6te丨名前は不明
ロリァン * ホテルH6tel de France
キニピ !； ガレットGafctte⑵
ロスポルダン 貧しい村 人々がクレープとトウモロコシ粥ばかり食べている
力ンペール * ホテルH6te丨名前は不明 金持ちが間接税監察官に（パリのデザート）oeufsalaneigeを提供 (3)
フエナン ひどいオムレツと生のアーティチョーク
ポン= ラべ ジットGite宿屋
ペ ル マ 、-j ク 税関士のいる小屋Hutte des douaniers
ケリティ オマール工ビ
プルゴフ 馬小屋およぴホテル (Mme Herpeux 194039) ミ ル ク ス ー プ と 卵 「ま た か . • 」
ポンクロワ 幾肉のひどい昼食 violent dejeuner
ダウラス/プルガステル 居酒屋の 2 階 （不潔な設備） オムレツと仔牛とプルガステル産イチゴ
ブ レ ス ト *
フロベールの母親も同行
淸潔なホテル 「子牛はまったく食べない J 
主任司祭がプルガステル産のイチゴを大量に食べる
サ ン ==マロ * ホテル（マイヤール夫人経営）
力ンカール 牡蠣
レンヌ * 記述はないがおそらくホテル（書簡から i 骨付き背肉
ヴイトレ * ホテルHStelSevigne ( 白い大きな建物）
*ブルターニュの主要都市
(1)拓器 tasse de gres：ブルターニュの焼き物素朴な風合い
(2)ガレットgalette: そば粉でつくったクレープ
(3)ウッフ■ア•ラ•ネージュoeuft a la  neige ： メレンゲを雪に見立て飾られたデザート
一方で，修道院，牢獄の宿泊所，村長宅や，かなり不潔な宿屋にも宿泊して 
いるように，様々な宿泊形態を経験する. 1 9 世紀中葉という時代は，「近代的 




1 9世紀中葉になると，パサージュと呼ばれる新しい商業施設が流行する. 18 




ュが開店している. フロベールもナントに滞在中に（1 8 4 7年），この商業施設 
を訪れている.
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フロベールが購入した品々から「オリエント」へ の あこがれが表現されている 
と M m e  Le Herpeux (1940)は言及する. 一 方で筆者の関心は「パサージュの存 
在 」 で あ る . 1840 年代パリでは Passage Colbert, Passage Vivienne, Passage 
Panorama, Passage Choiseul,など多くのアーケード街が建築され，ベンヤミン 
(Benjamin , Walter 1982-1940)が 「パリ一19世紀の首 都 」 の中でパリのアレゴ 
リ一 の 一 つ と して検証している.
フロベールのこの記述は地方においても，商 業 活 動 （消費活動）が活発にな 
ったことを明らかにする貴重な資料であると考える. 「地方都市」という旅先に 
おいて，パサージュに足を運び，ショッピングを楽しむ行動は，現在の都市観 
光の一形態に近いと言えよう. また，確 か に M m e  Le Herpeux (1940) が指摘す 
るように， 「海の向こうから… 」の品々を通し，「オリエント」 を想起するこ 
とが，フロベールの楽しみであったことは疑いない. 「近代」に対し批判的なま 




し，ジャック . ドウミ（Demy, Jacques1931-90)監督の映画の撮影地としても知ら 
れる .
②ナントのg 然誌博物館
しかしながら，フロベールの都市観光には「特殊性」が見られる. 1 9世紀と 

















201 2年 8 月，筆者がルーアンのフロベールの生家を見学した経験を踏まえ，加 
筆する.
フロベ ー ル の 生家は，父親が院長であったルーアン市立病院内の一角にあっ 
た . 部屋の周囲には，病室，病人，手術用具，薬品，模型などが常に存在して 
いた. 実際，訪問してみると，「死体がおかれた部屋」や 「人体模型」などが当 
時の姿で展示され，「怖い」「薄気味悪い」印象を受けた.そんな生活環境の中 
で育ったフロベールが，医 学 的 な 「奇形」 に興味を持つことや，未開の土地の 
「人間の人体」への高い関心を示すことは当然のことのように思われた.
また，彼らの旅行から1 2年を経ているが，1859年にパリ人類学協会がブロ 












フ ロ ベ ー ル は 「それは最悪なものではなかったが；最良のものではなかった」 
(前 掲 書 ：2 2 7 ) と感想を述べる. 一方で，「売春婦のところに出かけて， しか 
もそれを書くだって！われわれはどこまで来てしまったか.何とけしからん文 






本稿においてフロベ ー ル の旅 の 「新しさ」とは 19世紀前半，百貨店の前身の 
マガザン ..ド. ヌヴォテ（magasin de nouveautes :新物店）で表現される「ヌヴォ 
テ」（nouveaut6s)と同様に明確ではないが「新しいもの」である. こ の 「新しい 
もの」に関して，ベンヤミンも『パリ一1 9世紀の首都』で言及する. 彼は，遊 
歩者を語るが，ボードレ ー ル の 『悪の華』の最 後 の 詩 「旅」に触れ，「遊歩者の
最後の旅は死，その目的地は新しさ」（浅井編訳，1995:3 4 8 )さらに，「1 7世紀 
においてアレゴリ一が弁証法的イメージの基準となるとすれば，1 9世紀におい
ては新しさがその基準となる」 （前掲 書 ：3 4 9 ) と 1 9 世紀のキーワードとする. 
第 7 章における新しさとは旅行形態であろう. 友人との二人旅であり，若いニ 
人が自由気ままに旅を続けたことである. 国内， しかもブルターニュという一 
地 域を 3 力月もかけて旅をする例も稀であった.旅行記で記述されているよう 
に，駆け足で，ただ乗り物に乗って目的地だけを見るような旅を避けるために 
も必要な日程だったのであろう. 彼らは， シャベルとパショーモン等の旅の例 
をあげ，かつての旅の方法を懐かしむ. しかし一方で，彼らの旅は，近代観光 
の嚆矢を髪髴させるものでもあった. 都市では，ホテルの快適さを楽しみ，白 
ビ ー ル の 美味しさや，食事や，ショッピングを楽しむ.古の旅と近代の旅が交 
差する新しい旅であった.
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第 4 節 『エジプト旅行記』について
1849年 1 0月 か ら 1852年まで約一年半に及びオリエント地方（パレスチナ， 









ルの率直な行動，言 動 に 「伯父の名誉を守る」 という大義名分のもと，オリジ 
ナル原稿にかなりの加工が施されたものであった.その後力ロリーヌの手を離 
れたオリジナル原稿は，蒐集家たちに引き継がれたが，2 0 世紀後串になり，ピ 
エ ー ル . マ ル ク . ド . ビアジが蒐集家の同意を得て，削除のない元原稿による 








り， この旅も前回と同様に，彼の発案であった. すでに，デ ュ • カ ン は 1843 
年にオリエント地方への旅を経験していたが，社会的成功をもくろみ 2 度目の 
オリエント旅行を計画したと言われる. 精神的に不安定であり，癲癇という持 
病を抱えたフロベールを心配する母親はこの大旅行に関し大反対をするが，同 
行者 が デ ュ . カンというという信頼できる人物であったこと， さらにはフロべ 
一 ル の 兄 が 「クロワッセで， 自分の部屋に閉じこもったきりの，背は高いが神 
経質のこの青年は，ブルターニュに出かけただけであれほど元気になったのだ 
から，長い旅と大気にふれる生活は，いろんな意味で健康にいいはずだ」 （蓮 
実，1967 : 6 9 )と前回の旅がフロベールにもたらした「旅の効果」を挙げ母親を 













る. 再びパリに戻り，1849年 1 0月 2 9 日にデュ• カンと共にマルセイユへと旅
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立つ. 1 1月 1 0 マルセイユに到着. 次に，マルタ島を経由し1 1月 1 5 日にアレ 
クサンドリアに到着. 1 1月 2 6 日にロゼッタに到着し，同日カイロへ向かう. 
1 2月 4 日までカイロに滞在する. 1 2月 7 日から1 2 日まではピラミッド群を見 
学する. 1 2 月 1 3 日に再びカイロに入り， 1850年 の 2 月 5 日まで滞在する. 2 
月 6 日から4 月 2 8 日までナイル河遡上の旅：ブーラックからルクソール，エス 
ナからアスワンへ，第一カタラクトからワデ ィ . ハルファ， ワデ ィ . ハルファ 
からアスワンへ，アスワンからルクソールの河船の旅）4 月 2 9 日から5 月 13 
日までテーベに滞在し，5 月 1 6 日クセールの砂漠に入り2 7 日に紅海へと出る. 
同日，ケナを出発し6 月 2 5 日にブーラックに到着する. 6 月 2 5 日から7 月 18 
日までカイロ，アレクサンドリアに滞在する.以上がエジプト旅行の行程であ 
る. エジプト国内での旅程は図7-3に示す.
図 7 - 3 フロベールのエジプト国内の旅程 





の 付 近 で 「飛び散った機関車の火花が僕らの客室の中に舞い込み，あっという 
間もなく僕のハーフコートを焦がして煙を上げ上げ始めた」と，「馬車」に乗っ 
て い る の か 「鉄道」に乗っているのか，後世の読者を混乱させる記述がある. 
これはパリーマルセイユ間の駅馬車が一部区間だけ，馬車が車台に載せられて 
鉄道に運ばれるシステムであったことを示している(4G). 馬車の二階席では，御 
者 2 名も乗車しているが，ひ と り は 「仕事にケリをっけたばかりでリヨンに遊 
びに行くところ」であった. パリからリヨンまで，す で に 「遊びに行く」所へ 
と短縮していた. 御 者 は .「鉄道」のスピードを実感したひとりであろう.
ソーヌ川を下る船に乗ってフロベールたちはリヨンに向かうのだが，おそら 
くシヤ ロ ン . シュ'— ル . ソ'— ヌ （Chdlon sur Sa6ne) から蒸気船に乗ったのであ 
ろう. シ ャ ロ ン . シュール. ソーヌは蒸気船の時代，ブルゴーニュ地方の交通 
の要所となった. しかし鉄道の敷設後は鉄道にその地位を奪われてしまった.
リヨンではすでにオリエント旅行の経験のある友人に会うことができた.リヨ 
ンからは蒸気船でローヌ川を下りアヴィ ニ ヨ ンまで（あるいはマルセイユまで） 
向かう予定であったが，天候不順により，船のスピードが上がらず途中のヴァ 
ランスで下船する. ちょうど来た乗合馬車に乗りアヴィニヨンまで向かい，ア 
ヴィ ニ ヨ ンからは汽車でマルセイュに向かった.郵便馬車や乗合馬車のネット 
ワークが完成していた19世紀中葉において，「馬車」が堅実な交通手段であっ
たのだろう. 図






図 7 - 4 1850年のフランスの鉄道のネットワーク
httD：//ruDio.eric.pagesperso-orange.rr/carte%201850.jpg 
より転載検索日 2013年 9 月 1 0日
図 7 - 5 1860年のフランスの鉄道のネットワーク
http://rubio.eric.pagesperso-orange.fr/carte%201860.jpg 
検索日2013年 9 月 1 0日
マルセイユでは「オペラ」 を鑑賞し， リュクサンブールホテルに宿泊.マル 
セ イ ユ か ら 「ナイル丸」に乗船しマルタ島に到着，翌日アレクサンドリアに向 
かうが，嵐のためほとんど遭難状態になり命からがらマルタ島に帰着する.地 
中海ホテルに投宿しマルタ島を散策•その後アレクサンドリアへと再び向かい， 
4 日後到着. ルーアンからアレクサンドリアまで，汽車，馬車，蒸気船，帆船 
を乗り継ぎ約3 週間の行程であった（1849年 1 0月 2 2 日から11月 1 5 日まで）. 
アレクサンドリアからエジプト旅行が始まる. カ イ ロ 滞 在 後 （カイロでの滞在 
はオリエンタルホテルとナイルホテル），ナイル河の遡上が始まる.
1850年 2 月 6 日，カイ口を出発. 川船(41)に乗って，ナイル河を遡航. 2 月 14 
日， 1 4 日，ベニス一エフ. 3 月 4 日テーベ. 3 月 6 日，エスネー.ハーレムに 
いたことのある有名な舞妓，リュシウタ. ハーネムのところで一夜を過ごす. 3 
月 9 日アスワン. 3 月 1 1 日，第一の瀑布を通過. 3 月 2 2 日，ワディ 一 ■ハルフ 
ァ. 第二の瀑布. この地でフロベールは，マダム.ボヴァリーの名前を思いつ 
いたといわれる. ナイル河を下り，イプサンブール. 4 月 1 0 日，フィレー.エ 
スネーを通る際，ふたたび， リュシウク. ハーネムを訪れる. 5 月に入りテ一 
ベ を へ て 1 0 日にはケネー着. 1 8 日から2 7 日には，ケネーから，砂漠を進み， 
紅海沿岸のコッセイ一ルにいたる旅行をする. 紅海の水に感動する. 6 月 2 日 
ジルジュ 一 . 1 4 日アンチノエ，2 2 日べニス一エフ，2 5 日カイロ. 7 月 3 日，了 
レクサンドリアでアレクサンドラ号に乗船しベイル一トまで向かう.
(4) 旅の形態
エジプトでは，フロベールとデュ. カンの 2 人旅から下僕のフランス人セサ 
ッティーと通訳のジョゼフ(42)との4 人旅となる. デ ュ • カンの機転で，このオ 
リエント旅行に関して，フロベールは，公 式 に は （名目上）通 商 • 産業.農業 
関係の調査視察官，デ ュ .カンは考古学視察官という肩書がついた.「公用パス 
ポート」を携帯することは旅が安全に行われるための措置であった.「公用パス 
ポート」を携帯することは，シャトーブリアンにも見られたが，1 9世 紀 の （富 
裕層） による旅の特徴のひとつにもあげられる. フロベールは旅の始め， ロゼ 
ッタ，カイロでは，その肩書を意識した行動，例えば，精米工場見学や植物の
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種の購入などが見られるが，次 第 に 「形だけ」のものとなる.
「ぼくの任務のことをかいておられましたね.ほとんどなにもすることがありま 






デ ュ . カンとフロベールは性格のまったく異なる友人同士であった.パリ出 
身のデュ•カンもまた外科医の息子であり，裕福な家庭で育った青年であった. 
彼 が 求 め た の は 「文学」作品というより，文学的名声，つまり社会的ステ一夕 




済活動に密接な関係が生まれた. 「文学」とり わ け 「小説」で成功することは経 
済的な成功をもたらすだけでなく社会的ステータスとなり，つまり現代的な社 
会システムが構築された時代であった. デ ュ • カンは，オリエント旅行を通し 
て，小説のような「文学作品」を作り上げるということより，むしろなにか「新 
しいこと」で自分の存在を世間に知らしめたかったのであろう.それが「写真」 
であった. 小 倉 （2 0 0 6 )は デ ュ • カンがオリエント旅行後に出版した『ナイル 
河』Le W (43)に対し，「少なくともカロタイプによるオリエントの紀行写真集と 
しては，歴史上初めてのものである. 彼以前にダゲレオタイプ(44)を抱えてオリ 
エントに旅立ったものはいたが（たとえばネルヴァル），オリジナルの写真は一 
枚も残されていない」（1 7 5 )と言及し，『文学的回想』の中のデュ• カン自身の 
こ と ば 「私はオリエントの旅で目にした記念建造物の写真を，ヨーロッパにも 
ち帰った最初の人間」（1 7 6 ) を正当化する.




であった. さらに，ギュス タ ーヴ . ル . グレー（Le Grey, Gustave,1820-84)のも 







等レジオン . ドヌール勲章を得る. その後，写真つき紀行文『ナイル河』によ 
り社会的ステータスは完全なものとなる. 「写真」は革命的発明であり，その影 
響はあらゆる学問にも及ぶが，「旅」 にも大きな変化を及ぼした. 小倉(2006) 
は 『ナイル河』に関して，「撮影すべき場所と遺跡を示唆する規範的な著作とな 
る（小 倉 2006 :176)」 と言及した. つまりエジプトが「集合的まなざし」の対象 
となったのはデュ. 力ンの「写真」の影響であった. 『ナイル河』は 1852年に出 
版されるが，以後エジプトを旅するフランス人はVoyageurというよりむしろ 




関 心 は 「小説」への刺激，主題の観念のみである.友人プイエ宛の手紙でフロ 

























る. デ ュ •カンが帰国後，紀行文で社会的成功を得たときも，「またしても紀行 




ル 河 を 4 か 月 半 （1850年 2 月 6 日から6 月 2 5 日，エスナ，アスワン，ヌビア， 
上 エ ジ プ ト ：アスワンからルクソール，テーベ， クセールの砂漠，ケナ）かけ 
て旅をする. 観光活動についてだが，ナイル河遡上の前には，アレクサンドリ 
アでは劇場で芝居（イタリア語）を観る.視察官という政府の肩書を所有する 
二人は，都 市 （ロゼッタ，カイロ）では，パシヤや領事をまず訪ねる.モスク 
巡 り ， コプト教会など寺院見学のほかに，病院見学もたびたびおこなわれる.
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くらいである. 淡々と語られる. 黒人奴隸を見るまなざしにも「哀れみ」など 






ンらしいイギリス人が落書きしたジェニー . リンド(45)の名前にもぶつかった.その 
ほかにも，ルイ • フイリップ(46)を表す梨の絵なんかもあった.名前はことごとく現 
代の人間の名前である」（前掲書：85)
















るが，た び た び 「蚤」の多さが指摘されるのもフロベールの旅の特徴である. 
エジプト旅行ではフロベールの嗅覚「におい」への敏感さも作品における地方 
色 couleur locale表現のひとつとなっている.「空豆の畑は満開でいい香りがす 
る」 （前 掲 書 ：9 2 ) , 「バザールにはコーヒーと白檀のにおいが漂っている」 （前 
掲 書 ：140 )「白檀油のしたたる彼女（クチュク•ハネム）の肌の匂い」（前 掲 書 ： 
1 5 3 )な ど 「におい」からオリエント的な要素が抽出される. 一方で，動物の死 
骸からただよう悪臭や，蝙蝠のにおい，クセールの水のひどさは，「石験と腐っ 
た卵のにおい，便所のにおいまで混じっていそうな， と表現しても過言ではな 
いクセールの水」 （前 掲 書 ：2 8 3 ) と記述されるほどであり，水環境のひどさが 
露呈され， もうひとつのオリエントのにおいとして表象される.
このエジプト旅行記で強烈な印象を与えるのは，舞妓，売春宿，そして彼女 





ロリーヌにより長い間削除されたままであった（斎藤，1998) . フランスロマン 
主義絵画のテーマの一つに「オダリスク」があり，1814年のアングル作「グラ 
ン ド • オダリスタ」（4 章，図 4-2参照）はその嚆矢とされるが，娼婦を題材とし 














た槍，飾りがついたままの女の髪の毛の房を 2 つ，アンチモンの瓶 ，革製の首 
飾り，銀の指輪であった. アンチモンの瓶などは売りつけられたものである.




「保護者」 と旅行したようなもので，旅 へ の 「緊張感」や 「使命感」などは希 
薄である. 旅にいても，彼はクロワッセにいたときと同じように， どこか違っ 














ることもある. それは確かだ. けれども，また滅法楽しいと言うわけさ.スフィ 
ンクスを見たことは，ぼくの生涯で，最高に目の回る悦びの一つだった」1851年
2 2 2









土 産 か . . と表現している），兵 士 （オスマン. トルコの）を相手にした商売な 
のか，人類最古の商売として以前からあったものなのだろうか. 「女性」がオリ 





な評価ではなく，第 5 章 で 論 じ た 「シャトーブリアン」のエジプト旅の体験と 
の比較における評価である. 前述したとおり，シャトーブリアンはローカルと 
の接触をほとんど持たない. 体 験 し た の は 「高官J を媒体としての間接的な体 
験であり，すでに記号化されたイメージ消費の旅であった. さらに，「旅行記」 






らを仕掛ける. ピラミッド登攀という「荘厳なる経験」 と 「友達同士のいたず 
ら」の対比が，若者の旅の一面を効果づける.
オリエント旅行を契機に，デ ュ • カンは社会的名声を得るが，結果的にはフ 
ロベ一ルも同様である. フロベールは旅行から帰国後，『ボヴァリ '— 夫人』の執 
筆にかかる.裁判沙汰になるほどボヴァリー夫人の不道徳な行為の描写は世間 
をにぎわせたが，まさしく，そ こ に 「オリエント」的習慣が反映されていたた
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( 1 ) Madame Bovary(lS51)
( 2 )  L ’Education sentimentale ( 1 8 6 9 )
( 3 )  La Tentation de Saint Antoine ( 1 8 7 4 )
(4) Dictonnaire des idees regues ( 1 8 8 1 )『ブ ヴ ア ー ル と ぺ キ シ エ（Bovard et 
Pecuchet)^の中で主人公が作成する辞書であり，諧謔的に語句が説明される.






( 9 ) フ ロ ベ ー ル が 1 8 5 1 年 4 月 9 日の友人エルネストに宛てた書簡： 「ありとあ 
らゆる放蕩の中で，旅行はぼくの知る限り，最大の放蕩だ(蓮実編訳，1 9 6 7  : 2 0 6 )」
(10)この当時の心境についてはデュ• カン宛の書簡で明らかにされている.
(11)カレ（1932)によれば，「旅」 にでることは，「病気療養」の目的もあった.
(12)言語的に，フランスは北のオイル語（langue d’O i l )と南のオック語(langue 
d’Oc)の 2 大言語圏があり，その他に地方語(langues r6gionales)である，ブルト 
ン語，バスク語，カタラン語が存在する. それらの地方語は，近隣諸国の言 
葉の派生語ではなく，独立した言語である.





(16) Carnet de voyage (旅行中のノ'一 ト）では旅行記のタイトルがFoyage Bretagneと記載されている.
(17) 1837年スタンダールの作品により普及した英語由来の単語.
(18) V o y a g eとは実際にはフロベールにとって「長旅」であるが，皮肉を込めて 
定義している.
(19) Belle Isle : キベロン(Quiberon)か ら 1 4 k m に位置するブルターニュで一番大 
きな島.
(20)筆者は研究ノート：2 0世 紀 「ツーリスト」の変遷について（立教観光学研 
究 紀 要 14, 2 5 - 3 0 )内で考察を行った.
(21)19世紀歴史家，代 表 作 『フランス史』 .
(22)19世紀小説家，代表作.『レ . ミゼラブル』 .
(23)19世紀小説家，歴史家，代 表 作 『カルメン』.
(24)スタンタ'一ルも，フロべ'— ルと同様に南からブルタ'— ニュを旅したが，都 
市部だけを回った一週間程度の馬車の旅であった（力レ，1932).
(25) Memoires d'outre -tombe  (1849)




(29)17世紀の劇作家，代 表 作 『ル • シッド』•
(30)20世紀に活躍した作家，代 表 作 『アルセーヌ. ルパン』•
(31)20世紀の芸術家，代 表 作 『オルフエ』 .
(32)19世紀の作家，代 表 作 『三銃士』.
(33)19-20世紀ベルギー人作家，代 表 作 『青い鳥』.
(34)19世紀詩人，象徴派.
(35)20世紀作家，シュルレアリズムの開拓者




(38)T.Gautier ( ゴ ー チ ェ ） も その一 人
( 3 9 ) 1 9 世 紀 は 「レストラン」がブルジョワジー生活のステータスでもあり，レ . 
ト ロ ワ .プ ロ ヴアン ソーは流行のレストランのひとつ . ベ ン ヤ ミ ン も 「M 遊
歩者」 のなかで， このレストランのメニューを取り上げている.メニューの 
引用先は，ユ リ ウ ス . ロ ー ゼ ン ベ ル グ 『陽光と燭光のもとのパリ』 ライプツ 
ィヒ， 1 8 6 7 年，4 3 - 4 4 p .メニューの遊 歩 （今 村 . 三島訳， 1 9 9 5 : 8 3 )
(40)鉄道会社 P L M  (Paris，Lvon, Marseilleの略）は 1840年に創設され，1843年 
か ら 1852年にア ヴ ィ ニ ョ ン . マルセイユ間，1849年 か ら 1856年 に リ ヨ ン . 
アビニョン間が完成する，サ ン . テティェンヌ，ブザンソン，ディジョンの 
支線も含む
n t t p : / / l e v y .  v e y n e r . d a m e l e . f r e e . f r / s D i p . p h p 7 a r t i c l e 7














(45)Lind, Johanna=Maria,1820-18 8 7 スウェーデンのオペラ歌手.ジェニー -リ 
ンドとして知られる. 1 9世紀においてもっとも注目を浴びた歌手の一人
(46)Louis-Philippe(1773-1850)1830年 の 7 月革命でブルジョワジーの擁護により 
フランス王になった. 経済を奨励し，産業革命をもたらした.似顔絵として 
洋ナシが描かれた.
( 4 7 )  ノルマンディーのビール . 現在も存在する .
2 2 6
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第 8 章 結 論  
第 1節 本 論 文 の 概 要
(1)ア メ リ カ の ツ ー リ ス ト研究とフ ラ ン ス の ツ ー リ ス ト研究
第 2 章では，ツーリストにまっわる否定的側面が形成された過程にっ い て ，’ 
アメリカの観光研究，フランスの観光研究から検証を行った.
アメリカでは「旅行者から観光者へ」の変化は 1950年代始まり，この現象に 
ついてブーアスティンの著書『幻影の時代』The Im a g eの中で，主旨であるメ 
ディア論を展開するための事例の一つとしてとりあげた旅の主体の変化であっ 
た . おそらく彼の意思ではなかったが「かつての旅行者と観光者」のアーキタ 
イプ，っまりかつての旅行者は旅に本物を求め，危険を冒しながら目的を達成 
するが，観光者は「擬似イベント」で満足し，「真正性」を求めない旅人である 
という言説が，772e i m a g eを離れひとり歩きした. さらにこの言説を巡って， 
社会学からのアプローチによる観光研究が始まった . マキャーネル（1976)は 
『ザ . ツーリスト』The Touristの中でブーアスティンを批判し，ツーリストを 
擁護した. 1999年 に 出 版 さ れ た ツ ー リ ス ト の 第 三 版 で は ，商業化の 
進みすぎた観光産業に苦言を呈し，ツーリストには紳(human solidality) を形成 
する力があることを言及した. さらに，ブーアスティン批判として，社会学の 
領域からコーエンと人類学の領域からスミス. V が，それぞれがツーリストの 
類型化を完成させ，ツーリストはブーアスティンが言及したような単純な存在 
ではないことを明らかにした. The Im ageの出版から約4 0 年を経た 2 0 0 1年， 




それば文学領域からの研究であった. 1840年代には「生理学」の 中 で 「変わっ 
た存在」として取り上げられたこと，ツーリストは小説や戯曲の主人公となり， 
批判，あるいはからかいのターゲットとなったこと，さらにその経緯を明らか 
にすることがフランスにおけるツーリスト研究であった. また，英 語 Tourist 
がどのように仏語Touristeとして受け入れられたか，1 9世紀ラルースが「最初 









(2)フ ラ ン ス文学者による 1 7世紀から 1 9世紀の旅行記の変容に関する研究
シュポーは旅行記には実用的側面と娯楽的側面が存在すること，つまり旅行 
記の両義性を示した. 1 7世紀以前は実用的側面が重視されていたが，実用的な 
発見も，読者は娯楽的に楽しむようになった.旅行記が「お楽しみの文学領域」 




たのは簡潔な文体であった. 小説の本質は「叙 述 （語り）」であるが，旅行記に 
は，描写と叙述（語り） という 2 つの本質がある点をあげ，2 者の相違を明ら 





シュポーは 1 7世紀を旅行記の転換期とする. 以後，学者と作家との共同作業 
が進められ，「素材の良さ」と 「卓越した文体，あるいは形式（書簡形式など）」 
の複合的な作業により，旅 行 記 は 「文学作品」へと変化していった.
ル • ユ ナ ン は ， 旅行記の 2 つの領域，科学的言説と文学的言説を提示した. 
旅の主体が商人，船乗り，兵士，医者等である時代には，簡潔な文体で真実を 
伝える手段としての旅行記は「科学的言説」であり，ルネッサンス以降，旅行 
記に楽しみを求められて以降は，内容，形 式 に 「文学的言説」が見られるよう 
になった. 特に，1 7世紀以降は叙述における変化が見られた.新しい情報が旅 
行記のテ ー マ で はなく，旅行者の感情（心の描写）が中心となる.その例とし
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サンス 一(2002)は 旅 （論者は旅行記も含まれるのではないかと考える）を伝 










ン の 『センチメンタル. ジャーニー』（1768)をあげる. 1 8世紀末から 1 9世紀に 
か け て 「旅行記」は，それ以前の旅行記と区別されるが，サンス一は「センチ 









て，メ ー ス ト ル の 『私の部屋周遊記』（1794)等をあげる. さらに，ユモ リ ス テ 
ィックな旅は，旅の主体そのもの，新しい動物とも表現されるTouristeを対象 
とする.














表 8 - 1 (表 4- 3の再掲） イギリス， ドイツ，フランスのロマン主義の特徴
国 イギリス ドィッ フランス
特徴 文学，芸術 哲学，芸術 文学，芸術，政治
代表者 バイロン シラー ス タール夫人
W .ス コ ッ ト ゲーテ シャトーブリアン
【フ ラ ン ス ロ マ ン 主 義 】
フ ラ ン ス ロマン主義「文学」において，詩や小説に関して言えば，「私」の存 
在 と 「私」の対極にある「他者」，そ し て 「他所」への関心が特徴とされる.戯 
曲に関しては，1830年のユゴーの作品「エ ル ナ ニ 」の上演を機にロマン主義宣 
言された.古典主義，簡単に言えば，形式を重視する主義が完全に否定された. 
絵画におけるロマン主義もデッサン（形式）よりも，色を重視するという特徴 
が見られた. 文学において，色 は 「地方色」を描写することであった. フラン
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スロマン主義の特徴として，文 学 も 絵 画 も 「他所」 と は 「オリエント」であつ
たことを確認した.作品のテ ー マ が 「オ リ エ ン ト 」であったことは 1 9世紀以前 
にもみられるが，ロマン主義の時代，作家自身が，実 際 に 「オ リ エ ン ト 」 を旅 
することが重要であった. 「オ リ エ ン ト 」という場所が，ナ ポ レ オ ン によって示 
され，具体性を持った地域に変化していたことも影響している.表にも見られ 
るが，ロマン主義作家が政治にかかわるのもフランスの特徴である. 「旅 」と「亡 
命」は他所に行くという点においては，同種であった.作家の旅の年表を作成 
し，旅の頻度や旅の目的地について考察を行った.馬車のネットワークの充実 




ブサイトがあり，その中の年表(chronologie)を調べてみると，1 9 5 4年をエクリ 
ヴァン • ヴォワイヤジュールの誕生年としていた. 明記されていないが，恐ら 
くサイトでは，ニ コ ラ . ブーヴィエをエクリヴァン.ヴォワイヤジュ一ルの嚆 
矢としているのだろう. 彼の旅行記『世界の使い方』L'usage du m o n d eは 「20 
世紀旅のバイブル」とされている. 一方で，サイトは 1 9世紀の作家の作品も掲 
載している . さらに，複雑なことに，1 9 世紀旅行記の研究者べルティは著書 






フランスの 1 9世紀文学は「ロマン主義運動」を嚆矢とするが.そのロマン主 
義をイギリスから持ち込んだのがシャトーブリアンであることから「フランス 










ル ソ ー へ の 対抗心にみられる態度から，シャトーブリアン自身に見られるロマ 
ン主義の萌芽について確認を行った.
本章において，研 究 対 象 の 旅 行 記 は 『パリからエ ル サ レ ム へ の 旅程』
L 'Itineraire de Paris a Jerusalemであるが，「ギリシャ」，「エ ル サ レ ム 」，「エ ジプ 

















ロマン主義作家たち（les Romantiques en Orienり」の授業を行ったButorは，講義 





































( 5 ) スタンダールの旅
スタンダールは，『赤と黒』，『パルムの僧院』，『恋愛論』の著者として知られ
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への従軍したこと，遠征を契機に「イタリア」お よ び 「旅」の楽しみを知った 
ことを論じた.
スタンダールには「小説家」 として活躍するほかに，親類ダリュ氏のおかげ 




ち，「ロマン主 義 」（ス タンダールはRomantismeではなく Romanticismeと呼 ぶ ） 
という潮流を知った. スタンダールのイタリア好きは，墓碑に書かれた「ミラ 
ノの人，アンリ •ベ ー ル （スタンダールの本 名 ）」 に表れている.
6 章では観光研究作品として，『ある旅行者の手記』を分析対象とした.邦訳 
タイトルからは理解しにくいが，原 題 Mるmoire d ’un to u r is teは出版当時（1837) 
はセンセーシヨナルなものであった. 初めて Touristeという名詞が書籍のタイ 
トルとして使用されたのである. スタンダールのこの作品により，Touristeが 









たのではないかという説もある（Del Litto,1965他）. フランス語Touriste研究に 
おいて重要な作品である.
さらに，この旅行記が，当時の流行，つまり旅行記とは「他所」を記述する 
ことにその意味はあるのだが，フ ラ ン ス という国内を対象としたことも斬新で 










スタンダールという旅の主体については，臼 田 （2 0 0 7 )は，「公用はさておい 
て，それは時には恋人や友人に会うためであったり，私的な用事のこともあっ 
たりしたが，楽しみのための旅行が多い. その点では，かれは生涯に渉って漫 





できるだろうと考えるのは，彼をよく知らないからだ . すでに指摘したように， 
かれは浪費家ではない . かれは楽しむために金を使う . たとえば，旅行に出かけ 
たいと思うと，たまらなくなる . さっそく旅にでるのはすばらしいことだ.その 
点でも，かれは先入観を許さない . かれの体躯や習慣からみて，かれが家に閉じ 
こもり，出不精だとみなされるかもしれない . とんでもない.かれは常に旅をし 
ている . というのも絶えず多くの新しいものが観察できるから」 （2 3 5 )
と 「楽しみのための旅J を求める旅の主体を言及する. また，ミラノやパリ 
の生活でも明らかなようにスタンダールほど都市の文化を楽しんだ作家もいな 
い . 芝居を見るためのロンドン旅行もある.現代の定義ではまさしくスタンダ 
'— ルは touristeであると言えよう.
(6 ) フ ロ ベ ー ル の 旅
羽生(2011)においてフ ロ ベールの『ピレネーおよびコルシカ旅行記』を対象 
にして，ロマン主義運動にみられるエキゾチズムへの関心とくに「場所性J に
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関して考察，および検証を行ったが，本論文においては 1 8 4 7 年のブルターニュ 
旅行と 1 8 4 9 年 1 0 月から 1 8 5 1 年 5 月までのオリエント旅行を対象にフロベール 
と旅について考察を行った. 2 つの旅に共通することはデュ• カンという，フ 
ロ ベ ー ル の友人でありつつ，保護者でもあるような野心家の文学青年との二人 
旅であったことである. ブ ル タ ー ニ ュ旅行については，生存中に出版されるこ 
とはなかったが，旅行後に二人で制作した旅行記，奇数章をフロベール，偶数 
章をデュ . カ ン が 執 筆 し た /es G ^ v e sから分析を行った.
ただし，本研究で使用したのは，フロベールの担当した奇数章である.旅行 














のだ ( M m e  H e r p e u x ，1 9 4 0 :3 2 )」 に，フロベールの旅の姿勢が表れる.ナントやブ 
レスト等の都市部での行動を見ると，現 在 の 「都市観光」を思わせる.ホテル 
に宿泊し，ナントでは，1 8 4 3 年にオープンしたアーケード街（パサージュ.ポ 
ムレー）で買い物を楽しみ，ブレストでは牢獄や病院見学のほかに娼婦街にも 
足を伸ばす . シャトーブリアンに傾倒する二人はサン. マロやコンブールで， 
「文学散歩」も行う. 食べ物の描写も多く，「オムレツ」，「ガレット」，「シード 










「エジプト旅行」で は 「楽しみの旅」の側面と，文学者への道が拓かれる上 
で 「旅」が作品に与えた影響を考察した.
オ リ エ ン ト 旅 行 記 en O rien tの中の「エジプト旅行」が，Voyage en Egypte 
として 1991年に DeBiasiの監修により出版された. 『オリエント旅行記』その 
ものが，フロベールには出版の意思のないものであったが，姪のカロリーヌに 
よって 1910年にコナール版フロベール全集に収められた. しかしながら，コナ 















文学的な影響であるが，フ ロ ベ ー ル はオリエント旅行直後，代表作となる『ボ 
ヴァリー夫人』の執筆にかかる.主人公の不道徳な行動は裁判沙汰になるほど 
であったが，まさしく，そ こ に 「オリエント」的習慣が反映されていたのであ 
ろう. 一方のデュ • カンはオリエント旅行に持参した「写真機」で撮影した写 
真を掲載した，世界初の写真付き旅行記『ナイル河』で名声と名誉を得る.フ 














た . ただし，アメリカとフランスでは，デイスクールのコンテクストに違いが 
あった. 「観光研究」へのアプローチ，つまり研究方法論が異なっていた.アメ 













ンスーによると，1 8世紀末から 1 9世紀を通して出版された「旅行記」の嚆矢 
はスターンの『センチメンタル • ジャーニー』である. さらに，ここで興味深
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いのは，「1 8世紀末から 1 9世紀全体」がひとつの「ある期間」としてとらえて 
いることである. この期間の「旅」や 「旅行記」はそれ以前ともそれ以後とも 
異なることを示している.
1 9世紀，英語 Touristはフランスにおいて，新語 Touristeとして普及した.一 
般化されたのはスタンダ'— ルの作品『ある旅行者の手記』M imoires d ’un touriste 
のタイトルによる貢献とされる. ツーリストという属性については，当時，流 
行した生理学から，第 3 章で紹介したように，皮肉たっぷりに定義されている 
が，『1 9 世紀ラルース』では，テーヌが『ピレネ旅行記』のなかで提示したツ 
一リストの類型を掲載する（表 2-3参照）. 以上のように，フランスでは文学作 
品の中で Touirsteが分析され，「新しい旅の主体J あるいは「新しい社会階層の 





一リズムの歴史を明らかにしたボワイエの存在は多きが，J = D ユルバンは，筆 
者の知りうる限り，フランスの観光研究において初めて，人類学や社会学から 
の視点による観光現象を用いた研究者である. 彼が明らかにするのは，フラン 














ざまな理由から旅に出た. 付表 4-1及び付表 4-4で示されるとおり，1830年代 
と 4 0年代に，旅は爆発的に増えている.旅行記も大量に出版され，「工業文学j 
とも呼ばれた. これらの状況を鑑みれば，フランスの近代観光史の一要素とし 
て 「作家の旅」，あるいは，さらに細かく 「ロマン主義作家の旅」と限定し位置 
づけることができよう . 欧米の近代観光はトーマス . クック（Cook，Thomas 
1806-92)が禁煙運動の一環として鉄道を利用して労働者の団体旅行を実施した 




究は旅の大衆化のプロセスについて論じるものではない. したがって，1 9世紀 
における旅の増加を示すパロ メーターは本研究で示した，旅行記の変遷（付表 
4 - 1 )と作家の旅（付 表 4 - 4 )の年表であろう. もちろん，対象は作家であり， 
ブルジョワ階級の人々である. しかしながら，近代観光の主役はたとえ， トー 






のために実践的な情報を掲載する旅行ガイドブックの出版も促した. 1 8 3 5年 



















城，ヴア レ . オ'— .ル '— の家，パリのアパ'— ト，スタンタ、'— ルのグルノ'—プル 
の生家，亡くなった時宿泊したパリのホテル，墓地，フロベールのルーアンの 
生家，クロワッセの家， ドーヴィル(Deauville)の別荘地後（写 真 8-1)，ヴァカ 




の進化である. 産業革命を経て，動力が主となった 1 9世紀は，旅の方法におい 
てもそれ以前の時代と一線を画した.





ッ ド . ミュッセのカップルも乗船していたDel.Litto，1965) , 海上からイタリア 
を目指している. ミュッセによって，陽気に時を過ごすスタンダールがスケッ 







乗 船 す れ は ， 午 後 4 時 に は ル . アーヴル （Le Havre)でサウサンプトン 
(Southampton)行きの大型船（le grand tuve)丨こ乗ることができると，フロベールの 
妹が書簡に書いている（P16iade版 187p 1843年 8 月 1 0 日付) . フロベールとデ 






図 8 - 1踊るスタンダール  Del Litto 1 9 6 5より転載
次に鉄道につ い て であるが，フランスでは，1842年 の 「鉄道憲章」によって 
鉄道会社の利権がかなり保障されてからは，急激に鉄道網が整備された（檀上， 
1980,石川，2 0 0 0 ) .しかしながら，本格的な動きは第二帝政期（1852-70)，ナポ 








とした鉄道網の開発が始まる. 第 7 章でも示したが，1849年，フロベールとデ 
ュ • 力ンは，アヴィニョンからマルセイユまで開通したばかりの鉄道を利用し 
ている.
フランスの鉄道の発展の特徴として主要都市とパリ間を結ぶというよりも， 
ノ ル マ ン デ ィ ーの海浜保養地とパリ間に鉄道が敷かれたことがある （6) 





どまで，ルーアンがパリで話題になったことはないと感想を述べる（1 8 4 3年 5 
月 1 1 日の書簡)(7). さらに同0 の書簡のなかで，ルーアン•パリ間の時短につ 
いて以下のように記している.
II e s t  るto n n a n t que, m a in te n a n t q u ’il y a le c h e m in  de fe r  e t que c ’est si co m m o d e p o u r 
a l le r  h P a ris , c a r  on p eu t y  a lle r  d in e r  [et] re v e n ir  le so ir  p o u r  se c o u c h e r : A h  ! v r a im e n t， 
c ’e s t  une ch o se  in c ro y a b le  !
「鉄道があるなんて驚きだ. パリに行くのにこれほど便利だとは. 晩餐に行き， 
その夜，寝るために戻って来れるなんて丨アー信じられない！」
フロベールは1840年には蒸気船でパリに向かう.しかし鉄道が開通した1843 
年以降は，2 等車に乗ったこと，3 等車(8)に乗ったことが日記で書かれる.しか 
し，鉄道開設後にもかかわらず，パリに上京する家族には（すでに，パリは「買 
い物のための場所」になっていた），馬車で来るように勧め，鉄道を利用すれば 
4 時間余りの旅であったのにもかかわらず，家族は 2 泊 3 日をかけてパリに赴 
く . フロベールに限らず鉄道に対するまなざしには賞賛とともに恐怖心もあっ 
た . 馬車に比べて数は少ないが，一度起こると犠牲者の数は馬車の事故に比べ 
ると数倍に上ったこと（1842年 5 月 8 日ノくリ. ヴェルサイユ間で起こった事故 
で は 5 5人が死亡，109人が重傷）や，初めて経験するトンネルへの恐怖心があ 




O n f i t  des d isc o u rs , p e rso n n e  n e  s ’e n rh u m a  so us les  tu n n e ls , la lo c o m o tiv e  n ’e c la ta  pas 
e t l ’on  p u t c ro ire  q u ’u n  v o y a g e  en ch em in  d e  fe r n ’e ta i t  p as  fo rcem en t m o rte l.
「おしやべりしていたが，誰もトンネル内では風邪をひくことがなかった.機関 
車も爆発しなかった.列車のトンネルの旅はとりわけ致命的なものではなさそう 






ユ ー モ ア を 混ぜながらノ ー  トにつけている.
リ•ルーアン間には 1 8 4 3 年の鉄道の開設によって開通した，全長が 2 ,6 1 3  
トルにも及ぶR o l l e b o i s e トンネルがあり，乗客にとっては 4 分間の恐怖で 
た(9). フロベールもこのトンネルに対する疑念によって，家族には馬車で 
ことを推奨したと考えられるが，フロベールの妹カロリーヌは，兄の心配 
に対して，j e  s u is  p o u r  le  c h e m in  d e  f e r 「私は鉄道に賛成派よ」（F la u b e r t  
c o r r e s p o n d a n c e s  P le ia d e  1 8 7 p  1 8 4 3 年 8 月 1 0 日付の書 簡 ）と， 4 時間でパリに行け 
る利点を強調する(lt)).
フ ロ ベ ー ル は 以 後 ，鉄道利用者となるが ，1 8 6 4 年の友人宛の書簡のなかで鉄 
道に乗った時ほど退屈な時はないと嘆く. 初めての鉄道経験から 2 0 年が経ち 
「恐怖心」が消え，鉄道に乗りなれたフ ロ ベ ー ル と ，交通手段として一般化し 
た鉄道の存在が明らかになる.
以上のように 1 9 世紀はシヤトーブリアンの帆船の旅からフロベールの鉄道 
利用の旅へと交通手段の面からも変化に富んだ時代であった. 1 9 世紀最後には 
自動車の発明もあるが，本研究の対象者たちは利用していないため，次の研究 
の領域としたい. 現代の感覚から考えると，1 0 0年間という長いスパンの中の 
変化としては「驚嘆」に値しないかもしれない.しかし 19 
もわたり「馬車」と 「帆船」の み が 「旅」の交通手段であ.





第 5節 作 家 の 旅 に ついて
( 1 )「旅の主体」 としての考察
第 4 節 で は 「主体」をとりまく社会の変化についてまとめたが，第 5 節では 









リアンも「実在」 した世界として見ていたのかもしれない）. 『パリからエルサ 
レムへの行程』の中で，Voyageurとは，あるいは Voyageurの楽しみとはなど， 








行っている. Touristeと自称する主人公フイリップ.L の背後にいるのはスタン 





























恋人ルイーズ • コレ(14)(Colet，Louise 1810-76)はパリに住んでいたため，書簡で 





代』で言及した 1 9世紀以前の旅，っまり Travelの主体であり，「能動的な旅行 








「観光T o u r i s m とは，よく知っているものの発見だということである.（これに対 





国内旅行において rよく知っているもの（と考えられていた）J の発見があり， 
フ ロ ベ ー ル に 至 っ て は ， オリエ ン タリストやすでにガイドにあった事柄，つま 
りよく知られた事項を楽しんだ点において，後者 2 人はツーリスト的な旅の主 
体であった. 以上が三人の旅の主体としての属性であった.
レンドン，石 井 訳 1995:117)
写真 8-丨 Deauvilleの フロベ ー ル の 別荘地跡2012年 8 月 3 日筆者撮影
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写 真 8 - 2 フロベールの銅 像 2 0 1 2年 8 月 3 日筆者撮影
写 真 8-3 Trouvilleの 海 岸 2012年 8 月 3 日筆者撮影





























構築したのはシャトーブリアンであったということであろう. 1806年 の 旅 （旅 
行記の出版は 1811)が 2 0世紀（1978)においても論じられることは，この旅行記 
の普遍性を示すことであり，今日も続く 「西洋中心主義」を肯定するもの，あ 
るいは批判するものとして，相変わらず，「生の素材」であり続けているという 
ことである. 5 章でも紹介したが，20 1 2年にベルシェが大作『シャトーブリア 
ン』を出版して，フランス国内で話題となった.サイードが言うようにシャト 


















ては，ジラルダン(16) (Emile de Girardin，1802-1881)によって 1836年 に 「プレス 
紙」が既存の日刊紙の半額で発行して以来，とりわけ新聞小説を巡って熾烈な 
販売競争(17)が繰り広げられた• すでに 6 章で紹介しているが，ラ .ルヴュ . ド . 






さらにル - ク ー リ エ . フランセ紙(Le  Courrier f ran fa is )では
「文学的旅行者 (18)の数はますます増えている . 新 聞 小 説 （フイユトン）を書くた 
めにかなり遠方まで旅にでる，一方われらが T o u r i s t eは，そ の よ う な 旅 （遠方へ 




ン ス 国外へ行くことばかりではない. また旅先においても，特別なことをする 
必要がないこと，つ ま り 「ツーリスト的な旅」を人々は知ったのであろう.さ 





一口ッパ人向けのホ テ ル や店を利用して，「イメージを探すこと」，換言すれば 
記号的まなざしをもってオリエントを体験することが可能な時代になっていた.
ピラミッドや女性に対するまなざしには「集合的なまなざし」も否定できな 
い . しかし，それは現在のツーリストのように，写真などの映像によるもので 
はない. おそらく旅行記の挿絵が大きな影響を与えたと考えるが，ガイドブッ 















に対してなのである」（前 掲 書 ：38 9)
さらに，






夫人』や 『聖 . アントワーヌの誘惑』や 『サランボー』といった小説を作り上 















「このときに，フランスのオリエ ン ト旅行は大きな方向転換をとげたとい 
える. それまでは，特権的な人たちの巡礼旅行にすぎなかった旅が，その 
後はオリエ ン トに興味をもっ人たちへの気楽な観光旅行へと変わっていっ 
たのである（石川，2000 :151)」
と言及する.




ドの視点からも，「ガイドブック」が一般化されるのは 1 8 5 1年のルイ.ァシエ 
ット （H achet te， L o u i s , 18 0 0 - 6 4 )による鉄道利用者に向けたガイドブック  
( B ib l i o theq ue  des  Chemins  de f e r )シリーズの駅のキオスク販売によるものと考え 
られる（鉄道利用の大衆旅行者を対象とする販売）. さらにルイを引き継ぎ，ァ 
シエット社のガイドのデイレクタ一となったジョアンヌ（Joanne， Adolphe,  
1 8 1 3 - 8 1 )が 1 8 6 0 年 に 『オ リ エ ン ト ガ イ ド かe み / ’(9咖 《り』 を 「ジョアン 
ヌガイト ' (Guide Joanne) ̂ として出版することを踏まえると 4 0 年代，オリエン 
ト旅行を観光旅行とみなすのは時期尚早であろう.
一 方 で 1 8 4 0年代にオリエントの町に急激な変化があったことは事実であっ 
た . ブッション(Buchon)(20)は 1841年でさえ，ギリシャに4 つのホテルを確認し 
たのみであったと証言している（Berchet，1 9 8 5 ) .しかし，1846年になるとオリ 
エントを再訪したオメ一ル. ド . ヒル(Xavier, Hommaire de Hell)(2])が驚きをも 
つて次のように語る.
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「かつては英国人， ロ シ ア 人，オーストリア人が 2 軒しかないホテルを辛うじて 
分かち合っていたのに，今では，美しいホテル，モードの店，香水店，ヨーロッ 
パ人のための店が揃っている」（B e rch e t, 1985 :7 )
1 8 4 0 年代，オリエントは「観光開発」的な動きがあったのであろう.
(2) イギリス人ツーリストとイギリス
本研究， とくに 5 章，6 章，7 章の分析に基づくと，イギリス人旅行者の存 
在につ い て 三作家が記述してい る .
シャトーブリアンは 1 8 0 6年に，スタンダールは 1 8 1 0 年代からイタリアを旅 
し，フランスを 3 7 年に，フロベールは5 0 年代にエジプト（「オリエント旅行）j 
を旅しているが，3 人ともに，イギリス人の旅行客の多さを指摘している.イ 
ギリスでは 1 8 4 3 年にトーマス. クック（C o o k， T h o m a s，l 8 0 8 - 9 2 )に よ り 「観光産 
業」が登場し，5 1 年のロンドン万国博覧会の時には，つまりフロベールがオリ 
エント旅行中の期間であるが，万博には 6 0 0 万人の入場者があり，そのうちの 
4 % がクック社の斡旋であったと言われるまで急成長している. つまり，石川 
(2000)の前述の言及はイギリスを事例にすれば，「観光旅行」の形態は成立して 
いたと言えよう . イギリスの近代観光については，ブ レ ン ド ン の Thomas 
Cook :150 years o f  popular to u r is m 『トマス. クック物語：近代ツーリズムの創 
始者』に詳しい.
一方で，羽生 ( 2 0 1 1 ) (22)が示したように，イギリスにおいて 1 8 世紀の海水浴療 
法の流行に始まった海浜保養地は交通インフラとともに発展し，国 内 の 「観光 
の萌芽」に寄与した（ブライトンなど）.またジェントルマン養成としてのグラ 
ンドツアーも 1 8 世紀にはすでに存在していた. グランドツアーは，青年たちに 
「古典を学ぶ= 教養をつける」目的で大陸への旅を促したが，（ナポレオンの大 
陸封鎖令(23)が施行された期間は特に）自国の自然の美を発見するという還元効 
果をもたらした（中島，2 0 0 7 ) . フランスにおいてイギリス人旅行者を指す 
T o u r i s t eという言葉は 1 8 1 6年にすでにシモンが使用しているが，大陸封鎖令が 
解除された 1 8 1 5年以降は多くのイギリス人が，再び大陸に戻って旅を続けたこ 
とも影響するのであろう. トマス• クックの団体旅行以前，富裕層においては 
T o u r i s m的な旅が活発であったと言えよう.
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第 7 節 「ヴォワイヤ '— ジュ」の定義
本研究では，第 5 章，第 6 章，第 7 章を事例研究として，旅行記による「旅 
の主体」の変遷を考察した. その結果，ブーアスティンは2 0世紀の旅と 1 9世 
紀以前の旅をニ項対立的に示したが，「旅」も 「旅の主体」も 「連続的な変化」 
であったことが明らかになった. 1 9世紀以前の旅においては，交通手段の側面 
からも，旅人の感情の側面からも長期間に渡りほとんど変化は存在しない 
(Sangsue, 2001, Berty, 2001).旅人の属性も，兵士，商人，宣教師，学者，役人 
など，換言すれば旅のプロたちであった. 一方で 1 9世紀になると，プロ以外， 
たとえば作家という素人が旅に参加するようになった. 旅の方法においても， 
旅の主体に関しても「連続的な変化J の渦中にある旅こそが1 9世紀の旅の特徴 
であると言えよう.
第 3 章で論じたように科学的な論証をもとめた旅，新しい発見を担った旅， 
困難を克服しながらの旅が1 9 世紀以前の旅の本質であり，語源の通り Travel 
であった. さらに，2 0世紀を迎えるとTravelは Tourismへと変化し 2 1世紀の 
現在もその延長にある•序論で提不したように，1 9世紀の旅はTravelと Tourism 








旅の数だけ記録（note，a l b u m )を残した.かれらの旅は同時代の読者に影響を 
与えたばかりではなく，その多くは旅行記として後世に残り，2 1世紀の現在で 
も，私たちに影響を与えている.ホメロスの作品を体現することを目的のひと 
つ と したシ ャ ト ー ブリアンや，小説へのイン ス ピ レ ー シ ヨ ンを旅から得たフ ロ 
ベ ー ル が 示す様に，旅と文学の関係は明らかである.シュポ ー ， ル • ユ ナ ン が  
論じたように，旅行記のジャンル分けは複雑であるが， 0 本では旅を対象とし 
た 文 学 は 「紀行文学」 と呼ばれ， 日本の図書館分類法では「紀行」は 歴 史 （2
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類，地誌，紀行）と文学( 9類，日記，書簡，紀行)の双方に分類される.「紀行 
文学」はフランスではliterature du voyageと呼ばれるが，現代の紀行文に限ら 
ずロマン主義時代の作家の作品を含め，ガイドブックの隣に並べられることも 
多い. 同時に，彼らの文学作品に含め配置される. 「紀行文学」あるいはフラン 
ス語の literature du voyageの名称からわかるように文学領域の研究が期待され， 
進められている. しかし，観光資源の一部として利用される文学の現状を踏ま 
え る と 「観光文学」というジャンルが構築され，観光と文学に関する研究が可 
能となろう.本研究では外国文学研究の成果を踏まえ観光研究の新しいァプロ 
一チを示した. これからの研究課題として観光文学研究の精緻化を進めたい.
1 9世紀以前 1 9世紀 2 0 世紀以降
図 8 - 1 旅と旅の主体の変遷 (2)
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【補注】
(1)リヨン大学(University Lumiere de Lyon)の tourisme学部の創設に貢献した人 
物としても知られる. ボワイエの著書Le tourisme(1972) Paris, Seuil出版，は 
フランスの観光研究の嚆矢と言えよう.
(2)Vergeade(1990)は，パリ . サンジェルマン間に物資運搬目的ではない， 
voyageursのための鉄道が開設した1837年 8 月 2 6 日を「鉄道を利用した楽し 
みのための旅行が誕生した日」（Le voyage d’agr6ment en chemin de fer fit son 
apparition)とするが，一般的には，鉄道開設の日，あるいは年と認識される.
3)フ ロ ベ ー ル は 丨8 4 5年ス イ スで，パ イ ロンが旅先ス イ ス の シ ヨ ン城で残した 
落 書 き （サイン）も見学している
4)M6moire d’un touristeの中で，鉄道の将来性を予見しているが，現状では投 
機対象となるだけであり，本当の意味での発展は見込めないとしている.




7) Flaubert Correspondances 丨，Conard 版 138p，一方 Pleiade 版丨59p では 5 月 12
日付になっている）
8)原語は wagon decouvert : 3 等クラスの客室を示すles wagons de 3eme classe
9)エミール . ゾラの『獣人』 は鉄道時代のフランスを舞台にし 
た作品であるが，その中においてもRolleboiseトンネルが登場する.
10) Tu es un grand imbecile de ne point laisser aller en chemin de fer : au lieu de 
quatre heures nous serons a 3 jours, et 2 nuits en voyage ; et ces 3 jours serons 





兄 弟 （les fAre P6reire), ロートティルド一家による鉄道建設を契機に発展が 
始まった.
13)1980年 に Strassburger家が Deauville市に寄贈した
14)詩人として活躍. 文学サロンを主宰. フロベール，ヴィニー， ミュッセの 
愛人であった.
15)革命後グレゴワール神父の調査によると2500万人の内フランス語を話すの 













ク ス ツ ア ー を 肯定することにつながることを懸念する . フ ロ ベ ー ル の 『オリ 
エント旅行記』 とりわけ『エジプト旅行記』 は観光におけるジェンダー問題 
を歴史的に考察する，あるいは近代観光の一形態を明らかにするための資料 
としての価値を担った作品である .
(20)B erchet(1985)が B u c h o nの証言として引用しているが，B u ch o nについての記 
述はなく， どんな人物であったかについては不明
(2 1 )エンジニア，地理学者 . アジア（トルコ，ペルシャ）とロシアを旅したことで 
知られる . イスパハンで没する .
(2 2 )羽生敦子 (2 0 1 1 )ロマン主義運動と王政復古期のビアリッツの発展，および第 
ニ帝政下のビアリッツの変容について . 立教大学大学院観光学研究科，2010  
年度修士論文 .
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